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日次 月 日 曜 種 別 場  所 開会時刻 摘  要 

１ ３月 ６日 水 本会議 議会議場 午前１０時 

・開    会 

・提案理由説明 

・質    疑 

・討    論 

・表    決 

２ ３月 ７日 木 休 会 議会委員会室 午前 ９時 ・議 案 審 議 

３ ３月 ８日 金 休 会 村内一円 午前 ９時 ・現 地 調 査 

４ ３月 ９日 土 休 日    

５ ３月１０日 日 休 日    

６ ３月１１日 月 休 会 議会委員会室 午前 ９時 ・議 案 審 議 

７ ３月１２日 火 休 会 議会委員会室 午前 ９時 ・議 案 審 議 

８ ３月１３日 水 休 会 議会委員会室 午前 ９時 ・議 案 審 議 

９ ３月１４日 木 本会議 議会議場 午前１０時 ・一 般 質 問 

10 ３月１５日 金 本会議 議会議場 午前１０時 

・質    疑 

・討    論 

・表    決 

・閉    会 
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平成３１年第１回山江村議会３月定例会（第１号） 

 

平成３１年３月６日 

午前１０時００分開会 

於 議 場 

１．議事日程 

日程第 １        会議録署名議員の指名 

日程第 ２        会期の決定について 

日程第 ３ 議案第 １号 平成３０年度山江村一般会計補正予算（第６号） 

日程第 ４ 議案第 ２号 平成３０年度山江村特別会計国民健康保険事業補正予算

（第３号） 

日程第 ５ 議案第 ３号 平成３０年度山江村特別会計簡易水道事業補正予算 

（第３号） 

日程第 ６ 議案第 ４号 平成３０年度山江村特別会計農業集落排水事業補正予算

（第４号） 

日程第 ７ 議案第 ５号 平成３０年度山江村特別会計介護保険事業補正予算 

（第３号） 

日程第 ８ 議案第 ６号 平成３０年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業補正予

算（第２号） 

日程第 ９ 発議第 １号 山江村選挙公報の発行に関する条例の制定について 

日程第１０ 議案第 ７号 山江村の宝「やまえ栗」条例の制定について 

日程第１１ 議案第 ８号 山江村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

日程第１２ 議案第 ９号 山江村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定

について 

日程第１３ 議案第１０号 山江村多目的交流促進施設「ほたるの荘」の設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１４ 議案第１１号 丸岡公園農村広場の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例の制定について 

日程第１５ 議案第１２号 小山田農村公園の設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

日程第１６ 議案第１３号 山江村文化財保護委員会設置条例の一部を改正する条例

の制定について 

日程第１７ 議案第１４号 山江村総合振興計画の策定について 
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日程第１８ 議案第１５号 平成３１年度山江村一般会計予算 

日程第１９ 議案第１６号 平成３１年度山江村特別会計国民健康保険事業予算 

日程第２０ 議案第１７号 平成３１年度山江村特別会計簡易水道事業予算 

日程第２１ 議案第１８号 平成３１年度山江村特別会計農業集落排水事業予算 

日程第２２ 議案第１９号 平成３１年度山江村特別会計介護保険事業予算 

日程第２３ 議案第２０号 平成３１年度山江村特別会計後期高齢者医療事業予算 

日程第２４ 議案第２１号 平成３１年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業予算 

日程第２５ 陳情第 １号 奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲与税

（仮称）で順次計画的に皆伐を進め、天然林に戻すこと

を求める陳情書 

日程第２６        議員派遣の件 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１０名） 

 １番 赤 坂   修 君           ２番 横 谷   巡 君 

 ３番 森 田 俊 介 君           ４番 西   孝 恒 君 

 ５番 立 道   徹 君           ６番 谷 口 予志之 君 

 ７番 秋 丸 光 明 君           ８番 中 竹 耕一郎 君 

 ９番 秋 丸 安 弘 君          １０番 松 本 佳 久 君 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．職務のため会議に出席した事務局職員の職氏名 

 議会事務局長  松 尾 充 章 君 

 

５．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

 村    長  内 山 慶 治 君   副 村 長  北 田 愛 介 君 

 教   育   長  藤 本 誠 一 君   総 務 課 長  白 川 俊 博 君 

 税 務 課 長  山 口   明 君   企画調整課長  平 山 辰 也 君 

 産業振興課長  新 山 孝 博 君   健康福祉課長  迫 田 教 文 君 

 建 設 課 長  清 永 弘 文 君   教 育 課 長  蕨 野 昭 憲 君 

 会計管理者  一二三 信 幸 君   農業委員会事務局長  柳 瀬 真奈美 君 

 代表監査委員  木 下 久 人 君 
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） おはようございます。平成３１年第１回山江村議会定例会を招

集する旨の告示により、その通知をしましたところ、議員各位におかれましては、

大変お忙しい中ご出席いただき、厚くお礼申し上げます。 

本定例会に提案されます議案につきましては、後刻、執行部より説明がありま

す。慎重にご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

本日の出席議員は１０名で定足数に達しております。 

１２月９日、議会定例会以降の議会に関する諸般の報告をもってあいさつに代え

させていただきます。 

諸般の報告につきましては、お手元に配付してございます。また、地方自治法第

１９９条第９項の規定により、例月現金出納検査の結果報告書が監査委員よりお手

元に配付されております。 

それでは、諸般の報告を行います。 

１２月９日、第１分団消防詰所落成式が第１分団詰所で行われております。私と

総務文教常任委員長の西孝恒議員が参加しております。大変立派な詰所ができて、

団員、また地域住民も大変喜んでおるところでございます。 

１２月１３日、県道相良人吉線改良貫通促進期成会要望活動が県庁にてありまし

て、私と産業厚生常任委員長の横谷議員が参加しております。 

１２月１７日、郡定例議長会、正副議長会・事務局合同会議がありまして、アン

ジェリーク平安にて開催されております。 

１月１日、山田大王神社元旦祭が行われております。各議員が参加しておりま

す。 

１月４日、平成３１年山江村成人式が役場大会議室で行われまして、全議員が参

加しております。 

１月６日、平成３１年山江村消防団出初式が山江中央グラウンドで開催され、全

議員が参加しております。 

１月１０日、郡定例議長会が多良木町で開催されております。 

１月１２日、山江村交通安全祈願祭が山田大王神社で開催され、私が参加してお

ります。 

また、１２日の午後より、山江村新春のつどいが山江温泉ほたるで開催され、各

議員が参加しております。 

１月２０日、第４６回山江村新春駅伝大会が万江コースで行われ、大変賑わった

ところでございます。 



 － 6 －

１月２３日、下球磨町村議会議員研修会が五木村で開催されまして、地域おこし

協力隊６名の体験発表が行われまして、山江村は４月から協力隊が採用されまし

て、私たちも期待しておるところでございます。 

１月３１日、平成３０年度子ども議会が当議場にて開催されまして、子どもたち

の活発な意見を聞き、大変楽しみにしてるところでございます。 

２月６日、議会総務文教常任委員会研修が玉名郡玉東町に研修に行ってまいりま

した。これは委員長の報告があると思います。 

２月１３日、中竹幸利氏交通栄誉章「緑十字銀章」の受賞祝賀会が山江温泉ほた

るでありまして、私と副議長の中竹副議長が参加しております。 

２月１４日、郡定例議長会が人吉市であっております。 

２月１５日、第６５回熊本県町村議会議長会定期総会がホテル熊本テルサで開催

されまして、球磨郡の関連要望に対しましては、球磨川における根本的な利水対策

の促進についてと球磨川地域幹線道路網の整備促進についてを人吉球磨は要望して

おります。 

２月１６日、山江村教育のつどいを農村環境センターで開催されております。 

２月１７日、関西丸岡会が開催され、議員６名が参加し、大変賑わってまいった

ところでございます。 

２月１９日、平成３０年度球磨郡町村議会議員研修会がアンジェリーク平安であ

りまして、全国町村議会議長会総務部長の三宅達也氏が講演をされて、大変いい講

演でありました。 

２月２０日、議会産業厚生常任委員会研修が阿蘇郡小国町にて研修を行っており

ます。これも産業厚生常任委員長の横谷議員のほうからご報告があります。 

２月２０日、県道相良人吉線改良貫通促進期成会現地調査がありまして、私が参

加しております。 

以上を申し上げまして、議長の開会のあいさつと代えさせていただきます。 

次に、一部事務組合の議会が開催がされております。関係議員の報告を質問席か

らお願いいたします。 

なお、お手元に資料が配付されております。 

また、２月６日、総務文教常任委員会、２月２０日、産業厚生常任委員会が行政

視察研修を行っておりますので、研修報告を委員長からお願いいたします。 

まず、人吉球磨広域行政組合議員、６番、谷口予志之議員より報告をお願いしま

す。 

６番、谷口予志之議員。 

○６番（谷口予志之君） おはようございます。 
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それでは、平成３０年第４回及び平成３１年第１回の人吉球磨広域行政組合議会

定例会が開催されておりますので、主なものについてその報告をいたします。 

まず、平成３０年第４回人吉球磨広域行政組合議会定例会が、これは２日目です

けれども、３０年１２月２１日に人吉球磨クリーンプラザ大会議室において開催さ

れました。 

まず、日程第１の一般質問では、人吉市選出の塩見寿子議員が特別養護老人ホー

ムの福寿荘民営化について、続いて、あさぎり町選出の加賀山美津子議員が、今後

の人事管理のあり方について、それぞれ質問をされております。 

次に、日程第２、議案第１９号、人吉球磨広域行政組合特別養護老人ホーム福寿

荘民営化検討委員会設置条例を廃止する条例の制定について、及び、日程第３、議

案第２０号、熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更については、執行部の補足

説明を受け、質疑、採決を行い、異議なく原案のとおり可決されております。 

次に、平成３１年第１回人吉球磨広域行政組合定例会が２月２８日、午前１０時

から、同じく人吉球磨クリーンプラザ大会議室にて開催されました。 

日程の第１から第３までについては省略をいたしまして、日程第４、議案第１号

から日程第１３、議案第９号につきまして９議案を一括し、執行部の提案理由の説

明を受け、その後、日程第４、議案第１号から日程第７、議案第３号までの３件に

ついて補足説明を受け、平成３０年度補正予算案件の質疑、採決を行い、原案のと

おり可決し、１日目は散会となりました。 

議会は３月２７日までとなっております。 

以上、報告を終わります。 

○議長（秋丸安弘君） 次に、人吉下球磨消防組合議会議員の１０番、松本佳久議員よ

り報告をお願いいたします。 

１０番、松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） おはようございます。 

平成３１年２月第１回人吉下球磨消防組合議会定例会が、去る２月２７日、午後

２時から、人吉下球磨消防組合消防本部会議場にて開会されておりますのでご報告

申し上げます。 

議会への出席者は議員８名全員でありました。執行部からは関係市町村管理者６

名及び代表監査委員１名、そして職員８名、事務局より３名、合計２６名でした。

そのほかに傍聴者６名、報道機関より１名の傍聴がありました。 

日程第１、会期の決定については、２月２７日、１日間と決定し、日程第２、会

議録署名議員の指名の後、議案第１号、議案第２号、議案第３号、議案第４号の条

例の制定４議案はいずれも原案どおり可決決定しております。 
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続いて、日程第７、議案第７号、平成３０年度人吉下球磨消防組合一般会計歳入

歳出補正予算（第３号）についてでありますが、これは歳入歳出予算の総額にそれ

ぞれ４,１７３万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１１億９,

７７７万３,０００円とするものでありました。 

歳入の主なものとしては、８款繰入金、１項基金繰入金、１目１節財政調整基金

繰入金の３,３９９万９,０００円でありました。また、１款の分担金及び負担金の

中では、新たに発生する市町村からの負担金、山江村からの負担金は発生してはお

りません。 

歳出の主なものは３款消防費であります。そのうち１項消防費、２目消防施設費

のうち１７節公有財産購入費として３,０１８万５,０００円の予算が上がっており

ます。財源は先ほど歳入にあった財政調整基金繰入金であり、これは現在の消防本

部の西側に隣接する土地２,１６４.０８平方メートルの土地購入費及び収入印紙代

等であります。原案のとおり可決決定しております。 

続いて、日程第８、議案第６号、平成３１年度人吉下球磨消防組合一般会計歳入

歳出予算について説明をいたします。 

歳入歳出予算の総額はそれぞれ１０億７,６１９万６,０００円です。対前年度比

では９,３３８万８,０００円の減額となっております。 

歳入の主なものは、１款分担金、負担金であり、このうち常備消防費負担金は８

億２１万８,０００円であり、このうち山江村の負担金は７,２７０万２,０００円

です。 

歳出の主なものは３款消防費、１項消防費、１目常備消防費８億３,５０８万６,

０００円です。これは主に消防職員１１０名の給料手当、その他であります。 

次に、同じ１項消防費、２目消防施設費の中に３１年度の事業として重機及び重

機搬送車、指揮１号車、指揮２号車、指令車の購入費及び災害用備蓄倉庫兼消防車

庫等の建設費、合計して８,７００万円が計上してあります。いずれも原案どおり

可決決定しております。 

日程第９は一般質問で、私から１、消防車両等の車検や点検について。２、消防

職員の事故防止策について。３、法令遵守の精神について質問し、内山慶治代表管

理者や深江政友消防長より答弁がありました。 

以上で議会の報告は終わりますが、裏面をご覧ください。これは昨年１月１日か

ら１２月３１日までの災害出動の概要です。右上のほうに全災害総出動件数は３,

６１２件となっており、１日平均約１０件の出動となっております。内訳として

は、左側の上から火災の件数が昨年よりも４件増えて３２件でありました。中ほど

の救急件数は昨年度よりも８３件増えて３,０４０件となっております。下のほう
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に行きますと、ヘリの要請件数も前年度比１５件で３６件のヘリ要請件数がありま

した。その下のヘリ要請内訳、火災について県の防災ヘリが３回飛来しております

が、これは昨年１０月２４日から２５日にかけて球磨村で発生した森林火災におい

て、空中偵察や空中消火など防災ヘリが来ております。 

次に、平成３１年度の新規採用職員についてご報告申し上げます。今回の採用は

６名でした。出身地で言いますと人吉市２名、錦町２名、相良村１名、湯前町１名

でした。また新年度におきましても若干の職員採用が予定されておりますので、ぜ

ひ山江村からも応募していただきたいと思っております。 

以上を申し上げまして、人吉下球磨消防組合議会の報告といたします。 

○議長（秋丸安弘君） 次に、行政視察研修の報告をお願いいたします。 

はじめに総務文教常任委員会よりお願いいたします。 

４番、西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） それでは、平成３０年度山江村議会総務文教常任委員会先進地

行政視察研修の報告をいたします。 

研修先は熊本県玉名郡玉東町であります。研修テーマは移住定住促進事業、子育

て支援・介護予防事業について学び、本村の事業へ生かすことであります。研修行

程は先月の２月６日、１日間でした。参加者は総務文教常任委員会のメンバー５名

と事務局より松尾局長の計６名です。玉東町は人口約５,３００人、面積は２４.３

平方キロとなっています。 

まず定住促進施策について、町主導による宅地分譲事業がメインであります。そ

の中でオレンジタウン分譲事業については、総事業費１４億９,０００万円、計画

戸数は１１８区画、４００人規模となっています。定住するための家を建築した場

合、住宅建築奨励金として５０万円など奨励金や助成金等があります。また、オレ

ンジタウン町並みルールを策定されています。例えば、町のシンボル的な地区とす

るために建築物の高さ制限１０メートル、２階までや緑化に努めること。また、フ

ェンスの高さ１.２メートルなどであります。分譲地第２弾としてサクラタウン分

譲事業については、戸数は９区画、奨励金制度や町並みルール等、オレンジタウン

と同様に実施されています。ほかにもＰＦＩ的手法による町営住宅整備のサクラハ

イツもあり、７割は町外からの移住と言われます。 

次に、子育て支援事業についてであります。町全体で子育てを支援されていて、

地区サロン２５カ所の活用があります。例えば、各種予防接種助成、多子世帯、児

童保育料の軽減、英会話教室、フッ化物洗口、チャイルドシート貸出しなど、その

他各種祝い金や支援事業があります。 

次に、介護予防生活支援については、地区のサロン２５カ所の安定的運営と新し
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い総合事業の創設、生活支援体制整備事業や認知症総合支援事業の整備などがなさ

れ、地区サロン２５カ所で介護予防、生活支援事業が行われています。玉東町は利

便性に恵まれまして、支援事業も本村と同様な事業も多いですが、きめ細かに整備

され、その取り組みの成果を感じます。 

以上、総務文教常任委員会の研修報告を終わります。 

○議長（秋丸安弘君） 次に、産業厚生常任委員会よりお願いいたします。 

２番、横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 平成３０年度議会産業厚生常任委員会の研修報告をいたしま

す。 

研修目的、平成３０年度議会産業厚生常任委員会先進地事例研修、期日は平成３

１年２月２０日の１日間、研修地、阿蘇郡小国町、参加者は産業厚生常任委員会委

員５名、企画調整課２名の計７名、研修内容、本村でも計画されております再生可

能エネルギー木質バイオマスの利活用及び豊富な森林資源を生かした林業振興施策

についてであります。内容について申し上げます。小国町は熊本県の最北端に位置

し、人口約６,８００人、７８％を山林が占め、産業としては観光業、農林業であ

ります。特色としては、豊富な温泉資源、わいた温泉郷、杖立温泉などを有し、恵

まれた地勢で育った小国杉はブランド杉として知られ、森林の整備、加工、販売か

ら市場開拓まで一貫した戦略的な挑戦が見られます。その小国杉を使用した道の駅

ゆうステーション、小国ドーム、木魂館など多くの公共施設。また町独自で鉄骨工

法に匹敵する木造立体トラス工法の建築許可を取得、小国地域材としての強度規格

の製品は県内、九州管内の公共施設、特に九州国立博物館、沖縄県立博物館など国

の宝とも言うべき特徴のある大きな建物にも使われています。町内の木造公共施設

を泊まる、学ぶ、食べる、温泉に利活用した地域コミュニティによる観光交流イベ

ントなど盛んな町でもあります。最初に地熱を利用した木材乾燥施設を視察、化石

燃料や電気を使わずに自噴する天然の地熱を利用し、環境に優しいエコな方法で健

康や環境志向に配慮した良質の小国杉が生産されています。町内の製材業者など８

業者が利用、施設管理は森林組合、板材を主に年間２,２００立米を乾燥、約８０

０万円の黒字、丸太は１本８００円程度ですが、丸太は大体僕の体みたいな１本で

８００円程度ですが、１立米当たりにしますと１万円前後、今の木材価格、この丸

太をスライスして板材に加工、そしてさらなる付加価値を付けて集成材として販売

すると１立米当たり数十万円以上になるということでした。 

次に、温泉施設を兼ね備えた１３０名宿泊可能な木魂館の木質薪ボイラーの視察

を行い、導入の経緯、稼働状況、現状と課題等について説明を受けました。施設の

重油代の価格高騰などから経営を圧迫、年間約６００万円の油代、それに代わる熱
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源として２０１６年に薪を使った木質ボイラーを導入したということでございまし

た。稼働している木質薪ボイラーの名称は「薪焚き無圧開放温水ボイラー」で、使

われる材料は、スギ、クヌギ、ケヤキなど。薪ボイラーを選定、導入した経緯は先

述のとおり重油代の高騰による経営圧迫、豊富な山林資源の活用と雇用、事業費の

面であり、事業費は建物建築費、薪ボイラー購入費を含んで４,５００万円、内訳

は補助金が４,０００万円、町から５００万円の補助、２名の雇用で薪ボイラーの

運営に当たり、光熱費の削減効果は重油削減が８０％、全体で４０％の削減効果を

出しているという説明でした。夏場は１日薪２００キログラムを２から３回、冬場

は１日薪４００キログラムを４回から５回、人的による投入を行い、夏から秋にか

けての多忙なシーズンには人手不足もあり、全員で対応するため薪ボイラーの一時

休止の措置を取っているとのことでありました。燃料木材の調達状況は、出荷会員

４９名、年間調達材積１３４立米、買収、買取り価格１トン当たり６,０００円、

その代金は町内の商店、温泉などに使用できる商経済の循環と活性化を目指した商

品券（モリ券）を発行されています。燃料材料の調達状況は、当初は出荷量も多か

ったそうですが、最近は出荷者の高齢化や企業など買取価格の高いほうへの流れで

材料の取り合いが起こり、調達が困難な状況で、今後の対策としては、森林組合や

業者、一人親方との協力は不可欠で広域的な調達も視野に入れているとのことであ

りました。事実、燃料木材のストック状況はわずかな量でありました。木質燃料種

類の比較でありますが、木質ペレットは採算性、業者との価格交渉や温かくなるま

で時間がかかること、ストックヤードのための広大な敷地が必要であること。木質

チップはペレットとほぼ同様でありますが、乾燥と事業費に左右され、木材含水率

の乾燥工場と予算確保がカギであるとの説明を受けました。本村では木質チップ施

設の計画予定のようですが、燃料材料の調達に係る一連のルール作り、現状の把握

と経営組織体の問題、そして温泉センターだけの利用ではなく、他の公共施設、民

間施設、一般住宅等も視野に入れた利用対策を図らないと、後々の経営維持と経費

のかさみに不安を感じたところです。研修の最後に森林資源を生かした活性化策、

流木等の災害対策、担い手対策、有害鳥獣対策、森林環境譲与税交付金の森林整備

への使い方など、林業振興策について意見交換し研修を終えました。 

以上、平成３０年度山江村議会産業厚生常任委員会の研修報告といたします。 

○議長（秋丸安弘君） 以上で、一部事務組合の議会の報告及び研修報告は終わりまし

た。 

それでは、村長から行政報告の申し出があっております。これを許します。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 皆様、おはようございます。議長には発言の機会を与えていた
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だきまして、大変ありがたく思います。 

本日、ここに平成３１年第１回山江村議会定例会を開催をいたしましたところ、

議員の皆様には、全員ご出席いただく中に開催できますことに対し、心から感謝を

申し上げます。 

それでは、まず恒例によりまして、先般の議会後の行政報告を申し上げます。主

なもののみ申し上げさせていただきたいと思いますが、１２月９日でありますけれ

ども、私も山江村消防団第１分団の詰所が完成いたしておりましたので、その落成

式及び祝賀会に出席してまいりました。 

１２月１０日、ただいまご報告がありましたけれども、産業厚生常任委員長のほ

うから報告がありましたけれども、山江村総合エネルギー検討委員会を開催してお

ります。これは２年前から山江村のいわゆる化石燃料、原子力に頼らないエネルギ

ーについて全般的に検討をしていこうということであります。昨年はバイオガスの

研究をさせていただいたということでありますけれども、今年はバイオマス、要す

るに木質を使った熱発電の検討をさせていただいてるということであります。林業

振興にも寄与するということでありますし、熱もしっかり温泉センターに供給でき

るというような体制の中で事業効率を高めようという事業でございます。ただ、委

員長のほうにも若干触れてもらっておりますけれども、ランニングコストが非常に

心配されるということでありますから、しっかりしたランニングコストを見合う形

でしかできないなということを思っているところであります。 

それから、１２月１１日は、山江村制施行１３０周年記念行事の検討会を発足さ

せております。後ほどこれはプロジェクト委員会に変わりますけれども、役場の課

長を中心とした１３０周年どのような事業を起こしてこの地域と、この山江村を見

つめなおし、また１歩進めるかというようなことでございます。 

それから、１２月１２日でありますけれども、新規就農者激励会及び青年農業者

会議ということで、これは球磨地域の農業活性協議会のほうで、私担い手の会長を

しておりますので出席させていただいたということであります。今年は２６名程度

の新規就農者が人吉球磨に出てきたということでありますが、最近は４０名を超え

る新規就農者の方々おられるということでありまして、確かに農業で生業に夢を見

るといいますか、農業を生業にしながら頑張るという青年が随分増えてきたという

気がいたしております。 

それから、１２月１３日は県道相良人吉線の改良促進期成会要望で県のほうに私

も出向いております。 

そして、１２月１６日、第６６回球磨一周市町村対抗熊日駅伝大会が水上村スタ

ート、ゴールで開催されております。山江村チーム、Ａチームが８位、Ｂチームが
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１９位という結果でございました。 

そして、１２月１８日でありますが、山江村の認定農業者との意見交換会を行わ

せてもらったということであります。もちろん認定農業者の方々、山江村の農業を

けん引をしていただいておるところでありますけれども、さらなる課題が降りかか

ってきております。後継者をどうするか、集積をどうするか、農業の生産の産地化

をどうするか等々について、ぜひ皆さん方の力を貸してほしいというような話をさ

せてもらいながら意見交換会をしたところであります。 

１２月２０日、入口ハナ子さんの１００歳のお祝いに出向いております。 

また、同じ日でありますけれども、村道井手の口県道線、これは山田の井手の口

から県道につながる道路でありますけれども、これの道路につきまして地元説明会

に私も出向いております。 

それから１２月２１日は、山江村地域づくり研究所講演会として研究所の顧問で

あります東京大学須藤修教授のほうに講演をお願いいたしました。今、人類が生ま

れ第５の社会が到来しようとしていると言われております。ソサエティ５.０とい

うそうでありますが、第一が狩猟社会だそうです。第２が農耕、要するに稲作が始

まったから集落が生まれたというような社会が第２社会、第３社会が明治の産業の

改革により工業化であるそうです。第４が最近ではありますけれども、インターネ

ットを中心としたウェブ社会が、情報化社会が到来したんだということであります

が、その間はそんなに経ちませんけれども第５社会と言われるのがＡＩ、ＩｏＴ、

ビッグデータを活用した社会が出現するというようなことを言われて、なかなかぴ

んと来ないという部分ではありますけれども、確かに私たちの身の回りにもＡＩの

話題がいっぱい出てきております。新聞でもＡＩという文字を見ない日はないわけ

でありまして、今朝、テレビを見ておりましたら、京都の高台寺のほうにいわゆる

ＡＩを搭載したロボットの和尚さんを導入されたと。その方がいろんな話をされる

というようなテレビでありましたけれども、いよいよあらゆる場面にＡＩを搭載し

たものが出てくるんだなということを思ったところであります。ただ、われわれは

コミュニティとか感情とかはロボットにはありませんので、われわれがそのＡＩま

たはＩｏＴをいかに上手に活用するか、便利な社会を築くかという視点が求められ

てくるんだろうということを感じたところであります。 

それから、１２月２８日は、北田総務課長の退任式を行いまして、１月４日には

副村長の就任式を行いました。 

同じく１月４日、山江村成人式であります。 

６日の日は消防団の出初式がございました。 

それから、１月９日、村制施行１３０周年プロジェクト会議、これは検討委員会
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がプロジェクトに変わって、この日からプロジェクト会議が始まり、今日、提案を

いたします予算の件につきましてもこのプロジェクト会議の中から随分練られた中

の抜粋が出てくるということであります。 

１２日が山江村の安全祈願祭と新春のつどいに行っております。 

それから、１月１５日、山江村地域おこし協力隊、かねがね募集をしておりまし

たけれども、やっと応募がありました。村長室で面接試験を行ったということでご

ざいまして、男性でございますが非常に優秀な経歴もお持ちでありますし、山江村

ぜひ活躍していただきたいとしてお出でいただきたいという合格をさせていただい

たところであります。４月１日から赴任するというような手はずになっているとこ

ろであります。 

それから、１月１６日から１８日まで、全国ＩＣＴ教育首長サミット＆アワード

に出向いてまいりました。昨年は山江村、総務大臣賞をもらったアワードでありま

したけれども、今年は草津市のほうが総務大臣賞をもらえたかと思います。ただ、

その理事会の中で来年ぜひ山江村で現地のＩＣＴ教育首長サミットを山江村で開催

していただきたいというようなお願いをしてまいりました。来年といいますと、い

わゆる２０２０年の秋でありますけれども、それに向けていろいろ準備も今年はし

ていかなくてはいけないと思っております。大体、文科大臣もぜひぜひ呼びたいと

も思っておりますし、１,０００人ぐらいの方が来られるのではなかろうかと思っ

ております。 

１月２０日は、山江村新春駅伝大会が開催されております。今年は万江コースで

ありました。 

それから、１月２７日でありますが、熊日郡市対抗女子駅伝大会が行われ、今年

は１１位でありました。ただ、３人の山江村の中学生が出場し頑張ってくれ、非常

に頼もしくも、今後非常に期待されるなということも思ったところであります。 

１月３１日、子ども議会でございます。 

それから、２月６日は３１年度の主軸事業要望として道路を中心とした要望、球

磨郡の町村長全員そろって、国土交通省のほうに出向いております。 

それから、私１人残りまして新総合エネルギー対策打ち合わせとしておりますけ

れども、これは先ほどは熱でありましたけれども、今回は電気で宅内配給ができな

いかというようなことを考えておりまして、そういう電気を作りながら山江村民の

方々の家に電気を送るというようなことを検討していきたいなと思ってるところで

あります。 

それから、２月８日でありますけれども、山江村地域問題懇談会が商工会の主催

で行われたところでありますけれども、これに出席し、意見交換会をさせてもらっ
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たところであります。 

２月１０日、第４５回の郡市対抗熊日駅伝大会の応援に行ってまいりました。球

磨郡チームは６位でありまして、山江村から２名の選手が走っております。 

２月１２日は、山江村国保運営協議会であります。受けて、本日議案として提案

させていただきます。 

それから、自衛官募集相談員の委嘱式が定例町村長会議の終了後行われておると

ころでありますが、募集相談員、今年から原先利且さんのほうに委嘱状を私のほう

から交付させていただいたということであります。 

２月１３日、中竹幸利氏の全国栄誉章「緑十字銀章」受賞祝賀会、温泉センター

で行われましたので出席したところであります。本当に中竹幸利さん、交通指導も

本当に長い経歴の中でのボランティアでご活躍、ご功績もおありでありますけれど

も、山江村の地域づくり全体において本当に改めていろんな活動をされておるなと

いうことを感じたところでもございます。 

それから、２月１５日は山江村総合振興計画の審議会を開催し、委員の皆様方に

私のほうから諮問をさせてもらったところであります。 

２月１７日は関西丸岡会に私も出席し、翌日はやまえ栗グランディング打ち合わ

せとありますけれども、実は小山薫堂さんから山江の栗の今後のあり方について相

談をかねてしておりました。その小山薫堂さんから紹介されたところがありまし

て、これが兵庫県の新三田のエス・コヤマさんというお菓子屋さんであります。行

ってみたら住宅地の真ん中にお菓子のテーマパークみたいなものができて、総売り

上げが２０億超えるそうでありますけれども、そういうことを熱心にやられたとこ

であります。そこに山江の栗を使ったお菓子をというお願いをしてきまして、今栗

をそこに送っておりまして、いろいろ検討をしてもらっているというところでござ

います。 

それから、２月２０日は県道相良人吉線貫通促進期成会の現地の視察に行ってま

いりました。相良のほうから上がってみたり、また山江のほうから現地を見たりさ

せていただいたんですが、いずれにしましても相良人吉線、これは坂本人吉線もそ

うでありますけれども、早く県のほうには路線の確定をしていただきたいというこ

とを申しております。今の路線の現地調査のところを見てみますと、トンネル掘る

しかないというような感じがするわけでありまして、相当な金額を財政投資が必要

だということでありますので、できるところから、とにかく住民の方の避難の道路

にもなりますので、相良と山江をつなぐ道路をひとつ現実的なものを検討してほし

いということを申したところでもあります。 

それから、２月２２日には川辺川土地改良区６市町村行政連絡市町村会議であり
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ますが、向こう３年間、国営の事業が廃止されましたので、その廃止手続きを取る

までに向こう３年間、いろんなやり残した事業をやるということであります。もち

ろん山江村が一番広い面積を持っておりますので、いろんなところにいろんな手を

入れてもらうというようなことになるわけですけれども、その打ち合わせをしたと

ころであります。 

それから、２月２６日は山江村総合振興計画審議会で答申を受け、今日議案とし

て提案をさせていただきます。 

それから、２月２７日でありますけれども、山江村観光交流促進協議会というも

のが設立をいたしました。これについては後ほどまた触れさせていただきたいと思

います。 

そして昨日でありますけれども、老人クラブのゲートボール大会、そして夕方に

は春の週間中でありますので、防火パレードの出発式に出向いております。 

以上、行政報告申し上げるところでありますけれども、新年度予算を提案させて

いただく議会でありますので、若干時間をいただきまして施政の方針について申し

上げさせていただきたいと思います。 

まず、３１年度の政府予算を見てみますと、総額の１０１兆４,５７１億円であ

ります。１００兆円を初めて超えた予算ということになりますが、昨年度が９７兆

７,１２８億円でしたので、３,７００億円程度増えているというようなことでござ

います。その中で特に地方財政の対応ということでありますが、いわゆる山江村に

その予算がどのように影響するかということでありますけれども、地方交付税が１

５兆９,８５０億円で、昨年より４,７０１億円増であります。いわゆる地方交付税

が増額されるということは一安心というようなことであろうかと思います。それか

ら臨財債は当然地方交付税で足りないところを補てんする起債でありますが、これ

は当然減でありますけれども、過疎対策事業債は昨年より１００億円増えて４,７

００億円が措置されております。地方創生関係では今年５年目ということでありま

すけれども、例年同様１,０００億の予算がされているということであります。そ

れを受け、新年度の予算であります。一般会計の当初予算が３２億９,２００万に

組ませていただきました。去年から２億３,４００万増えたということであります

けれども、その増の主な原因は下之段橋の大規模修繕事業が、これが交付金から補

助金化したということであります。これが１億４９４万円、補助金としての事業で

ありまして、いわゆるこの分を社交金でほかの事業に回せたというようなことで大

きく増えたということであります。ただ、社交金は社会整備資本交付金は非常に増

減しますので、その増減によってはあきらめなければならない事業も出てくるわけ

であります。その折には優先順位を付けてしっかり本村の財政負担が増えないよ
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う、財政を悪化させないような措置を取りたいと思っているところであります。そ

れから、村債ですが、庁舎の非常用電源を整備したいという予算が７,２００万増

えております。それから不動産売払いは分譲住宅また木材販売により２,６５３

万、これだけで２億円の増でありますけれども、主な理由であります。 

また、国民健康保険事業予算が３億８,８００万、昨年から７,４００万の減であ

ります。簡易水道事業が１億６,０００万、昨年から１,０００万増でございます。

介護保険事業予算が４億４,０００万、昨年から３,０００万の減であります。後期

高齢者医療事業予算につきましては、３,５００万の増減ゼロであります。ケーブ

ルテレビ事業予算が９,２５０万で昨年より７５０万の減というような当初予算を

組ませていただいたということであります。この予算編成に当たっては、骨格の部

分についてはぶれることなく四つの柱をいつも申し上げておりますけれども、村民

の方々の所得の向上に対する予算、暮らしやすい福祉の充実に対する予算、それか

ら生活環境の整備、そして村民の皆さん方が地域づくり、またいろんな活動をしや

すいような人材育成の事業についての予算を組んだということであります。 

特徴的なものについて、また非常に重要しなければいけないなということにつき

ましては、まず移住定住を希望される方が本当にここにきて耳をするようになりま

した。実は昨日、第９区の区長さんと区長代理さんが公民館の雨漏りについての要

望で来られたということでありますが、その折にも蓑原公営住宅の方の２人の方が

宅地を求めておられるけれども、なかなかどこかなかろうかというような話でもあ

りましたし、分譲住宅３区間今度提供しますけれども、まだまだそれでも足りない

んだろうなということを思っております。そういうことで空き家の対策の充実、住

宅地の整備、それからＰＦＩの話は先ほど総務文教常任委員長のほうからＰＦＩに

よる民間住宅の整備の話をされましたけれども、そういうことにつきましても検討

していく必要があるんだろうということを思ってます。 

そして、村内における産業の創出と雇用の確保、いわゆる所得と雇用なんですけ

れども、これにつきましては、山江村ブランド事業として栗を進めております。引

き続き栗もやりたいということでありますけれども、これは里部での栗を中心とし

た農林産物でありますが、林間、山付きのほうをどうしようかと、もちろん森林環

境譲与税を今年から対策は打っていくということでありますが、短期作物による収

入増を狙って特用林産物を作りながら、それを加工しようという事業を始めたとい

うことであります。加工については、テーマは混ぜ飯ご飯のもとか炊き込みご飯の

もと、林産物を使って、そういうものを使って販売していこうと、加工場をまずは

一気に大きな加工場を造るというよりもできるところから取り組みながら徐々に大

きくできないかというような話を今させてもらっているところでありまして、これ
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は栗に引き続き山村活性化支援交付金事業におきまして毎年１,０００万来ますの

で、それによりましてこの山間部の所得につきましての対策を売っていければとい

うことを思っております。 

それから、万江地区に集落営農を設立されていよいよ動き出したということであ

りますけれども、ぜひ万江地区の法人は見本を示していただきたいなと、ぜひ成功

していただきたいなということもあり支援をさせていただくということですけれど

も、働き手の問題を含め、山田地区の法人化も今後話を進めていかなくてはいけな

いと思っております。地方経済の活性化におきましては、商工会のプレミアム商品

券も今年も引き続き継続して事業を行うと、４００万の事業でありますけれども、

トータルでは２,４００万がこの山江村で循環するというような事業につきまして

の予算も組ませてもらったところであります。 

それから、村民誰もが夢を語れる村づくりとして、村民主役としての山江村未来

塾を作り、いわゆる１００人委員会ですけれども、この活動がいよいよ充実をして

まいりました。実践活動も始まっておりますので、しっかりとした支援をしてまい

りたいと思っておりますが、その未来塾を含めたフットパスのグループ、またボン

ネットバスを走らせよう会、ＮＰＯ万江川塾グリーンツーリズム推進協議会、農業

生産法人万江の里、もろもろの地域づくり団体がこの山江村には存在しますので、

そういうものをまとめました山江村観光交流促進協議会が先般設立をいたしまし

た。いわゆる地域づくり団体による観光と交流の促進を図ろうということでありま

すけれども、これもしっかり支援をさせていただきたいということでありますが、

山江村の地域づくり研究所と連携しながら、その交流による山江村のファンを増や

し、国は関係人口の増とかいうことを言っておりますけれども、稼げる民泊、農

泊、また林泊の充実も模索してみたいと思っているところであります。 

それから、先ほどから何回も申し上げております村制施行１３０周年の事業でご

ざいます。この事業のテーマは私「温故知新」と前回申し上げましたけども、もう

一つは「不易流行」というようなことも申し上げてあります。古きを訪ねて新しき

を知っていくんだというようなことと、本当に大事なもの不易なものをもとにしな

がら流行と言われる、そこのＡＩ、ＩｏＴの話をしましたけれども、そういう大事

なものをもとにしながら新しいものをしっかり取り組んでいくというような年にし

たいということであります。その事業といたしまして、来年の３月に１３０周年記

念の祝賀式典を行いたいと思います。これは１００周年のときに村長室の前にタイ

ムカプセルが埋められております。これが期日を実は指定してありまして、来年の

３月３１日に開けなさいということでありますので、その時期に合わせて式典を開

催し、そのタイムカプセルを解凍するというようなことでありますし、また新たに
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今後２０年後ぐらいが妥当だと思いますけれども、新しいタイムカプセルも設置を

させていただければと思っております。 

それから１０月２７日、これは日にちを言ってしまいましたけれども、その１３

０周年を記念としたシンポジウムを開催したいと思っております。山江村史を取り

かかるというような、近代編に取りかかるということでありますけれども、この１

３０年をしっかり振り返るということをしたいと思いますし、また、山江村にある

地名がだんだん失われてきておりますから、もう１回、その地名を大事にしたいな

と。それから山江村の道路、これ何度も申し上げておりますが、山江村の役場前を

通る県道は県道相良人吉線といいます。万江地区の県道は主要地方道坂本人吉線で

ありまして、どこにも山江の山田も万江も出てこないわけであります。何かおかし

いぞというようなことを前々から思っておりましたが、例えば山田通りとすると

か、万江川通りとするとか、またその主要の地域に分かりやすい道路名を付けてい

ただきながら、例えば山田大王神社に行く道路を大王通りとするのか参道通りとす

るのか、表参道とするのか、そういうのを各地域でいろいろと付けていただきなが

ら、それをまとめてみたいな、そしてもっと山江に来られる方々にわかりやすい地

域として紹介ができたらというような事業を、シンポジウムを開催したいと思って

おります。また、そのほか冠を付けたイベントとして栗まつりのほかつつじ祭り、

産業振興まつりをやりますし、えほんの森と図書館の機能充実のためのイベントも

考えておりますし、村政要覧を作成したいとも思っております。また、今回提案し

ております栗条例につきましても、ぜひ１３０周年を記念しての条例だというふう

に私考えておりますし、ふるさと応援大使あたりもしっかり適当な方がおられた

ら、この大使として任命させていただきたいというような事業を思っております。 

それから、最後に財政の問題でございます。基本方針として大きな事業費につき

ましては、補助事業により対応させてもらっております。ただ、新年度予算編成に

当たって足りない部分も当然出てきました。１３０周年記念も出ておりますし、足

りない部分につきましては各種基金を活用させていただいております。財政の健全

化につきましては、本年も各課横断的連携の中に創意工夫をしながら予算編成をし

てまいりました。その中でも何よりも交付金、補助金がない事業で上がってきた事

業はとりあえず切らせてもらっております。何らかの交付金補助事業を見つけて、

その事業が現れるまで引き出しにしまっておいてくれと、そういう事業が補正予算

でも出たときにやりましょうというようなことでありまして、そのことが財政基盤

の充実のための国・県からの補助事業交付事業をフル活用したいというような思い

であります。いわゆる今後ともそういう事業を模索しながら事業を進めることを念

頭に置いていきたいと思っておりますし、議員の皆様方におかれましても要望活動
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を行ってもらっておりますけれども、引き続きよろしくお願いを申し上げたいと思

います。 

最後になりますが、平成３１年は平成２７年に創設されました地方創生５カ年計

画の５年目に位置付けられます。引き続き、山江創生実現のために継続して事業推

進にあたりたいと思います。山江村民の方々が安心で安全な生活環境の中で、本年

も子どもが夢を持ち、若者が希望を抱き、働く人が生きがいを持ち、お年寄りが安

心して暮らせる、そしてみんなが、わがふるさと山江村に愛着と誇りを持つことが

できるような山江村の実現を目指して頑張っていきたいと思います。村民の皆様が

村づくりの主役の場であります山江村未来塾も山江村観光交流促進協議会の設立に

よりまして、より連携が取りやすくなったというふうに感じております。私も皆様

方とともに現場をしっかり見据えながら、今までの１３０周年を振り返りつつ、ま

た新しい１歩を踏み出す山江村の将来のために全身全霊取り組んでまいります。改

めまして議員並びに村民の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いを申し上げま

す。 

本日、村長提案の議案は条例の制定を含め、補正予算、当初予算ほか合計２１件

でありますが、どうぞ慎重にご審議いただきますよう、そしてよろしくご決定賜り

ますようお願い申し上げまして、施政方針の挨拶とさせていただきます。ありがと

うございました。 

○議長（秋丸安弘君） これで、村長の行政報告、あいさつが終わりました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 開会宣言 

○議長（秋丸安弘君） ただいまから、平成３１年第１回山江村議会定例会を開会いた

します。 

これより、本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（秋丸安弘君） 議事日程に従いまして、日程第１、会議録署名議員の指名を行

います。 

山江村議会会議規則第１２４条の規定によりまして、７番、秋丸光明議員、８

番、中竹耕一郎議員を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 会期の決定について 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

本件につきましては、２月２６日、議会運営委員会が開かれ、会期の日程等につ
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いて協議がなされております。議会運営委員長の報告を求めます。 

１０番、松本佳久議員。 

○議会運営委員長（松本佳久君） それでは、ご報告申し上げます。 

平成３１年第１回山江村議会定例会につきまして、去る２月２６日、議会委員会

室におきまして議会運営委員会を開催し、本議会定例会全般について協議いたして

おります。決定しておりますことをご報告申し上げます。 

会期につきましては、本日３月６日から１５日までの１０日間としております。 

本日、開会、提案理由の説明としておりますが、日程第３、議案第１号から日程

第８、議案第６号につきましては、先議することとしておりまして、提案理由の説

明後、議案審議を経て質疑、討論、表決を行います。その後、残りの議案について

の提案理由の説明を行い、散会することにしております。 

７日は休会で、午前９時から議案審議、８日は休会で午前９時から現地調査を行

い、午後から委員会としております。 

９日、１０日は休日。 

１１日から１３日までの３日間は休会で、午前９時より議案審議としておりま

す。 

９日目、１４日は一般質問で８名の議員より通告がなされており、終了後、散会

としております。発言の順序はくじで決定しており、時間については質問、答弁を

含めて６０分となっております。 

１０日目、１５日に質疑、討論、表決を行い、閉会ということに決定しておりま

す。 

以上、報告を終わります。 

○議長（秋丸安弘君） これで、議会運営委員長の報告が終わりました。 

お諮りいたします。会期の決定については、委員長の報告のとおり決定すること

にご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。 

日程第２、会期の決定については、議会運営委員長報告のとおり決定いたしまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 議案第１号 平成３０年度山江村一般会計補正予算（第６号） 

○議長（秋丸安弘君） それでは、日程第３、議案第 1 号、平成３０年度山江村一般会

計補正予算（第６号）を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 
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○村長（内山慶治君） それでは、議案第１号についてご説明申し上げます。 

平成３０年度山江村一般会計補正予算（第６号）でございます。平成３０年度山

江村の一般会計補正予算（第６号）は、次に定めるところによるとするものでござ

います。 

歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ８４５万７,０００円を追加をいたしまして、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ３７億１,１１３万３,０００円とするものでございます。 

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

第２条、地方債の追加及び変更は、「第２表 地方債補正」によるものでござい

ます。 

平成３１年３月６日、本日提出でございます。山江村長 内山慶治でございま

す。 

内容につきましては、総務課長が説明いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 白川総務課長。 

○総務課長（白川俊博君） それでは、議案第１号、平成３０年度山江村一般会計補正

予算（第６号）を説明いたします。 

１ページをご覧ください。第１表、歳入歳出予算補正。歳入、８、地方交付税５

２１万３,０００円の追加は普通交付税及び特別交付税の決定額によるものでござ

います。１１、分担金及び負担金２１万２,０００円の追加は保育料の追加でござ

います。１２、使用料及び手数料１５８万９,０００円の減額は商工使用料、ほた

るの荘利用料の減収が主なものでございます。１３、国庫支出金１,４５２万７,０

００円の増額は民生費、子どものための教育・保育給付費、土木費、社会資本整備

総合交付金等の追加が主なものでございます。１４、県支出金６５万円の増額は民

生費、子どものための教育・保育給付費の増額及び農業費、中山間農業モデル地区

支援事業補助金、林業鳥獣被害防止緊急捕獲等対策事業推進交付金等の増減が主な

ものでございます。１５、財産収入１００万円の増額は財政調整基金利子が主なも

のでございます。１６、寄附金４００万円の増額はふるさと応援寄附金でございま

す。１９、諸収入３１４万４,０００円の増額は熊本県市町村振興協会補助金が主

なものでございます。２０、村債１,８７０万円の減額は庁舎非常用電源整備事業

債、それから地域振興事業債等の事業実施に伴う不要額の減額でございまして、歳

入合計、補正前の額に８４５万７,０００円を追加し、３７億１,１１３万３,００

０円とするものでございます。 

２ページをご覧ください。１、議会費、報償費及び旅費等の２５万円の減額でご
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ざいます。２、総務費２,３５３万円の減額の主なものは給料など人件費及び庁舎

設備設計委託料の実施に伴う事業費の減額でございます。３、民生費３０万４,０

００円の増額は、障がい者福祉サービス費、それから介護保険特別会計繰出金、児

童福祉子育て支援事業計画委託料、児童措置給付費等の増減によるものでございま

す。４、衛生費１９６万２,０００円の減額の主なものは、健康増進事業健康診断

委託料の実施に伴います事業費の減額でございます。５、農林水産業費８４３万

１,０００円の減額は、中山間農業モデル地区支援事業、くまもと土地利用型農業

競争力支援事業、優良家畜導入保留奨励金、学校給食に係る備品購入費などの増減

がものものでございます。６、商工費１６５万５,０００円の増額の主なものは、

温泉センター管理運営に係る工事請負費等の増額によるものでございます。７、土

木費９２５万８,０００円の増額の主なものは、国の二次補正予算で確定しました

社会資本総合整備事業によります工事費等の追加によるものでございます。８、消

防費２８７万円の減額の主なものは、消防施設整備工事の実施に伴う事業費の減額

でございます。９、教育費９６万７,０００円の減額の主なものは、事務局費の報

酬及び人件費、それから小中学校の光熱水費の減額と村内小中学校ブロック塀改修

工事の増額などでございます。 

３ページをご覧ください。予備費３,５２５万円を増額しまして７,６４２万７,

０００円とするものでございます。歳出合計、補正前の額に８４５万７,０００円

を追加し３７億１,１１３万３,０００円とするものでございます。 

４ページをご覧ください。第２表、地方債補正。１、追加、起債の目的、村内小

中学校ブロック塀改修事業、限度額２７０万円、起債の方法、利率償還の方法は記

載してあるとおりでございます。２、変更、限度額の変更でございます。庁舎非常

用電源整備事業債５００万円を１７０万円に、地域振興事業１,５１０万円を３１

０万円に、プレミアム商品券発行事業債４７０万円を４５０万円に、それから道路

新設改良事業１億３,５３０万円を１億３,６１０万円にするもので、消防施設債

２,３６０万円を１,６９０万円にそれぞれ変更するものでございまして、起債の方

法、利率、償還の方法は補正前に同じでございます。 

以上で、議案第１号、平成３０年度山江村一般会計補正予算（第６号）の説明を

終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 議案第２号 平成３０年度山江村特別会計国民健康保険事業補正予算（第

３号） 

○議長（秋丸安弘君） 日程第４、議案第２号、平成３０年度山江村特別会計国民健康

保険事業補正予算（第３号）を議題とし、提案者の説明を求めます。 
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村長。 

○村長（内山慶治君） それでは、議案第２号についてご説明申し上げます。 

平成３０年度山江村特別会計国民健康保険事業補正予算（第３号）でございま

す。平成３０年度山江村の特別会計国民健康保険事業補正予算（第３号）は、次に

定めるところによるとするものでございます。 

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３,００

０円を追加をいたしまして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億９,６５

２万７,０００円とするものでございます。 

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

本日提出でございます。内容につきましては、健康福祉課長が説明いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 迫田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（迫田教文君） それでは、議案第２号につきまして説明いたします。 

１ページをご覧ください。第１表、歳入歳出補正。歳入、款８、財産収入、財産

運用収入を３,０００円増額するものでございまして、歳入合計、補正前の額から

３,０００円を増額しまして４億９,６５２万７,０００円とするものでございま

す。 

次に、２ページをご覧ください。歳出、款７、基金積立金、基金積立金４,００

０円を増額するものでございます。款１０、予備費１,０００円を減額しまして、

歳出合計、補正前の額から３,０００円を増額しまして４億９,０５２万７,０００

円とするものでございます。 

以上、説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５ 議案第３号 平成３０年度山江村特別会計簡易水道事業補正予算（第３

号） 

○議長（秋丸安弘君） 日程第５、議案第３号、平成３０年度山江村特別会計簡易水道

事業補正予算（第３号）を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第３号についてご説明申し上げます。 

平成３０年度山江村特別会計簡易水道事業補正予算（第３号）でございます。平

成３０年度山江村の特別会計簡易水道事業補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによるとするものでございます。 

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ６０万

円を減額をいたしまして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億５,９５５
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万８,０００円とするものでございます。 

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

本日提出でございます。内容につきましては、建設課長が説明申し上げます。 

○議長（秋丸安弘君） 清永建設課長。 

○建設課長（清永弘文君） それでは、議案第３号についてご説明いたします。 

１ページ目をお開きください。第１表、歳入歳出予算補正。歳入、２、使用料及

び手数料、１、使用料を６０万円減額しまして歳入合計を補正前の額から６０万円

減額し１億５,９５５万８,０００円とするものでございます。 

２ページ目をお開きください。歳出、２、簡易水道事業費、１、簡易水道施設運

営費、水質検査料を８０万円減額。４、公債費、１、公債費を１０万円減額。５、

予備費、１、予備費を３０万円増額しまして、歳出合計を補正前の額から６０万円

減額し１億５,９５５万８,０００円とするものでございます。 

以上、説明終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第６ 議案第４号 平成３０年度山江村特別会計農業集落排水事業補正予算（第

４号） 

○議長（秋丸安弘君） 日程第６、議案第４号、平成３０年度山江村特別会計農業集落

排水事業補正予算（第４号）を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第４号についてご説明申し上げます。 

平成３０年度山江村特別会計農業集落排水事業補正予算（第４号）でございま

す。平成３０年度山江村の特別会計農業集落排水事業補正予算（第４号）は、次に

定めるところによるとするものでございます。 

歳入歳出予算の補正でございます。第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それ

ぞれ既定の額とするというものでございます。 

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

本日提出でございます。内容につきましては、建設課長が説明いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 清永建設課長。 

○建設課長（清永弘文君） それでは、議案第４号についてご説明いたします。 

１ページ目をお開きください。第１表、歳入歳出予算補正、歳入を既定の額の１

億３,８７５万５,０００円とするものございます。 

２ページ目をお開きください。歳出、１、総務費、１、総務管理費、修繕料及び
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補助金を１６万円減額。４、予備費、１、予備費を１６万円増額しまして、歳出合

計を規程の額である１億３,８７５万５,０００円とするものでございます。 

以上、説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第７ 議案第５号 平成３０年度山江村特別会計介護保険事業補正予算（第３

号） 

○議長（秋丸安弘君） 日程第７、議案第５号、平成３０年度山江村特別会計介護保険

事業補正予算（第３号）を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第５号についてご説明申し上げます。 

平成３０年度山江村特別会計介護保険事業補正予算（第３号）でございます。平

成３０年度山江村の特別会計介護保険事業補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによるとするものでございます。 

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１,０

４５万６,０００円を減額をいたしまして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ４億９,９１６万１,０００円とするものでございます。 

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

本日提出でございます。内容につきましては、健康福祉課長が説明いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 迫田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（迫田教文君） それでは、議案第５号につきまして説明いたします。 

１ページをご覧ください。第１表、歳入歳出予算補正。歳入、款１、保険料、介

護保険料につきましては、保険料本算定による２８６万２,０００円増額するもの

でございます。款３、国庫支出金４２８万８,０００円の減額。款４、支払基金交

付金４６９万５,０００円の減額。款５、県支出金２１８万７,０００円の減額につ

きましては、介護給付費等の実績見込み額に伴い減額するものでございます。款

７、繰入金につきましても介護給付費等の実績見込み額の減額に伴い一般会計から

の繰入金２１４万８,０００円を減額しまして、歳入合計、補正前の額から１,０４

５万６,０００円を減額しまして４億９,９１６万１,０００円とするものでござい

ます。 

２ページをご覧ください。歳出、款２、保険給付費、実績見込み額によりまして

１,２５５万６,０００円を減額するものでございます。款４、地域支援事業費、委

託料の介護予防、日常生活支援総合事業の実績によりまして７２５万３,０００円

減額するものでございます。款８、予備費９３５万３,０００円を増額しまして、
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歳出合計、補正前の額から１,０４５万６,０００円を減額しまして４億９,９１６

万１,０００円とするものでございます。 

以上、説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第８ 認定第６号 平成３０年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業補正予算

（第２号） 

○議長（秋丸安弘君） 日程第８、議案第６号、平成３０年度山江村特別会計ケーブル

テレビ事業補正予算（第２号）を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第６号についてご説明申し上げます。 

平成３０年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業補正予算（第２号）でございま

す。平成３０年度山江村の特別会計ケーブルテレビ事業補正予算（第２号）は、次

に定めるところによるとするものでございます。 

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ既定の額

とするものでございます。 

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

本日提出でございます。内容につきましては、企画調整課長が説明いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） それでは、議案第６号について説明いたします。 

１ページをご覧ください。第１表、歳入歳出予算補正でございます。歳入でござ

いますが、歳入合計を規程の額の１億７５２万５,０００円とするものでございま

す。 

２ページをご覧ください。歳出でございますけども、款２、ケーブルテレビ事業

費を１９５万円減額するものでありまして、光熱水費、点検委託料等の減額でござ

います。款４、予備費を１９５万円追加いたしまして、歳出合計、既定の額の１億

７５２万５,０００円とするものでございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 以上で先議依頼がありました議案について提案理由の説明が終

わりました。 

お諮りいたします。ここで議案審議のため暫時休憩をしたいと思いますが、ご異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。暫時休憩時間を午後１時３０分といたし
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ます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時３０分 

再開 午後 １時３０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） それでは、休憩前に引き続き再開いたします。 

先議依頼がありました議案第１号から議案第６号については、議事日程の順に質

疑、討論、採決をいたします。 

発言につきましては、会議規則第５３条（発言内容制限）の規定を守って質疑を

お願いいたします。 

また、会議規則第５４条（同一議題の質疑の回数は３回）の規定と同規則第５５

条（発言時間制限６０分）の規定はお守りいただきますようお願い申し上げます。

なお、３回を超える場合は、第５４条のただし書により議長の許可を得てお願いい

たします。 

それでは、日程第３、議案第１号、平成３０年度山江村一般会計補正予算（第６

号）を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

６番、谷口予志之議員。 

○６番（谷口予志之君） それでは、ただいま議題となっております議案第１号、平成

３０年度山江村一般会計補正予算（第６号）について、２点だけ質問をしたいと思

います。 

ページは２０ページでございます。目の４９、節の１５、工事請負費８０万と計

上されております。これは当初予算にも上がってはおりませんでしたけれども、移

設工事というようなことでございますので、どこに移設をされるのかお尋ねをした

いと思います。 

２点は、どういう目的で、一緒になるかもしれませんけれども、どういう理由で

されるのかをお尋ねをしたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 新山産業振興課長。 

○産業振興課長（新山孝博君） それでは、お答えします。 

今ありました工事請負費ということでございますが、移転内容ということでござ

います。現在、学校給食の食材としていろんな野菜等入れております。その野菜が

休止になる時期の農作物の確保関係につきましては、農作物の加工業者さんのほう

に施設をお借りいたしまして、多目的な加熱器、スチームコンベクションというん

ですけどもオーブンですね１台と急速冷凍機１台、計２台をリースのほうで導入を

させていただいております。それをもって真空調理パックをした食材を学校給食の
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ほうに活用していきたいということでございます。 

どちらのほうにということでございましたけども、それにつきましては、現在、

学校の現場の中学校のほうに移設をしたいというふうに考えているところでござい

ます。 

以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 谷口予志之議員。 

○６番（谷口予志之君） 大体わかりました。次に備品購入費、これも７０万当初にな

かった部分が上がっておりますけれども、これはどういうものを購入されるのかお

尋ねをしたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 新山産業振興課長。 

○産業振興課長（新山孝博君） それでは、お答えいたします。 

先ほど申しました学校に移設の２台につきましては、まず真空調理を行う現段階

のものでございまして、実際、真空調理パックをする機械がなければその食材を保

存できませんので、その真空調理機の機ですね、パックをする機械とそこに移設し

た関係でいろんな台とかが必要になってまいりますので、それを含めたところの７

０万円ということで計上させていただいております。 

以上でございます。 

○６番（谷口予志之君） はい、終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

２番、横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 議案第１号、平成３０年度一般会計補正予算（第６号）につい

て質疑いたします。 

ページは２１ページです。目の９、節の１３の委託料、丸岡公園管理委託料、こ

の減額の内容についてお伺いいたします。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） ただいまの質疑でございます。丸岡公園整備費の委託

料の３９万円の減額の内容ということでございますけども、これは丸岡公園の管理

委託料の入札契約によります入札残ということの減額でございます。 

○議長（秋丸安弘君） ２番、横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 昨年でしたか、丸岡公園に除草剤が振られました。現地も行っ

てみました。ですから、この除草剤散布による面積のところの減額をしたものかな

と私は思いました。全体的な管理委託料ということですけれども、当時の課長から

の説明で、年６回の下刈りをしているということでした。これはきちんとさせます

と。ところが除草剤を振ったところは、やっぱり一遍強力な除草剤を振りますと、
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そこは根が枯れますから非常に後は楽なんです。ですから普通の民間だったらば、

当然、その部分の面積部分の減額というのはちゃんと清算されて契約を結んでされ

ると思いますが、その点はどうでしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） それでは、お答えをいたします。 

議員申されましたとおり、年６回の除草という条件で委託をしております。それ

が今ちょっと精査中でありまして、実際、その除草剤を振られた箇所が除草されな

かった、６回されなかったということであれば、実績に基づきまして今年度変更契

約のほうを考えたいというふうに思っておりますし、来年度も年６回を計画してお

りますけども、果たしてそこが年６回の除草が必要かなということも精査しなが

ら、来年度の契約もしたいというふうに考えております。 

○議長（秋丸安弘君） ２番、横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 今課長の答弁で納得しましたが、やはり一遍除草剤を振ると、

非常にそこの部分は何年かは草が生えません。そして大切な村の公園ですから、部

分的にはやっぱり根が枯れますと土壌が崩壊するんです。よく田んぼなんかに除草

剤振りますともう土が流れて石ころばかりになりますから、大切な私たちの公園で

すから、ぜひそういう面を考えて今後管理していただきたいと思います。ですの

で、今回できなくても来年度契約するときに現地を見て、そして除草剤を散布され

たところが面積の部分が、やはりこれは６回は契約するけれども、人数的にこれは

若干減らさなければならないと、十分これは対応できるだろうということが確認さ

れれば、その分を差し引いて契約をしていただければというふうに思います。終わ

ります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

３番、森田俊介議員。 

○３番（森田俊介君） 議案第１号、平成３０年度山江村一般会計補正予算（第６号）

の質問いたします。 

ページは１９ページの農業委員会の旅費のことでお聞きいたします。５２万６,

０００円の減額になっていますが、この理由をお願いいたします。 

○議長（秋丸安弘君） 柳瀬農業委員会事務局長。 

○農業委員会事務局長（柳瀬真奈美君） それでは、先ほど森田議員よりご質問があり

ました内容についてお答えをいたします。 

研修費の原因につきましては、委員の参加が諸事情により欠席された方がいらっ

しゃったためによる減額になっております。 

○議長（秋丸安弘君） 森田俊介議員。 
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○３番（森田俊介君） この農業委員の方々が十何名ですかいらっしゃる。活性化委員

会のほうと農業委員会のほうで何名かで委員のほうがおられますけれども、６名以

上の欠席があったということでよございますでしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 柳瀬農業委員会事務局長。 

○農業委員会事務局長（柳瀬真奈美君） お答えいたします。 

農業委員会の委員につきましては、農業委員、農地利用最適化推進合わせて１５

名の委員構成となっております。森田議員がおっしゃられたように、そのうちの６

名の方が欠席された状況となっております。 

○議長（秋丸安弘君） 森田俊介議員。 

○３番（森田俊介君） これは農業委員会の方々に言いたいと思いますけれども、公務

ですのでしっかりとした農業研修、あるいはちゃんと認められた研修ですので、こ

れをしっかりと行きつめて出席していただきたいというふうに思います。終わりま

す。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

５番、立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） それでは、ただいま議題となっております平成３０年度山江村

一般会計補正予算（第６号）について、２点ほど質疑いたします。 

まず１点目は、ページが１９ページの４番の農業振興費の中で１９番、負担金、

補助及び交付金について。一番最後にくまもと土地利用型農業競争力強化支援事業

補助金とありますが、その内容についてが１点と、もう１点がページが２２ページ

の４番、社会資本整備事業費の中で１５番の工事請負費１,３５０万、村道新設改

良工事の内容について、その２点質疑いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 新山産業振興課長。 

○産業振興課長（新山孝博君） それでは、お答えいたします。 

農業振興費の中のくまもと土地利用型農業競争力強化支援事業補助金ということ

でございます。これにつきましては、万江地区のほうにあります農事組合法人万江

の里のほうで機械購入の話が出ております。これに伴います県の事業を使いました

機械購入の費用としてここに上げさせていただいてるものでございます。これは県

のほうからトンネルとなっておりますので、歳入歳出といいますか、歳入がそのま

ま歳出のほうに出るというふうなことになっております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 清永建設課長。 

○建設課長（清永弘文君） それでは、お答えいたします。 

社会資本整備事業費の１５、工事請負費ですけども、こちらは平成３０年度国の
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第２次補正予算防災安全交付金の中の第２期安心安全な暮らしを実現する道路整備

ということで、舗装補修工事のほうを計画しております。 

以上です。 

○５番（立道 徹君） はい、終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

１番、赤坂修議員。 

○１番（赤坂 修君） ただいま議題になっております議案第１号、平成３０年度山江

村一般会計補正予算（第６号）について質疑いたします。 

ページは１３ページ、１４ページになりますが、項１、総務管理費の中の４、企

画総務費、８、報償費、ふるさと応援寄附金謝礼３０万円の減額。１４ページにな

りますが、役務費、ふるさと応援寄附金配送料３０万円の減額と、２５、積立金、

山江村ふるさと応援基金積立４００万円の増となっておりますが、ふるさと応援寄

附金が増えて経費が減っているということで、大変喜ばしいことでありますが、普

通寄附金が増えますと返礼品、あるいは配送料も増えるというふうに考えがちでご

ざいますけれども、内容について質疑いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） ふるさと応援寄附金の内容ということでございます。

当初では１,２００万円を見込んでおりまして、今回４００万円を追加しまして１,

６００万円ということでございます。これを返礼品が増えるのではないかというこ

とでございますけども、一部の事業所から５００万円の寄附をいただいておりまし

て、そこには返礼品はやらないということでございますので、それに伴います歳入

歳出の減額ということでございます。 

○１番（赤坂 修君） 質疑終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

１０番、松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 議案第１号について１点だけ質疑をいたします。 

先ほど赤坂議員のほうから１０ページの一般寄附金についての質疑がありまし

た。平山課長の答弁では一部の企業からの寄附金ということでございましたが、そ

れは村内の企業ですか、村外の企業です、１社ですか。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） 事業所は村内の事業所で１社でございます。 

○１０番（松本佳久君） 終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

４番、西孝恒議員。 
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○４番（西 孝恒君） 同じく山江村一般会計補正予算（第６号）について質疑いたし

ます。 

ページは１７ページ、民生費の目２、障がい者福祉費のところであります。この

区分２０扶助費のところの障がい児福祉サービス費と、すみません、もう１点です

けれども、ページは１８ページの児童措置費、今回はほとんど減額ですけれども、

ここでちょっと増額のところで区分１９の負担金、補助及び交付金のところで質疑

いたします。 

まず、この障がい児福祉サービス費、ここのところで増額のところの要素をお願

いいたしたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 迫田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（迫田教文君） それでは、お答えをいたします。 

民生費、社会福祉費２の障がい福祉費の２０、扶助費の障がい児福祉サービスの

増額ということでありますけども、対象者が１５名から１９名に増えたことにより

ます給付費の不足が見込まれるため計上させていただくものであります。 

また、１８ページの民生費、児童福祉費、児童措置費の施設型給付費につきまし

ても、途中の園児の入所によります増額であります。 

以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） 施設型給付費ですね、はい。あと、この下の病後児保育負担金

と障がい児補助金、ここについてもお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 迫田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（迫田教文君） それでは、民生費、２の児童福祉費、２の児童措置

費、１９の負担金、補助及び交付金の障がい児保育事業補助金につきましては、障

がい児の保育を推進し障がい児の処遇の向上を図るため、保育にかける障がい児を

受け入れる保育所に対して交付するものでありまして、章鹿倉保育園、万江保育園

に補助金を支給するものであります。これに対しましては歳入のほうで１３、国庫

支出金、国庫負担金、民生費国庫負担金の子どものための教育・保育費の中に含ま

れております。 

○４番（西 孝恒君） はい、終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第３、議案第１号、平成３０年度山江村

一般会計補正予算（第６号）については、原案のとおり可決することに決定いたし

ました。 

日程第４、議案第２号、平成３０年度山江村特別会計国民健康保険事業補正予算

（第３号）を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第４、議案第２号、平成３０年度山江村

特別会計国民健康保険事業補正予算（第３号）については、原案のとおり可決する

ことに決定しました。 

日程第５、議案第３号、平成３０年度山江村特別会計簡易水道事業補正予算（第

３号）を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

１０番、松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 議案第３号、平成３０年度山江村特別会計簡易水道事業補正

予算（第３号）について、１点だけ質疑をいたします。 

５ページの歳入のところに水道使用料６０万円の減額が計上してあります。これ

は現年度分という説明でありましたが、これはどのような理由によるものか答弁を

求めます。 

○議長（秋丸安弘君） 清永建設課長。 

○建設課長（清永弘文君） それでは、お答えいたします。 

水道料の使用料の現年度分の６０万円の減額ですけども、こちら年間を通して水

道料のほう皆様に納めいただいておりますが、そちらのほうが実績に応じて漏水等

もない、また使用料も皆さんが節水をしていただいているところで使用料が減って

いることで水道料の使用料の減額としております。 

以上です。 

○１０番（松本佳久君） 終わります。 
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○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第５、議案第３号、平成３０年度山江村

特別会計簡易水道事業補正予算（第３号）については、原案のとおり可決すること

に決定しました。 

日程第６、議案第４号、平成３０年度山江村特別会計農業集落排水事業補正予算

（第４号）を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第６、議案第４号、平成３０年度山江村

特別会計農業集落排水事業補正予算（第４号）については、原案のとおり可決する

ことに決定しました。 

日程第７、議案第５号、平成３０年度山江村特別会計介護保険事業補正予算（第

３号）を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

１０番、松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 議案第５号について、１点だけ質疑を行います。 

８ページ、最後のページです。４款、地域支援事業費の中の７目、生活支援体制

整備事業費の中で７、賃金１５３万２,０００円、非常勤職員賃金が減額してあり

ます。これは人材を確保することができなかったのか事業をしなかったのか、なぜ

これが減額だったのか答弁を求めます。 

○議長（秋丸安弘君） 迫田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（迫田教文君） 款４の地域支援事業、５の包括的支援事業及び任意事

業の７、生活支援体制整備事業の４の共済費と賃金につきましては、募集をかけて
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おりましたけども応募がなかったということで減額させていただいております。 

以上であります。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 応募がなかったという答弁でありますが、それで事業を進め

るには問題はなかったのですか。 

○議長（秋丸安弘君） 迫田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（迫田教文君） それでは、お答えいたします。 

社会福祉士の募集をしましたけどなかなか応募がいなくて、それに対しまして残

っている職員で対応いたしております。 

○１０番（松本佳久君） 終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することに異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第７、議案第５号、平成３０年度山江村

特別会計介護保険事業補正予算（第３号）については、原案のとおり可決すること

に決定しました。 

日程第８、議案第６号、平成３０年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業補正予

算（第２号）を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第８、議案第６号、平成３０年度山江村

特別会計ケーブルテレビ事業補正予算（第２号）については、原案のとおり可決す

ることに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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日程第９ 発議第１号 山江村選挙公報の発行に関する条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） 日程第９、発議第１号、山江村選挙公報の発行に関する条例の

制定についてを議題とし、提案者の説明を求めます。 

１０番、松本佳久議員。説明は答弁席からお願いたいします。 

○１０番（松本佳久君） それでは、説明申し上げます。 

平成３１年２月２２日に議員提案の条例議案を議長あてに提出しておりますの

で、ご説明申し上げます。 

発議第１号。 

山江村議会議長 秋丸安弘様 

提出者 山江村議会議員 松本佳久 

賛成者 山江村議会議員 中竹耕一郎 

山江村選挙公報の発行に関する条例の制定について 

上記の議案を別紙のとおり、地方自治法第１１２条及び山江村議会会議規則第１

３条第１項の規定により提出します。 

提案理由、公職選挙法第１７２条の２の規定に基づき、山江村議会議員及び山江

村長の選挙において選挙公報を発行するには条例の制定が必要であるため提案する

ものです。 

２枚目に条文を添付しており、また説明資料として１ページ目の頭に公職選挙法

と書いてあるＡ４、４枚の資料を配付しておりますのでご参照ください。 

開けていただきまして、山江村選挙公報の発行に関する条例。第１条には趣旨を

書いております。この条例は公職選挙法第１７２条の２の規定の基づき、山江村の

議会の議員及び長の選挙において発行する選挙公報の発行に関し必要な事項を定め

るものとするとしております。第２条、選挙公報の発行。山江村選挙管理委員会、

以下委員会と言いますが、途中を飛ばして、山江村選挙管理委員会は選挙公報を選

挙ごとに１回発行しなければならないとしております。第３条、選挙公報掲載文の

申請。候補者が選挙公報に載せようとするときは、委員会に申請しなければならな

いとしております。第４条、選挙公報の発行手続き。委員会は申請があったときは

掲載文を原文のまま選挙公報に掲載しなければならないとしております。２項、３

項は割愛します。第５条、選挙公報の配布。選挙公報は、ちょっと飛ばして、選挙

人名簿に登録された者の属する世帯に対して選挙の期日前２日までに配布するもの

とするとしております。第６条は無投票の場合などには選挙公報は発行しないとし

ております。第７条は委任としておりまして、この条例に規定するもののほか選挙

公報の発行の手続きに関し必要な事項は委員会、これは選挙管理委員会ですが、委

員会が別に定めるとしております。 
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附則としまして、この条例は平成３１年６月１日から施行するとしております。 

条例の中身につきましては、当初から参考にさせていただいている平成２８年に

制定された湯前町の条例と平成１７年に制定された氷川町の条例、そして平成１０

年制定の玉東町の条文を参考にしております。３町の条文ともよく似ておりますの

で、それを参考にして作りました。 

添付資料の６ページに湯前町議会の取り組みについてちょっと書いておりますの

で、ところどころ読み上げます。平成２８年１１月１５日告示の町議会議員選挙が

近づいたころ、町民から次の２点の声が聞こえてきたということであります。それ

には、「議会は何をしているのかわかりにくい。」ということと、「候補者の政策が

見えにくく、誰に投票してよいかわからない。」というような声が聞こえてきたと

ころでした。そこで議会は話し合いを続けた結果、賛成意見、反対意見いろいろあ

りましたが、平成２８年１０月２１日の臨時議会で選挙公報の発行に関する条例を

提案、可決されております。その１カ月後の平成２８年１１月２０日に町議会議員

選挙の投開票がありました。選挙後の町民の声としては、肯定的な意見としては

「政策を比べる基準の一つにはなった。」あるいは「出さないよりは出したほうが

よい。」また否定的な意見としては、「似たような主張が多い。」「具体的に何をした

いのかわかりづらい。」ということであったそうです。また、選挙後の議会として

の検証では、下から３行目にありますように、なお住民に見える議会、議会力、議

員力の向上を改革の柱としている当議会にとって改革の第１歩を踏み出したものと

一定の評価はできるとされています。 

山江村選挙公報条例の中で特に考えた点は施行期日です。この条例では附則の項

で施行期日を平成３１年６月１日としております。６月１日施行であるならば、本

年４月の村議会議員選挙も終わっており、規則や要綱等の具体的な制度づくりにも

時間があると考えました。そして、選挙管理委員会には大変ご苦労をおかけします

が、実際に運用するのは次の選挙からとなります。議員各位におかれましては、地

方自治法第１７２条の２に規定してありますように、選挙公報は条例を制定して発

行できるとありますので、そのことを念頭に議会活性化のためにどうぞ提案の趣旨

をご理解いただき、賛同してくださいますようお願いいたします。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 一部訂正をお願いいたします。私は添付資料を地方自治法と

言ったそうですが、実際は公職選挙法の誤りです。公職選挙法に訂正させてくださ

い、お願いします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１０ 議案第７号 山江村の宝「やまえ栗」条例の制定について 
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○議長（秋丸安弘君） 日程第１０、議案第７号、山江村の宝「やまえ栗」条例の制定

についてを議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） それでは、議案第７号についてご説明を申し上げます。 

山江村の宝「やまえ栗」条例の制定についてでございます。 

山江村の宝「やまえ栗」条例を別案のとおり制定するものとするというものでご

ざいます。本日提出です。 

提案理由でございますけれども、本村の特産品であるやまえ栗を村民の誇りと

し、未来へつなぐことで農業振興と村の活性化を図るため提案をさせてもらうとい

うものでございます。 

１枚開けていただきますと、その条例でございます。１条が目的で、先ほど申し

上げましたとおり、先人が築き上げたやまえ栗ブランドを村民の誇りとし、やまえ

栗を守り、本村の特産品として振興することにより、村の発展に資することを目的

といたしております。２条は基本理念でございます。３条には山江村の役割が書い

てございます。４条には村民の役割として村民の方にお願いすることが書いてござ

います。それから５条が生産者の方の役割を記してあります。それから６条が「や

まえ栗の日」を作ろうということで、９月２７日に「やまえ栗の日」を設けさせて

いただければということでございますが、９月２７日は昭和５２年、昭和天皇にや

まえ栗を献上させてもらった日でございます。その日を中心にやまえ栗の普及啓発

とともに内外に広く発信してこうというものでございます。 

附則として、この条例は３１年４月１日から施行させてもらうというものでござ

います。 

以上です。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１１ 議案第８号 山江村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正

する条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第１１、議案第８号、山江村職員の勤務時間、休暇

等に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、提案者の説明を

求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第８号についてご説明申し上げます。 

山江村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

てでございます。 

山江村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例を別案のとお
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り制定するものとするというものでございます。本日提出でございます。 

提案理由といたしましては、人事院規則の一部を改正する規則の公布されました

ので、条例の一部を改正する必要があるため提案をさせてもらうというものでござ

います。 

開けていただきますと、その条例でございますけれども、中身につきましては長

時間労働の是正の措置として、民間労働法制において働き方改革を推進するための

関係法律の整備に関する法律により時間外労働の上限規制等が導入されまして、原

則として平成３１年４月から施行されるようになったということでございます。人

事院規則ではこのような民間労法制の動向や勤務条件に関する均衡の原則を踏まえ

まして、超過勤務、時間外勤務命令を行うことができる上限を定める必要があるた

めに、今回、条例の改正を行わせてもらうものでございます。 

附則といたしまして、この条例は３１年４月１日から施行させていただくという

ことになっております。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１２ 議案第９号 山江村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

○議長（秋丸安弘君） 日程第１２、議案第９号、山江村国民健康保険税条例の一部を

改正する条例の制定についてを議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第９号についてご説明申し上げます。 

山江村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定についてでございます。 

山江村国民健康保険税条例の一部を改正する条例を別案のとおり制定するものと

するというものでございます。本日提出でございます。 

提案理由ですが、次年度、３１年度でございますが、市町村納付金の提示に伴い

まして条例の一部を改正する必要があるため提案させてもらうということでござい

ます。 

１枚開けてもらいますと、改正する条例でございます。次のページから５ページ

にわたりまして新旧の対照表が載っておるところでありますけれども、これは平成

３０年度から財政運営を県へ移行されたということであります。それに伴いまし

て、毎年県より次の年度の市町村納付金及び標準保険料率が提示がされるというこ

とであります。それらを踏まえて当村の保険税率を改正するということになってお

ります。先般、山江村国民健康保険事業の運営に関する協議会において承認をいた

だいていたところでありますけれども、平成３１年度におきましては、現行税率と
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比べますと低い税率で改正の提案をしておるところであります。県から提示された

納付金が安かったということでありますので、その分を健康保険税に反映させなが

ら、一般分均等割りを１,０００円減額いたしております。平等割を１,０００円減

額いたしておりますし、後期分につきましても均等割りを１,０００円それぞれ減

額させていただいているところであります。 

附則といたしまして、この条例は平成３１年４月１日から施行させていただくと

いうものであります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１３ 議案第１０号 山江村多目的交流促進施設「ほたるの荘」の設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第１３、議案第１０号、山江村多目的交流促進施設

「ほたるの荘」の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第１０号についてご説明申し上げます。 

山江村多目的交流促進施設「ほたるの荘」の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例の制定についてでございます。 

山江村多目的交流促進施設「ほたるの荘」の設置及び管理に関する条例を別案の

とおり制定するというものでございます。本日提出でございます。 

提案理由でございますけれども、山江村多目的交流促進施設「ほたるの荘」の利

用を促進し、地域の活性化及び移住定住人口の増加を図るため提案をさせていただ

くということでございます。これは議会でも何度も議場でやり取りをさせてもらっ

たということでありますけれども、１枚開けていただきますと、その改正する条例

でございますが、今まではクラインガルテンとして、いわゆる二地域の居住を中心

にしながら行ったり来たりするというやり方が主流であったということでありま

す。ただ、時代の変遷によりクラインガルテン、二地域居住というよりもゲストハ

ウスとか移住定住が叫ばれるようになってきたということであります。従いまし

て、現在のニーズに合いまして改正するということでありますけども、なかなか現

在応募者がいないという状況でもありますし、そのような社会情勢を踏まえまして

現在の使用料１年間４８万から１８万円へ減額させていただくというものでござい

ます。 

この条例は平成３１年４月１日から施行させていただくというものでございま

す。 

以上でございます。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１４ 議案第１１号 丸岡公園農村広場の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第１４、議案第１１号、丸岡公園農村広場の設置及

び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、提案者の説

明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第１１号についてご説明申し上げます。 

丸岡公園農村広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いてでございます。 

丸岡公園農村広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例を別案のと

おり制定するというものでございます。本日提出でございます。 

提案理由でございますが、丸岡公園農村広場の適正な管理を図るために提案をさ

せてもらうということでありますけれども、適正な管理と申しますのが、１枚開け

ていただきますと改正する条例でありますけれども、要するに使用料を取るという

ようなことでございます。今、丸岡公園は使用料につきましては徴収はしていない

ということでありますけれども、最近、独占して使う団体も多数見受けられるとい

うことでもありますし、適正な管理という観点からも維持管理も当然必要になって

くるわけでありますので、来年度から利用者から使用料を徴収するという条例の改

正でございます。使用料といたしましては、近隣市町村の使用料を考慮いたしまし

て、占用して利用する場合につき半日１,５００円を徴収するというものでござい

ます。 

附則といたしまして、この条例は平成３１年４月１日から施行させていただくと

いうものであります。 

以上であります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１５ 議案第１２号 小山田農村公園の設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第１５、議案第１２号、小山田農村公園の設置及び

管理に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、提案者の説明

を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第１２号についてご説明申し上げます。 

小山田農村公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定につい
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てでございます。 

小山田農村公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例を別案のとお

り制定するというものでございます。本日提出でございます。 

提案理由でございますけれども、小山田農村公園の適正な管理を図るため提案を

させていただくというものでございますが、１枚開けていただきますと、一部を改

正する条例の中にありますように、いわゆる消費税率分がいまだ１００分の１０５

となっておりますので、今年１０月から改正予定であります。１００分の１０にな

る予定でありますので、その消費税率という形に今後改めさせてもらいたいという

ことでございます。当然、１０８％に変わった時点で職員気付き、条例を改正する

条例を制定を提案するということでありましたけれども、今回、発覚したというこ

とでありましたので、遅れましたが提案させていただくというものでございます。

非常に申し訳なく思いますけれども、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１６ 議案第１３号 山江村文化財保護委員会設置条例の一部を改正する条例

の制定について 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第１６、議案第１３号、山江村文化財保護委員会設

置条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、提案者の説明を求めま

す。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第１３号についてご説明申し上げます。 

山江村文化財保護委員会設置条例の一部を改正する条例の制定についてでござい

ます。 

山江村文化財保護委員会設置条例の一部を改正する条例を別案のとおり制定する

というものでございます。本日提出でございます。 

提案理由でございますが、村指定文化財の増加に伴いまして条例の一部を改正す

る必要があるため、提案をさせていただくということでございますけれども、１枚

めくっていただきますと、一部を改正する条例でございます。現在、文化財保護委

員６人おられますけれども、それを１０人以内に改めるということであります。文

化財保護委員の活動につきましては、本村の文化財の保護、保存、活用に関する諸

計画、その他必要な調査研究の指導、助言などを行っていただいております。ま

た、６名の委員で区域を分担して毎月１回程度、村内文化財の定期的な巡視を行っ

てもらっているということでございます。しかしながら、ご案内のとおり指定文化

財の追加、６５カ所が９６カ所指定の文化財が増えてきましたので、巡視箇所が増

加し範囲が広がっているということであります。巡視を円滑に行うために委員数を
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増加させていただくというものでございます。 

附則といたしまして、この条例は３１年４月１日から施行させていただくという

ものでございます。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１７ 議案第１４号 山江村総合振興計画の策定について 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第１７、議案第１４号、山江村総合振興計画の策定

についてを議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第１４号についてご説明申し上げます。 

山江村総合振興計画の策定についてでございます。 

山江村総合振興計画を別案のとおり策定するものとするというものでございま

す。本日提出でございます。 

提案理由でございますけれども、山江村総合振興計画基本構想並びに基本計画の

策定につきましては、地方自治法第９６条第２項の規定による議会の議決に付すべ

き事件に関する条例（平成２４年山江村条例第１２号）に基づきまして、議会の議

決を経る必要があるために提案をさせていただくというものでございます。 

第６次山江村総合振興計画の冊子をおあげしているかと思いますけれども、この

計画につきましては、山江村行政の全般にわたる今後の計画となっております。総

合的な指針となる計画であります。基本理念として１０年間、基本計画として５年

間を見通した計画を作っております。この計画の策定に当たりましては、村民の方

々からいろんな意見を吸い上げまして、この計画に反映させるためにワークショッ

プを開催したり、アンケートを実施したりしながら、また専門部会、審議会、策定

委員会の協議を経まして策定したものでございます。先ほど申し上げましたとお

り、この計画の策定は議会の議決に付すべき事件でありますので、今回提案すると

いうものでございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） お諮りいたします。ここで暫時休憩をしたいと思いますが、ご

異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。再開時刻を１４時４０分といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時２６分 

再開 午後２時４０分 



 － 45 － 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） それでは、休憩前に引き続き再開いたします。 

村長。 

○村長（内山慶治君） それでは、訂正をお願いをいたしましてお詫びを申し上げたい

と思いますけれど、まず議案第１０号でございます。山江村多目的交流促進施設

「ほたるの荘」の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定として、

表題には「一部を改正する」というのが入っておりますけれども、次の行におきま

しては、「「ほたるの荘」の設置及び管理に関する条例を別案」となっております

ので、「条例」の次に「一部を改正する条例を別案のとおり制定する」を付け加え

させていただきたいと思います。誠に申し訳ありませんけれども、これにつきまし

ては後日差し替えもお願いできればと思っておりますので、よろしくお願い申し上

げます。 

それと、議案第９号でございます。山江村国民健康保険税条例の一部を改正する

条例の制定についてでございますけれども、１枚めくっていただきますと、その改

正する条例が書いてその改正の条文があります。その中のこのページの一番下の部

分に「なお、従前に例による」と書いてありますが、「従前の例による」でありま

すので、「に」を「の」に書き換えていただければと思います。大変失礼をいたし

ました。以後気を付けます。お詫びをして訂正方よろしくお願い申し上げます。 

○議長（秋丸安弘君） 迫田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（迫田教文君） それでは訂正申し上げます。 

議案第５号、平成３０年度山江村特別会計介護保険事業補正予算（第３号）につ

きまして、松本議員より質疑がありました款４、地域支援事業、款５、包括支援事

業及び任意事業費、７の生活支援体制整備事業費の４の共済費及び７の賃金につき

まして、私のほうで社会福祉費と申し上げましたけども、生活支援コーディネータ

ーの非常勤でありました。お詫び申し上げ訂正いたします。申し訳ありませんでし

た。 

○議長（秋丸安弘君） お諮りいたします。ただいまの訂正につきましてはご異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１８ 議案第１５号 平成３１年度山江村一般会計予算 

○議長（秋丸安弘君） それでは、次に、日程第１８、議案第１５号、山平成３１年度

山江村一般会計予算を議題とし、提案者の説明を求めます。 
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村長。 

○村長（内山慶治君） それでは、議案第１５号についてご説明を申し上げます。 

平成３１年度山江村一般会予算書でございます。 

１枚めくっていただきますと、平成３１年度山江村一般会予算でございます。平

成３１年度山江村の一般会計の予算は、次に定めるところによるとするものでござ

います。 

歳入歳出予算でございますが、第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ

３２億９,２００万円と定めるものでございます。 

歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」によるものでございます。 

次に、地方債についてでございますが、第２条、地方自治法第２３０条第１項の

規定により、起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率

及び償還の方法は、「第２表 地方債」によるものでございます。 

次に、一時借入金でございます。第３条、地方自治法第２３５条の３、第２項の

規定による一時借入金の借り入れの最高額は２億円と定めさせてもらうものでござ

います。 

歳出予算の流用でございます。第４条、地方自治法第２２０条第２項ただし書き

の規定により、歳出予算の各項の定期の金額を流用することができる場合は次のと

おりと定めさせてもらうものでございます。 

（１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費、賃金に係る共済費を除くとし

ておりますが、に係る予算額に過不足を生じた場合における同一管内でのこれらの

経費の各項間の流用としております。 

平成３１年３月６日提出、山江村長 内山慶治でございます。 

内容につきましては、総務課長が説明いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 白川総務課長。 

○総務課長（白川俊博君） それでは、議案第１５号、平成３１年度山江村一般会計予

算について説明いたします。 

１ページをご覧ください。第１表、歳入歳出予算。歳入、１、村税でございます

が、税収の確保という点から昨年比５３１万５,０００円の増の２億９８２万１,０

００円を見込んでおります。率にしまして約２.６％の伸びでございます。次に、

２、地方譲与税から１１、地方消費税交付金につきましては昨年度の実績と国の地

方財政計画に基づき計上いたしております。また、９、地方交付税につきましても

国の地方財政計画に基づき、これは県のほうから試算書が来ておりますけれども、

普通交付税額総額を１４億６,０００万円を見込んでいるところでございます。 
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なお、特別交付税につきましては、本年度は予算には計上してございません。従

いまして、地方交付税は昨年と比較しまして２００万円増額で、率にしまして約

０.１３％の増となっております。 

２ページをご覧ください。１１、地方消費税交付金はほぼ昨年並みの５,１７０

万で計上しております。それから、１２、負担金及び交付金、民生費負担金が主

で、昨年度の実績に基づきまして１,３７５万３,０００円を計上いたしておりま

す。１３、使用料及び手数料、住宅使用料が主で、昨年度の実績に基づきまして見

込額を４,６０４万７,０００円を計上いたしております。次、１４、国庫支出金、

社会資本整備事業の新規事業への組換えによります事業費の増でございます。昨年

度と比較しまして１億９０９万円の増の４億５,２２３万１,０００円で計上いたし

ております。次に１５、県支出金、昨年度の実績に基づきまして昨年並みの１億

９,８７１万円を計上いたしております。１６、財産収入、土地売払収入及び立木

売払収入など、昨年度と比較しまして２,６１８万７,０００円増の３,０９３万７,

０００円で計上いたしております。１７、寄附金、昨年度と同額の１,２００万円

を計上いたしております。１８、繰入金でございますけれども、昨年度と比較しま

して１,５４０万５,０００円の増額で２億３,４７２万６,０００円を計上いたして

おります。内容としましては、財政調整基金１億６,０００万、山江村定住化促進

基金１,８００万、減債基金３,５００万、ふるさと応援基金１,３５０万円などが

主なものでございます。１９、繰越金は昨年度と比較しまして３５０万円の減であ

りまして、１億３０７万円を見込んでおります。 

３ページをご覧ください。２０、諸収入１,９８２万６,０００円を計上いたして

おります。２１、村債でございますけれども、昨年比で７,３４０万円の増の４億

９５０万円を計上いたしております。 

以上、歳入総額３２億９,２００万円でございます。 

４ページをご覧ください。歳出でございます。１、議会費でございますけれど

も、昨年比２８万９,０００円減の５,９５８万４,０００円を計上いたしておりま

す。２、総務費６億７,０７０万６,０００円で昨年比９,６８７万７,０００円の増

となっておりますけれども、主なものは役場庁舎非常用電源設備工事などが増額の

原因となっております。３、民生費６億１,３４９万７,０００円を計上いたしてお

りますけれども、昨年比１,５８４万７,０００円の減額となっております。児童福

祉費におきまして、保育施設型給付費の負担金の減額、また障がい者福祉給付費等

の減額などが主な要因でございます。４、衛生費３億８,０２１万円を計上いたし

ております。昨年比で６８１万９,０００円の減額でございます。５、農林水産業

費３億１,１９９万６,０００円を計上いたしております。昨年比で２,９８８万３,
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０００円の増となっております。主なものは農業費で地方創生を活用したやまえ栗

生産振興事業委託料など、また林業費におきましては、公有林整備事業などが増額

の要因でございます。６、商工費につきましては５,４９８万４,０００円を計上い

たしておりまして。昨年比１０２万２,０００円の減額となっておりますが、人事

異動によります人件費等の減額によるものが主なものでございます。７、土木費４

億４,０１１万１,０００円を計上いたしておりますが、昨年比で１億２,３８５万

４,０００円の増額でございます。主なものは社会資本整備事業の新規事業への組

換えに伴う工事費増などによるものでございます。８、消防費１億３,４８５万７,

０００円を計上いたしておりますが、昨年比で３３２万５,０００円の増額でござ

います。主なものはヘリコプター離着陸場を新たに整備するものでございます。 

５ページでございます。教育費２億３,００３万１,０００円を計上いたしており

ますが、昨年よりも６７５万６,０００円の増額となっております。事務局におき

まして人事異動による給料などの人件費、それから村指定に係る文化財保護費など

の増額が主なものでございます。１０、災害復旧費におきましては、昨年度と同額

の４５０万円を計上いたしております。１１、公債費３億７,０２６万６,０００円

を計上いたしておりまして、昨年比で５５０万３,０００円の減額となっておりま

すが、過疎債等の償還が減額したのが主な要因となっております。１２、予備費と

しまして２,１２５万８,０００円を計上いたしております。 

以上、歳出合計３２億９,２００万円でございます。歳入歳出予算の総額は前年

度比で２億３,４００万円の増額でございまして、率にして約７.６％の増でござい

ます。 

次に６ページをご覧ください。第２表、地方債でございます。地方債の目的、限

度額について説明いたします。臨時財政対策債５,６００万円、再生可能エネルギ

ー導入事業５００万円、庁舎非常用電源整備事業７,２００万円、地域振興事業７

５０万円、ケーブルテレビ施設整備事業４,９７０万円、農業振興事業５５０万

円、プレミアム商品券発行事業４６０万円、道路新設改良事業１億５,７７０万

円、消防施設費２,２５０万円、教育ＩＣＴ環境整備事業２,９００万円をそれぞれ

限度額といたしておりまして、起債の方法、利率、償還の方法は記載してあるとお

りでございます。 

次に、１０４ページをご覧ください。地方債の前々年度末における現在高並びに

年度末における現在高の見込みに関する調書でございます。平成３０年度末現在高

３４億６,６６０万円に当該年度中起債見込額の４億９５０万円を加え、当該年度

中元金償還見込額３億４,８３６万１,０００円を差し引いた３５億２,７７７万９,

０００円を当該年度末現在高の見込みといたしております。 
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以上で、議案第１５号、平成３１年度山江村一般会計予算の説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１９ 議案第１６号 平成３１年度山江村特別会計国民健康保険事業予算 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第１９、議案第１６号、平成３１年度山江村特別会

計国民健康保険事業予算を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第１６号についてご説明を申し上げます。 

平成３１年度山江村特別会計国民健康保険事業予算書でございます。 

１枚めくっていただきますと、平成３１年度山江村特別会計国民健康保険事業予

算でございます。平成３１年度山江村の特別会計国民健康保険事業の予算は、次に

定めるところによるとするものでございます。 

歳入歳出予算。第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ３億８,８００

万円と定めるものでございます。 

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」によるものでございます。 

一時借入金、一借でございますけれども、第２条、地方自治法第２３５条の３、

第２項の規定による一時借入金の借り入れの最高額は５,０００万円と定めるもの

でございます。 

歳出予算の流用でございます。第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書き

の規定によりまして、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は

次のとおりと定めるものでございます。 

（１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一

管内でのこれらの経費の各項間の流用でございます。 

本日提出でございます。内容につきましては、健康福祉課長が説明申し上げま

す。 

○議長（秋丸安弘君） 迫田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（迫田教文君） それでは、議案第１６号につきましてご説明申し上げ

ます。 

１ページをご覧ください。第１表、歳入歳出予算。歳入、主なものにつきまして

説明いたします。款１、国民健康保険税、保険料の現年度及び過年度見込額６,５

６５万５,０００円とするものでございます。款６、県支出金、普通交付金及び特

別調整交付金、県繰入金等見込額２億７,９８４万５,０００円とするものでござい

ます。款９、繰入金、一般会計からの繰入金４,０９６万３,０００円とするもので

ございます。款１０、繰越金、平成３０年度からの繰越金を見込みまして１４６万
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９,０００円とするものでございます。 

以上、歳入合計３億８,８００万円とするものでございます。 

次に、２ページをご覧ください。歳出、同じく主なものにつきまして説明いたし

ます。款１、総務費、役務費及び委託費等が主なものでありまして２８１万２,０

００円とするものでございます。款２、保険給付費、１、療養諸費２億３,７４４

万６,０００円、及び３、高額療養費３,２８６万７,０００円等、療養給付費等の

見込額ほか合わせまして２億７,２６１万５,０００円とするものでございます。款

３、国民健康保険事業費納付金、県からの見込額によるもので、村が県に対して納

付する保険料、療養給付費、後期高齢者支援分、介護納付金合わせまして８,３５

０万２,０００円とするものでございます。款６、保険事業費、人件費及び特定健

診審査等、保険事業関係に伴うものでありまして１,１８２万７,０００円とするも

のでございます。款１０、予備費１,６７３万９,０００円といたしまして、歳出合

計３億８,８００万円とするものでございます。 

以上、説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２０ 議案第１７号 平成３１年度山江村特別会計簡易水道事業予算 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第２０、議案第１７号、平成３１年度山江村特別会

計簡易水道事業予算を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） それでは、議案第１７号についてご説明申し上げます。 

平成３１年度山江村特別会計簡易水道事業予算書でございます。 

１枚開けていただきますと、平成３１年度山江村特別会計簡易水道事業予算でご

ざいます。 

平成３１年度山江村の特別会計簡易水道事業の予算は、次に定めるところによる

とするものでございます。 

歳入歳出予算でございます。第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１

億６,０００万円と定めるものでございます。 

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」によるものでございます。 

次に、一時借入金でありますが、第２条、地方自治法第２３５条の３、第２項の

規定による一時借入金の借り入れの最高額は１,０００万円と定めるものでござい

ます。 

歳出予算の流用でございます。第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書き

の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は次のと
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おりと定めるものでございます。 

（１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に関わる共済費は除く）

に係る予算額に過不足を生じた場合における同一管内でのこれらの経費の各項間の

流用となっております。 

本日提出でございます。内容につきましては、建設課長が説明申し上げます。 

○議長（秋丸安弘君） 清永建設課長。 

○建設課長（清永弘文君） それでは、議案第１７号についてご説明いたします。 

１ページ目をお開きください。第１表、歳入歳出予算。主な款項についてご説明

いたします。歳入、２、使用料及び手数料、１、使用料、現年度過年度使用料見込

額を４,９０７万円。６、繰入金、１、繰入金、一般会計からの繰入額を１億８０

０万円。７、繰越金、１、繰越金、平成３０年度からの繰り越しを見込みまして２

６４万８,０００円とするもので、歳入合計を１億６,０００万円とするものでござ

います。 

２ページ目をお開きください。歳出、１、総務費、１、総務管理費、主に人件費

として５４４万４,０００円。２、簡易水道事業費、１、簡易水道施設運営費、水

道施設の維持管理費など２,６３３万３,０００円。２、簡易水道施設整備費５８０

万円を計上し、合わせて３,２１３万３,０００円。４、公債費、１、公債費、元金

及び利子の償還金を１億２,０４０万１,０００円。５、予備費、１、予備費を２０

２万円とするもので、歳出合計を１億６,０００万円とするものでございます。 

歳入歳出それぞれ前年比で１００万円の増となっております。 

以上、説明終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２１ 議案第１８号 平成３１年度山江村特別会計農業集落排水事業予算 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第２１、議案第１８号、平成３１年度山江村特別会

計農業集落排水事業予算を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第１８号についてご説明を申し上げます。 

平成３１年度山江村特別会計農業集落排水事業予算書でございます。 

１枚めくっていただきますと、平成３１年度山江村特別会計農業集落排水事業予

算でございます。 

平成３１年度山江村の特別会計農業集落排水事業の予算は、次に定めるところに

よるとするものでございます。 

歳入歳出予算でございます。第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１

億３,５００万円と定めるものでございます。 
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２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」によるものでございます。 

次に、一時借入金であります。第２条、地方自治法第２３５条の３、第２項の規

定による一時借入金の借り入れの最高額は１,０００万円と定めるものでございま

す。 

歳出予算の流用でございます。第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書き

の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は次のと

おりと定めるものでございます。 

（１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費は除く）に

係る予算額に過不足を生じた場合における同一管内でのこれらの経費の各項間の流

用となっております。 

本日提出でございます。内容につきましては、建設課長が説明いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 清永建設課長。 

○建設課長（清永弘文君） それでは、議案第１８号についてご説明いたします。 

１ページ目をお開きください。第１表、歳入歳出予算。主な款項についてご説明

いたします。歳入、２、使用料及び手数料、１、使用料、現年度、過年度使用料見

込額を３,５５９万円。４、繰入金、１、繰入金、一般会計からの繰入額を９,５０

０万円。５、繰越金、１、繰越金、平成３０年度からの繰り越しを見込みまして４

１７万２,０００円とするもので、歳入合計を１億３,５００万円とするものであり

ます。 

２ページ目をお開きください。歳出、１、総務費、１、総務管理費、主に人件費

として５８５万８,０００円。２、農業集落排水事業費、２、農業集落排水施設管

理費、農業集落排水施設の維持管理費など５,４３８万２,０００円。３、公債費、

１、公債費、元金及び利子の償還金を７,２４４万８,０００円。４、予備費、１、

予備費を２３１万２,０００円とするもので、歳出合計を１億３,５００万円とする

ものであります。 

歳入歳出それぞれ前年比で１００万円の減となっております。 

以上、説明終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２２ 議案第１９号 平成３１年度山江村特別会計介護保険事業予算 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第２２、議案第１９号、平成３１年度山江村特別会

計介護保険事業予算を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第１９号についてご説明申し上げます。 
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平成３１年度山江村特別会計介護保険事業予算書でございます。 

１枚開けていただきますと、平成３１年度山江村特別会計介護保険事業予算でご

ざいます。平成３１年度山江村の特別会計介護保険事業の予算は、次に定めるとこ

ろによるとするものでございます。 

歳入歳出予算でございますが、第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ

４億４,０００万円と定めるものでございます。 

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」によるものでございます。 

次に、一時借入金についてでございます。第２条、地方自治法第２３５条の３、

第２項の規定による一時借入金の借り入れの最高額は４,０００万円と定めるとい

うものでございます。 

歳出予算の流用でございます。第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書き

の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は次のと

おりと定めるものでございます。 

（１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一

管内でのこれらの経費の各項間の流用でございます。 

本日提出でございます。内容につきましては、健康福祉課長が説明申し上げま

す。 

○議長（秋丸安弘君） 迫田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（迫田教文君） それでは、議案第１９号につきまして説明いたしま

す。 

１ページをご覧ください。第１表、歳入歳出予算。歳入、主なものにつきまして

説明いたします。款１、保険料、介護保険料、現年度及び過年度見込額７,８４２

万７,０００円とするものでございます。款３、国庫支出金、介護給付費負担金及

び調整交付金、地域支援事業交付金等見込額、合わせまして１億１,９７７万４,０

００円とするものでございます。款４、支払基金交付金、第２号被保険者見込分１

億１,４３１万７,０００円とするものでございます。款５、県支出金、介護給付費

負担金及び地域支援事業交付金等見込額、合わせまして６,４０３万３,０００円と

するものでございます。款７、繰入金、一般会計からの繰入金６,１４６万４,００

０円とするものでございます。款８、繰越金、平成３０年度からの繰越金を見込み

まして１００万３,０００円とするものでございます。 

以上、歳入合計４億４,０００万円とするものでございます。 

次に、２ページをご覧ください。歳出、同じく主なものにつきまして説明いたし

ます。款１、総務費、人件費及び球磨郡認定審査会負担金等、合わせまして６０６
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万７,０００円とするものでございます。款２、保険給付費、居宅介護サービス給

付費負担金及び施設介護サービス給付費負担金が主なものでありまして、４億７５

７万６,０００円とするものでございます。款４、地域支援事業費、介護予防生活

支援に伴う人件費及びサービス委託料等が主なものでありまして、２,４３２万９,

０００円とするものでございます。款８、予備費、１、予備費１９７万円といたし

まして、以上、歳出合計４億４,０００万円とするものでございます。 

以上、説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２３ 議案第２０号 平成３１年度山江村特別会計後期高齢者医療事業予算 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第２３、議案第２０号、平成３１年度山江村特別会

計後期高齢者医療事業予算を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第２０号についてご説明を申し上げます。 

平成３１年度山江村特別会計後期高齢者医療事業予算書でございます。 

１枚開けていただきますと、平成３１年度山江村特別会計後期高齢者医療事業予

算でございます。平成３１年度山江村の特別会計後期高齢者医療事業の予算は、次

に定めるところによるとするものでございます。 

歳入歳出予算でございます。第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ

３,５００万円と定めるものでございます。 

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」によるものでございます。 

一時借入金でございますが、第２条、地方自治法第２３５条の３、第２項の規定

による一時借入金の借り入れの最高額は３００万円と定めるものでございます。 

本日提出でございます。内容につきましては、健康福祉課長が説明いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 迫田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（迫田教文君） それでは、議案第２０号につきまして説明申し上げま

す。 

１ページをご覧ください。第１表、歳入歳出予算。歳入、主なものにつきまして

説明いたします。款１、後期高齢者医療保険現年度及び過年度見込額２,０５３万

９,０００円とするものでございます。款３、繰入金、一般会計からの繰入金１,３

７５万４,０００円とするものでございます。款４、繰越金、平成３０年度からの

繰越金を見込みまして６４万３,０００円とするものでございます。 

以上、歳入合計３,５００万円とするものでございます。 

次に、２ページをご覧ください。歳出、同じく主なものにつきまして説明いたし
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ます。款２、後期高齢者医療広域連合納付金、村が広域連合に対しまして納付する

保険料でありまして、広域連合からの見込額３,４１３万２,０００円とするもので

あります。款４、予備費６５万６,０００円といたしまして、以上、歳出合計３,５

００万円とするものでございます。 

以上で説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２４ 議案第２１号 平成３１年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業予算 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第２４、議案第２１号、平成３１年度山江村特別会

計ケーブルテレビ事業予算を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第２１号についてご説明を申し上げます。 

平成３１年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業予算書でございます。 

１枚開けていただきますと、平成３１年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業予

算でございます。平成３１年度山江村の特別会計ケーブルテレビ事業の予算は、次

に定めるところによるとするものでございます。 

歳入歳出予算でございます。第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ

９,２５０万円と定めるものでございます。 

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」によるものでございます。 

一時借入金でございます。第２条、地方自治法第２３５条の３、第２項の規定に

よる一時借入金の借り入れの最高額は６００万円と定めるものでございます。 

内容につきましては、企画調整課長が説明いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） それでは、議案第２１号について説明いたします。 

１ページをご覧ください。第１表、歳入歳出予算でございます。歳入でございま

すが、款１、分担金及び負担金１,０００円、加入負担金でございます。款２、使

用料及び手数料２,５４０万６,０００円、ケーブルテレビ光ケーブルの使用料及び

放送手数料などでございます。款３、繰入金５,７１０万円、一般会計からの繰入

金でございます。款４、繰越金９９２万円、前年度からの繰越金の見込額でござい

ます。款５、諸収入７万３,０００円、雑入などでございます。 

以上、歳入合計を９,２５０万円とするものでございます。 

続きまして、２ページをご覧ください。歳出でございますが、款１、総務費１,

３７１万４,０００円、ケーブルテレビセンターの運営に伴います旅費、需要費、

役務費、派遣業務に係ります委託料などでございます。款２、ケーブルテレビ事業
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費７,８３２万２,０００円、需要費、役務費、ＣＳ番組受信、機器点検、放送設備

など機械購入費などの予算でございます。款４、予備費といたしまして４６万４,

０００円を計上しております。 

以上、歳出を９,２５０万円とするものでございます。前年度と比較しまして７

５０万円の減となっております。主なものとしましては、点検委託料、施設設備や

機械整備の委託料の減額によるものでございます。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２５ 陳情第１号 奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲与税（仮

称）で順次計画的に皆伐を進め、天然林に戻すことを求め

る陳情書 

○議長（秋丸安弘君） それでは、日程第２５、陳情第１号、奥山等のスギ・ヒノキ放

置人工林を、森林環境譲与税（仮称）で順次計画的に皆伐を進め、天然林に戻すこ

とを求める陳情書を議題とし、お手元に配付しております陳情書の写しのとおり、

一般財団法人 日本熊本協会 会長 室谷悠子様より、「国産林業の振興、奥山等

の人工林の天然林化に向けた陳情」であります。 

そのほか各種団体より陳情要望として、日米地位協定を見直す会 共同代表 難

波希美子様より、全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の趣旨に基づいて地

方自治の根幹を脅かす日米地位協定の見直しを国に求める意見書を提出することを

求める陳情書。 

沖縄県弁護士会会長 天方徹様より、辺野古新基地建設が、沖縄県民にのみ過重

な負担を強い、その尊厳を踏みにじるものであることに鑑み、解決に向けた主体的

な取り組み日本国民全体に呼びかけるとともに、政府に対し、沖縄県民の民意を尊

重することを求める決議書。 

法輪功 熊本代表 林龍鶴様より「中国共産党による法輪功への迫害及び臓器狩

りの停止を求める意見書」の提出を求める陳情書が提出され、議会へ届いておりま

す。この件についてはそれぞれ議員各位へ資料配付することにします。各議員で内

容を研究され、必要な場合は、後日、議員提案等をされるようお願い申し上げま

す。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２６ 議員派遣の件 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第２６、議員派遣の件を議題とします。 

本件は、地方自治法第１００条第１３項の規定により、議員を派遣しようとする

ときは本議会の議決が必要であることから、会議規則第１２６条の規定により配付
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してあります議案のとおり議員を派遣するものであります。 

以上で、本日の日程は終了いたしました。 

本日はこれで散会いたします。ありがとうございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後３時２５分 
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平成３１年第１回山江村議会３月定例会（第２号） 

 

平成３１年３月１４日 

午前１０時００分開議 

於    議    場 

１．議事日程 

 日程第１ 一般質問 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１０名） 

 １番 赤 坂   修 君           ２番 横 谷   巡 君 

 ３番 森 田 俊 介 君           ４番 西   孝 恒 君 

 ５番 立 道   徹 君           ６番 谷 口 予志之 君 

 ７番 秋 丸 光 明 君           ８番 中 竹 耕一郎 君 

 ９番 秋 丸 安 弘 君          １０番 松 本 佳 久 君 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．職務のため会議に出席した事務局職員の職氏名 

 議会事務局長  松 尾 充 章 君 

 

５．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

 村 長  内 山 慶 治 君   副 村 長  北 田 愛 介 君 

 教 育 長  藤 本 誠 一 君   総 務 課 長  白 川 俊 博 君 

 税 務 課 長  山 口   明 君   企画調整課長  平 山 辰 也 君 

 産業振興課長  新 山 孝 博 君   健康福祉課長  迫 田 教 文 君 

 建 設 課 長  清 永 弘 文 君   教 育 課 長  蕨 野 昭 憲 君 

 会計管理者  一二三 信 幸 君   農業委員会事務局長  柳 瀬 真奈美 君 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） おはようございます。 

ただいまから会議を開きます。 

本日の出席議員は１０名で、定足数に達しております。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 一般質問 

○議長（秋丸安弘君） 本日は、会期日程、日次第２、一般質問となっております。 

お手元に配付してありますとおり、８名の議員から一般質問の通告がなされてお

ります。 

通告順に従いまして、一般質問を許します。 

なお、会議規則第５５条第１項の規定の発言時間は、質問・答弁を合わせて６０

分といたしますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、はじめに３番、森田俊介議員より、１、行政事務職など非正規公務員

の待遇改善について。２、児童虐待の緊急対策について。３、平成３０年の自然災

害の復旧、復興の状況についての通告が出ております。 

森田俊介議員の質問を許します。３番、森田俊介議員。 

 

森田俊介君の一般質問 

 

○３番（森田俊介君） おはようございます。それでは、３番、森田より議長のお許し

が出ましたので、一般質問を行います。 

質問内容は通告に従いまして行いますので、よろしくお願いします。 

１．行政事務職など非正規公務員の待遇改善について。２．児童虐待の緊急対策

について。３．平成３０年度の自然災害での復旧、復興の状況についての三つの質

問であります。今回もくじで１番を引き、くじ運がいいのか、当初から一般質問す

る際にいつもなっております。１番バッターでやらせてもらいますので、よろしく

お願いいたします。 

また、１月から副村長をはじめ、各課長の就任、誠におめでとうございます。初

めての答弁もあろうかと思いますが、よろしくお願いいたします。 

１点目、行政事務職など非正規公務員の待遇改善についてお尋ねいたします。こ

の件につきましては、１２月の一般質問の中で立道議員が質問されている答弁が、

任用、服用義務整備を図り、職員の厳正化を行い、会計年度職員については昇給や

期末手当などの支給が可能になるという答弁がありました。新制度、２０２０年４
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月にスタートするに伴い、県内自治体で働く非正規公務員約８,０００人が新たに

団体交渉権などの労働基本法を制限される見通しであるが、労働組合関係者は制度

の趣旨に反して労働条件が不利にならないように注意が必要だと述べてありまし

た。県内自治体の臨時・非常勤職員は地方公務員法で首長や議員のほか、一般の事

務職や職員らを含む特別職、事務補助員や給食調理員といった一般職、職員の産休

・育休などに埋める臨時的任用に分かれているが、本村山江村での非常勤や臨時と

して働く非正規職員は、臨時職員、非常勤職員、学校給食員、土木、ケーブルテレ

ビ、各種運転手などの職員は、各人材派遣会社に委託されていると聞いているが、

派遣会社は何社あるのでしょうか。任用、任務に基づく業務規定をやっている状況

ではありますが、丸投げの状況ではないかと思いますがどうでしょうか。労働条件

などの契約書はあるのかないのかをお尋ねします。よろしくお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） おはようございます。３月定例会、今日は一般質問となってお

ります。８名の方質問をされるということでありますが、丁寧に答えさせていただ

きたいと思います。ただ中身については、質問の考え方やその村政の方向性につい

て、私のほうから答弁させてもらいたいと思いますけれども、業務に対する具体的

な内容については、担当課長のほうから答えさせますので、どうぞよろしくお願い

します。 

ご質問の件は法律の問題でありますから、総務課長が答えます。よろしくお願い

しておきます。 

○議長（秋丸安弘君） 白川総務課長。 

○総務課長（白川俊博君） それでは、お答えいたします。 

まず新しい制度についてでございますけれども、地方公務員法及び地方自治法の

一部を改正する法律の施行により、地方公共団体における臨時・非常勤職員の全体

の任用根拠を明確化、適正化を行うこととなり、それぞれの自治体が職の設定の見

直しが必要となってきております。職務の内容、勤務形態が不明な非正規職員の任

用の見直しを行うもので、原則として２０２０年の４月から施行するものでござい

ます。特別職非常勤職員、それから臨時的任用職員、一般職非常勤職員、以上の三

つの分野に分かれている非正規職員の任用を見直すものでございまして、改正内容

では特別職非常勤職員は専門的知識、経験、識見に基づき、助言、調査、診断、そ

の他総務省政令で定める事務を行う者に限定と厳格化となっております。それから

臨時的任用職員は、常時勤務を要する職に欠員を生じた場合に任用し、期間を６カ

月から１年以内と設けるものといたします。この特別職非常勤職員、それから臨時

的任用職員の要件を満たさない任用職員を、今回の改正で会計年度任用職員制度を
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創設し、会計年度任用職員とするものでございます。従いまして、現在の一般職非

常勤職員がこの制度の適用を受ける職員となります。ご質問のありました給食調理

員などの職員等ですけれども、これは業務委託職員として従事しておりまして、学

校給食、それから道路維持管理、公用車及びスクールバス、それからケーブルテレ

ビ等職員は、現在、臨時・非常勤職員などの非正規職員として任用しておりませ

ん。その業務を行う企業と委託契約を締結しておりまして、それぞれの企業から従

事していただいてるところでございます。学校給食、それから道路維持が同一の企

業でございます。それから公用車及びスクールバス運転も同一、それとケーブルテ

レビが１社ということで、計３社と業務委託をしているところでございます。業務

内容や職につきましては、従事者の意見をもとに仕様書を作成、相手企業との契約

を取り交わしており、契約期間を平成２９年度から３１年度までの３年と定めてい

るところでございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 森田俊介議員。 

○３番（森田俊介君） 大変厳しい財政状況の中で多様化する住民のニーズに対応する

ために、非正規職員に行政サービスを頼らざるを得ない村の現状ではないでしょう

か。非正規職員は昇給もなく、手当や福利厚生の面で正職員との差が大きいのも問

題だと思います。２０２０年４月から非常勤勤務職員と臨時職員は会計年度任用職

員として移行されます。フルタイムやパートタイムの変更など、民間には同一労

働、同一賃金を求めておきながら、旗を振る公務員の世界にほど遠いと思います

が、村は住民にとって最も緊密な行政サービスを頼らざるを得ない市町村が現状で

はないでしょうか。平成２９年５月１１日、地方公務員法地方自治体の一部が改

正、特別職非常勤勤務の地方公法３条３項や１７条や一般職非常勤勤務員２２条の

２項、臨時任用職員を適用して任用されてきた自治体に働く消費生活相談員の多く

は、新たに「会計年度任用職員」という名義で任用されなおすことになります。２

０２０年４月１日施行に向けて行われますが、総務省が示しているスケジュールに

基づいて、遅くとも２０１９年、平成３１年春には会計年度任用職員の募集活動が

開始されることや、３月議会までに全国すべての自治体で条例や規制の制定、改正

が行わなければならないとあるが、任用の方法は各自治体でのことでありました

が、本村の体制や状況はどのように向けた方法になるのか教えてください。 

また、現在、人材派遣会社との情報交換や協議などはどのようになるのかをお聞

きいたします。よろしくお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 白川総務課長。 

○総務課長（白川俊博君） それでは、お答えいたします。 
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会計年度任用職員の制度の適用を受ける職員ということで、まず任用をフルタイ

ム任用職員と、それからパートタイム任用職員とに分かれます。任期を１会計年度

という任期で定めておりまして、採用する場合は試験または選考により採用するこ

ととなっております。給料、報酬は勤務時間、それから休暇などの条例規則等で定

めることとなっておりまして、服務としては厚生福利、人事評価、分限、懲戒処分

は常勤職員と同じということになっております。いずれにしましても、条例・規則

等で定めなければなりませんので、今後は関係法令、それから他市町村の状況など

を参考にし、平成３１年、２０１９年度中に制度制定に向けて事務を行い、２０２

０年４月１日施行と進めていきたいと思います。 

また、先ほど申しましたけれども、学校給食、それから道路維持、公用車、スク

ールバス、それからケーブルテレビの職員のほうも３１年度で委託契約が完了する

ことでございますので、次年度以降に契約に向け、職員の意見を伺いながら業務内

容、処遇等を検討し、２０２０年度以降もさらに企業への業務委託として取り組み

たいと考えているところでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 森田俊介議員。 

○３番（森田俊介君） 今、非常勤で働く人たちが悩みで雇用期間が１年とか、それか

ら、毎年選考会で試験をしなければならない。それから、いつも雇用がかなうよう

になるのかということが心配だそうです。速やかな情報をいただいて対応していた

だきたいと思います。山江村も１３０周年記念行事やイベントなどで元号も変わる

多様な年でありますが、山江村の雇用の大切な働く場でもあります。ほかの市町村

よりも早めに対応され、非正規公務員との意見、対話にも期待し、待遇改善は待っ

たなしの課題だと捉え、早急な対応をされることをお願いいたします。 

２点目でありますが、児童虐待の緊急対策についてであります。児童虐待防止、

千葉県野田市の４年生女子が虐待を受けて亡くなり、乳児を強く揺さぶり、重いけ

がを負わせた上で、天草市の父親が逮捕されました。最近、全国各地で事故・事件

が毎日のごとくテレビやニュースで報道され、国も児童福祉法や児童虐待法の改正

案の検討に入ったとありました。行政と政治が一体となって、虐待根絶の姿勢を示

す改正の意義は大きいと思います。新たなルールを空文化させないためにも、子ど

もを救う現場体制を速やかに立て直し、決め細やかな対応を実現すべきだと思いま

す。傷害容疑で逮捕された父親はしつけのつもりだったと、過去の事件で逮捕され

た保護者の多くも同じ言葉を口にしている。「しつけ」と名した体罰が虐待につな

がった事例は少なくないと。必要なしつけすらできなくなると誤解される慎重な意

見もありました。体罰禁止の法制化が虐待防止につながる期待は大きいが、児童相

談所の現場はパニック寸前だそうです。熊本県内の児童相談所は熊本市内中央区と
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東区、八代の３カ所に児童相談所があるということですが、村民の方は知られてい

るのかお聞きいたします。県家庭福祉課は児童福祉士職員の増員などは球磨人吉管

内に設置や増設するお話はないのか。もし虐待が発覚された場合は、どのような相

談や対応に取り組みを速やかにする連絡の対応は、どのようにするのかをお尋ねい

たします。 

○議長（秋丸安弘君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（迫田教文君） それでは、お答えいたします。 

本村も山江村児童虐待防止及びＤＶ対策協議会設置を要綱に伴い、児童福祉法第

２５条の２に基づく要保護児童対策地域協議会として位置づけ、虐待または各福祉

分野における問題の虐待が生じたとき、協議会、構成される教育関係機関、福祉関

係機関、警察関係機関、県行政関係機関を招集し、情報招集、情報交換、家庭支援

対策等、虐待及び問題解決について協議を行っております。また、随時、個別ケー

スにて検討会議を開催し、チーム内外の情報交換を頻繁に行っております。 

児童相談所の設置の質問でありますけども、県によりますと、虐待が増加する中

で国は虐待防止について力を入れております。人吉球磨地域や天草地域などに児童

相談所はありませんが、今後、検討していくということでありますが、いつ動き出

すかわからないということでした。 

○議長（秋丸安弘君） 藤本教育長。 

○教育長（藤本誠一君） それでは、お答えしたいと思いますが、先ほどから話が出て

おりますように、全国で児童虐待による痛ましい事件が大変発生しております。１

月には、先ほどありましたように千葉県で小学４年生の児童が父親の虐待を受けま

して死亡するという痛ましい事件が発生してるということでございます。この事件

につきましては、新聞・報道等によりますと、学校と教育委員会及び児童相談所の

連携がここに問題があったと指摘がなされているところでごいます。また、この事

件を受けまして、先ほどありましたように、国のほうでもいろいろ児童虐待防止

を、それから児童福祉法の改正案あたりを国会に提出するというような方向で進ん

でいるという報道もあっております。文部科学省におきましては、児童虐待防止対

策の強化に向けました緊急総合対策というのがまとめられまして、通知があってい

るということでございます。 

そこで、山江村のことについてお話させていただきたいと思いますが、幸い、山

江村では今回の事件のような事例は報告されておりませんけども、再度、学校、そ

れから教育委員会、福祉課、児童相談所及び警察あたりの連携のあり方を再度点検

をいたしまして、密に連携を取りながら児童虐待の早期発見、早期対応に努め、子

どもたちの命を守ることをまずは最優先として取り組んでいきたいと考えておりま
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す。 

そこで、少し本村の児童虐待に対します対応と連携について申し上げたいと思い

ます。学校においてでございますけども、児童虐待につきましては毎日行っており

ます健康観察、それから体育の授業あたりでは半袖、半ズボンで行いますので、そ

の折に、一応観察をしながら把握をする。それから月１回、児童・生徒全員に対し

て行います身体検査、それから心のアンケートというのをやりますけども、これは

無記名でございます。無記名でやります。その後、教育相談を行いながら随時把握

を行っていくというような方向で今進めているところでございます。そしてその

後、全職員で児童・生徒理解の時間を設けまして、しっかりいじめとか虐待、それ

を含めまして観察をしていくというようなところでございます。また、家庭訪問等

もそれを受けまして随時行って、重大事案につきましては教育委員会へも報告を上

げてもらっているという状況でございます。それを受けまして委員会の対応といた

しましては、学校への児童虐待と思われる児童・生徒を発見した場合は、速やかに

教育委員会、福祉、児童相談所へすぐ通告するように通知を行っております。それ

から、本村ではスクールソーシャルワーカー、ＳＳＷを雇用しておりますので、す

ぐＳＳＷを派遣して把握するように努めております。それから、山江村いじめ問題

対策連絡協議会、それから山江村教育支援委員会というのがございますが、こうい

うのをしっかり開催しながら、各学校、福祉課、児童相談所、それから駐在所、そ

れから主任児童委員の方々にご指摘いただきながら、児童虐待防止を含めた子ども

たちの支援、それから家庭教育支援、こちらのほうも大切かと思いますので、その

あり方につきましても検討を重ねているところでございます。さらに、先ほどあり

ましたように、福祉課で開催されますいわゆる「要対協」でございますけども、こ

れにつきましても学校関係者、それから教育委員会も参加をいたしまして、情報を

共有しながら児童虐待の早期発見及び未然防止に努めてるところでございます。い

ずれにしましても、山江村から命にかかわるような児童虐待事案を出さないという

ことをしっかり考えながら、関係機関と連携を密に取りながら、チーム一丸となっ

て子どもたちの命を守ることを最優先とした取り組みを今後も行ってまいりたいと

考えてるとこでございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 森田俊介議員。 

○３番（森田俊介君） 教育長の今言われました関連機関との連帯の子どもを守る取り

組んでいくということで、学校や警察と児童相談所などで関連機関との連帯を強め

て、安心安全な方向でやっていただきたい、指導していただきたいというふうに考

えております。よろしくお願いします。 
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３点目、平成３０年度に起きた２４号台風や水害など自然災害の山江村での状況

についてお尋ねします。県道山田線、人吉坂本線や、農道の被害の状況については

何箇所かは復旧工事をやってもらっていますが、まだ応急処置の箇所があり、手つ

かずの状況でありますが、全被害の場所、把握されているのか。また、対応の計画

はないのかをお尋ねいたします。 

○議長（秋丸安弘君） 清永建設課長。 

○建設課長（清永弘文君） それでは、森田議員のご質問にお答えいたします。 

平成３０年におきましては、大阪府北部地震をはじめ北海道胆振東部地震、また

多数発生した台風により日本国内においても多数の災害が発生した年となりまし

た。西日本に甚大な被害をもたらしました平成３０年７月豪雨では平成３１年１月

９日現在ですが、全国で死者が２３７名、住宅被害が約５万軒、２６名の方が現在

でも避難所での生活を送っている状況です。山江村におきましても、避難勧告を２

回発令し、避難所を開設した際は８名の方が非難され、そのほか４名の方が自主避

難をされております。そのような中、特に被害が大きかった岡山県、広島県、愛媛

県のうち愛媛県宇和島市につきましては、本村から１名の職員を派遣し、早期復旧

に向けた支援を行ったところです。 

本村における災害の状況ですが、梅雨前線による豪雨や９月に発生しました台風

２４号の影響により、法面の崩壊や護岸の浸食など、災害が発生しております。災

害箇所の復旧につきましては、道路など特に公共性の高いものにつきましては、早

期の復旧が求められるため、行政が主体となって応急的な作業を行っております。

併せて、災害復旧の工事につきましては多額の経費を要するため、国の補助の対象

となる事業につきましては国の支援を受け、災害復旧工事として計画的に進めてい

るところです。村内の災害の状況につきましては、今回、国費による災害復旧工事

の箇所としましては１０カ所あります。その１０カ所につきましては全て入札が終

わり、契約を終了しているところでございます。併せて、単独による復旧工事につ

きましても計画的に現在進めているところです。県道におきましても災害復旧箇

所、坂本人吉線につきましては、県に確認しましたところ災害復旧箇所はございま

せんということでしたが、維持管理として工事を２カ所ほど計画しているという回

答でございました。 

以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 森田俊介議員。 

○３番（森田俊介君） 台風の風倒木の処理や除外など、どのようにするのか。以前か

ら課題になっている万江川や山田川の流石、蓄石の除外などは手づかない状況であ

ります。お尋ねします。説明では埋め立て地や除外する場所があればのことであり



 － 69 － 

ましたが、その後、除外地域調査はされましたでしょうか。また、山田川や万江川

に流木、倒木が妨げになっている箇所がありますが、現場調査はされたのかお尋ね

いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 清永建設課長。 

○建設課長（清永弘文君） それでは、お答えいたします。 

自然災害による倒木ですが、山江村のみならず球磨管内においても多数見受けら

れます。しかしながら、これらの倒木につきましては、そのまま放置されていると

ころもございます。今回ご質問がありました万江川、山田川の流木、倒木につきま

しては、河川に隣接する土地からの倒木も確認しているところです。しかしなが

ら、これらの倒木の処理につきましては、まず土地の所有者による倒木の処理をお

願いしたいと思います。 

続いて、山田川、万江川の工事予定の計画についてでございますが、議員が申さ

れてましたとおり、河川の掘削が必要とする除外地域の調査ですけども、県が管理

する山田川、万江川につきましては事前に調査を行い、単県河川事業として村内８

カ所の河川掘削を要望しているところです。平成３０年度におきましては山田川の

河川掘削工事が行われ、約３,４００立米、延長にして約４００メートルの土砂の

掘削が実施されております。今後の工事につきましても継続的に河川の掘削を実施

していただけるよう、県に要望を行っていますが、河川掘削時に発生する土砂の搬

出先につきましては、県のほうから市町村へ協力の依頼があっております。依頼に

対しまして、山江村といたしましても平成２５年度に庁内において埋め立て地の候

補地の検討や現地調査を行っておりますが、地形的条件などもございますので、埋

め立て地の指定までは至っておりません。埋め立て地の選定につきましては、今後

も継続的に検討を行っていきたいと思っております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 森田俊介議員。 

○３番（森田俊介君） この除外地地域調査はまだなされてないということで、速やか

に早急に対応されてもらいたいというふうに考えます。特に目に付く場所が万江川

では淡島地区の大木の倒れです。それと流域に川の流れに沿って大木が倒れており

ます。そこも確認をお願いしたいというふうに思います。山田川では尾崎地区の椎

谷地区から尾崎地区の地域で流木や大木の折れや倒れが大量に流出している状況で

あります。さっき言われました、個人で持ち主が除外しなければならないというこ

とを聞きましたが、この山林の持ち主とか所有者は高齢化で作業ができない状況で

もあります。また、河川関係者や議会の了解が必要だとは思いますが、例外として

自然災害の場合は早急な処理対策ができるともありましたので、対策を強くお願い
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したいと思います。村長の公約の一項に安全安心な暮らしの確保、住みよい生活環

境の整備と掲げてありますので、雨季に入る前に早めな対応を強く要望し、一般質

問を終了いたします。ありがとうございました。 

○議長（秋丸安弘君） 次に、２番、横谷巡議員より、１、組織団体等の運用の制度疲

労に対する新たな制度改革について。２、果樹農園物産販売所の運営状況につい

て。３、子どもの命を守る万全の対策の必要性についての通告が出ております。 

横谷巡議員の質問を許します。２番、横谷巡議員。 

 

横谷 巡君の一般質問 

 

○２番（横谷 巡君） ２番議員の横谷巡です。議長のお許しをいただきましたので、

一般質問をいたします。 

質問事項の１点目、組織団体等運営の制度疲労に対する新たな制度改革の考えに

ついて通告をしております。人口減少社会の到来や少子高齢化社会の急速な進展、

個人の価値観や住民ニーズの多様性が増す中、中央集権型行政システムの制度疲労

が顕在化し、自己決定、自己責任の原則を徹底する地方分権改革が求められてきま

した。本村においてもその趣旨に添い、行政改革を進めてきたところです。しか

し、昨今の急速な社会情勢の変化は著しく、村における決まりごとの行政組織、団

体、行事や人口減、高齢化によるそれぞれの地域の様変わりで、目的にそぐわない

地域組織の機能低下など、過去に定められた組織体制と運用体制であることから、

うまく順応できていない組織疲労を起こしていると言わざる面も見られます。本年

度は皇位継承が行われ、新たな元号に移行する大きな時代の変化の年でもありま

す。また、国政の参議院議員選挙、消費税の１０％増などが実施されます。そし

て、何よりも本村では山田と万江が合併して村制施行１３０周年という記念すべき

年を迎えます。村におかれましてもいろいろな記念イベント、行事等を計画されて

います。温故知新、１３０年という先人が培ってきた重い歴史を引き継ぎ、少子化

・高齢化社会の次に来る新たな社会を村づくりを描く、極めて重要なスタートとな

る大きな年であります。そこで、村制施行１３０周年の節目に、行政組織や行政

区、消防団、婦人会等の組織団体など、制度疲労が見られる事案について点検、見

直しをはじめ、これから先のあるべき新たな社会と村づくりに効果的に運用、対応

ができる新たな制度へ改革を図る、まずホップとする元年にする考えはないか、村

長に伺います。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） それでは、お答えいたします。 
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今のご質問を聞きながら、人口減少社会が起こす構造的問題というのはこういう

ことですねというようなことを感じました。これはもちろん山江村だけではなく

て、日本各地で構造的に起こってる課題だというふうに考えます。特にそういう中

にあって、今、持続可能な地域社会づくりとかいう言葉をよく使います。持続可能

な地域社会づくり。私いつも申しておりますのは、ややもすると持続可能というの

は何も変えないことによってしっかり今の社会を守っていくんだと考えがちであり

ますけれども、持続可能とは持続可能なために変えるべきところは果敢に変えてい

かないと、この社会は持続できませんよ、持続可能になりませんよというふうに常

々考え申しているところでもございます。従いまして、「温故知新」という言葉を

おっしゃいました。また私、「不易流行」という言葉を使わせてもらいながら、本

当に今まで培ってきた山江村の一つ一つの財産を大事にしながら、変えるべきもの

は変えていかないと、この山江村の存続が持続可能な山江村が難しいんだろうとい

うことを考えているところであります。幸いにもおっしゃいましたとおり、村制施

行１３０周年の年を来年度迎えるということであります。各種シンポジウム、イベ

ント、式典等々も控えておりますし、そういう中でもいろんな議論をさせていただ

ければと思っているところでございます。おっしゃいました地区の問題につきまし

ては、行政区をどうするかというようなことだろうかと思いますけれども、行財政

改革推進委員会等で話し合わせていただきたいと思いますし、もろもろの諸課題に

つきましても、役場だけでは解決できない問題もありますので、しっかり関係機関

と協議をさせてもらいながら、対応をしていきたいと考えてるところでございま

す。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） まさしく本村は村制施行１３０周年という長い歴史がありま

す。やはり守るところは守り、変えるところは変えていくというようなことをお願

いしたいというふうに思います。 

そこで、今非常に組織団体がある中で、現状が非常に機能低下とか、やはり対策

をしなければならない点を２、３だけ質問させていただきます。本村は行政区が１

６区あります。消防団が８分団で構成されております。しかし、いずれも山間地域

等を抱える行政区、消防団は人口減少や過疎化で機能、活動、コミュニティの維持

に限度があり、厳しい現状下にあるようです。スムーズな運営を図るためには、そ

れに対応できる制度仕組みに改革を図っていくことも大事なことであり、必然でも

あると考えます。そこで、今後の行政区、消防団の再編への考え、これは総合的に

考えていかなければなりませんけれども、今の時点での考えについてお伺いをいた

します。 
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○議長（秋丸安弘君） 白川総務課長。 

○総務課長（白川俊博君） それでは、お答えいたします。 

議員が申されましたように、現在は地域格差による人口の減少、それから若者の

都市への流出、地方は時代とともに変化をしております。本村におきましても各地

の状況を見ますと、地域によっては若者の定住化が進まず人口減少、特に山間地に

おきましては高齢化が進み、区の運営にも影響を来してるところもあると思われま

す。区の編成につきましてはいろいろな課題等もありますが、村民がより住みよい

地域にしなければならないと思っているところでございます。今後、地区の懇談会

等で地域の皆様の意見を伺いながら、それぞれ課題解決に向け検討をしていきたい

と考えているところでございます。 

また、本村の消防団の状況ですけれども、これまで団員の確保という観点から女

性消防隊や機能別消防団の編成を行って、団員の確保を行ってきたところでござい

ます。しかしながら、各分団員数においては地域によって偏りあり、このような課

題を解決しなければならないと考えてるところでございます。現在も団員減少は年

々進んでおり、団員確保が困難となっている状況です。消防団幹部会議でも団員の

確保は喫緊の課題として常に話題となっているところでございます。そのような中

で各分団の編成につきましては、内部協議を行っておりますが、なかなか進まない

のが現状でございます。諸問題を解決し、柔軟に進めていかなければならないと思

っているところでございます。いずれにしましても、社会情勢の変化の中、村民が

安心して暮らせる豊かな生活を送る地域社会を実現していくためにそれぞれの課題

を検討し、行政と村民との共同を推進していくことが重要と考えているところでご

ざいます。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 山間部等の行政区では高齢化や人口減で、本当に機能維持がも

う難しくなっております。人がいないから何回も同じ人が役員が回って来たりと

か、連絡、いろんな周知徹底がしづらいなどのような現状が今見られております。

また、ある消防分団では６０代後半の分団長がされていて、数人の団員で活動をさ

れていると。消防団としての機能の限界を超え、職業消防との連携模索の必要性な

どを感じているところです。今後、行政区として消防団としてさらなる機能の低下

がどんどんと予想されます。実情に合った再編等の検討の時期に来ているような気

がしますので、その点もよろしくお願いしたいと思います。 

次に、婦人会等のことを申し上げました。今婦人会は会員減少によって組織が弱

体化し、本来の目的活動など難しい運営に直面しているようであります。婦人会組

織の活性化についての考えを伺いたいと思います。 
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○議長（秋丸安弘君） 蕨野教育課長。 

○教育課長（蕨野昭憲君） それでは、お答えいたします。 

確かに村や各種団体で取り組んでいる活動、行事及びイベントなど、時代が流れ

ていくうちに社会情勢が変化し、各世代の目的と実情にずれが生じ、うまく機能し

なくなるということもあるかと思っております。議員ご指摘のとおり、社会教育団

体の中でも婦人会や青年団などは、地域の活性化を図る上でもなくてはならない団

体であると認識をしております。どちらも組織されてからかなり経過してるかと思

いますが、時代の変遷に伴い会員が徐々に減少していき、少ない人数で限られた年

間計画を立てて活動してるのが現状であるかというふうに思っております。教育委

員会といたしましても、活動における経済的支援、社会教育団体の育成を図るため

の研修の場の提供、それから、自立した活動団体として視野を広げていくための広

報活動や情報提供などの支援が必要ではないかというふうに今思ってるところでご

ざいます。このように社会教育団体の活動につきましては、現在の状況や活動内容

を把握し、その団体に応じた支援策を検討する必要があるというふうに考えており

ます。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 婦人会は社会教育関係団体ということで、貴重な団体でありま

す。特に赤十字奉仕とか災害救助など婦人会ならでの目的があります。教育委員会

には学校教育、社会教育、大きな柱がありますけれども、学校教育のほうでは教育

委員会と学校と連携のもとに、非常に前向きな取り組みによって、他の自治体の追

随を許さないような一律の長があるような学習成果を上げられております。しか

し、もう一方の社会教育事業はどうも今のところ活動もないようですけれども、特

に婦人会が自主的に自分でできないところを社会教育事業の推進によって婦人会と

連携して活動をしてもらったならば、非常に婦人会が輝いてくるのではなかろうか

というふうに考えます。昨今のこのような社会環境の変化の今こそ社会教育事業の

推進は、他の町村も一時期は非常に盛んでしたけれども今ほとんどしてません。い

まこそ取り入れると非常に効果があるのではかろうかと。これは女性、婦人、高齢

者、成人教育も合わせてですけど、そういったことで、ぜひ婦人会活動も頑張って

おられますから、支援と助言をお願いしたいというふうに思います。 

次に、質問事項の２点目、これは村民の声からということで、合戦ノ峰物産販売

所の運営状況について伺います。この物産販売所は本村における地方創生の拠点事

業として昨年７月落成、９月から開館、運営しておりますが、事業推進に当たって

は観音堂を核に観光交流の増加により、地域に元気と活性化を図る。斬新な設計の

施設で収益を上げる。地元等の農産物販売による所得の向上を図るなど、地方創生
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に係る斬新な企画性が認められ、地方創生拠点整備交付金の対象になったものであ

ります。しかし、現状は閉館したままで、村民の声として「いつも閉まってい

る。」、「お客様を連れて行ったけど何もなかった。」、「場所がどこにあるのかわかり

にくい。」など落胆の声が聞かれます。そこで現在の運営状況についてお聞きしま

すが、開館日数、農産物の集荷販売状況、施設の管理状況、この３点についてお伺

いします。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） それでは、お答えをいたします。 

合戦ノ峰物産販売所につきましては、先ほど議員が申されましたとおり地方創生

の拠点整備交付金を活用して整備をしたものでございます。事業費が関連の事業費

を含めまして、総額で約５,３００万円ということであります。施設の管理は昨年

の９月から地域の合戦ノ峰物産販売所管理組合に委託しておりまして、委託からの

開館日数につきましては、毎月掃除をされてますけど、その掃除の日を除いて彼岸

を中心に物産販売を目的にされた開館日数は９日ということで報告を受けておりま

す。物産の集荷と販売額につきましては、地域の方５名と村内の農産物生産者によ

りまして農産物を販売し、収益が約３０万円の売り上げがあったというような報告

を受けております。なお、この施設の利用者としましては秋の彼岸が主に多いわけ

ですけども、秋の彼岸を中心に約１,２００名の参拝者が訪れたということでござ

います。今現在も毎日朝夕はちゃんと施設の管理に努めていただいてるということ

でございますので、施設の管理、開館日数につきましては、以上のとおりでござい

ます。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 今の答弁の中で開館日数が約７カ月の間に９日間だけというこ

とです。これはどういうことかなというふうに思います。この物産販売所の開館目

的、春秋の彼岸の観音巡りのときだけ開館し物産を販売させる施設なのかが１点。

村の物産販売所として年間を通じ、幅広いお客様を対象にした施設なのか、どちら

なのか伺います。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） この施設整備の目的は、生産量の拡大や収益性を生み

出す仕組みを構築するとともに、外部からの集客によります交流人口の拡大によっ

て、地域での仕事創出などにつなげようという目的で整備したものでありますの

で、彼岸のときだけの開館ということではなくて、年間を通して物産販売を行うと

いう目的の施設でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 
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○２番（横谷 巡君） 今の課長が答弁された内容と実態が非常に違っておりますよ

ね。この物産販売所は村の施設であります。施設の管理主体が主でなく、開館日数

を多くして地元の新鮮な農産物等を販売して、多くのお客様に喜んでいただき、地

域に元気を与える物産販売所となるように、この施設管理組合に指導徹底をお願い

することはできないものでしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） この施設につきましては、地方創生の総合戦略の政策

の五つの原則であります自主性、将来性、地域性、直接性、そして結果重視という

のが５原則として上げられております。この原則に基づきまして確実に実現する必

要があると考えております。この施設につきましては、地方創生の拠点整備交付金

を活用しまして整備した施設でありますので、地方創生の政策に沿って確実に実現

する必要があるというふうに思いますので、今後の施設の運営の方法、仕組みづく

りについて、地域の方と十分協議しながら、そして十分話し合っていきたいという

ふうに思っております。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 次に、地域が活性化する施設になっているか、農家所得の向上

がなされているか、利益を上げる施設になっているか、この地方創生拠点事業の目

的を達成しているか伺います。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） この施設につきましては、「まち・ひと・しごと創生

総合戦略」の四つの柱の一つであります村の活性化につながる雇用づくりの中の

「稼げる仕事づくり」の実現に向けて観光資源を磨き上げ、観光客の増加を図り、

特産物販売等を行うことによって生産量の増大や収益性を生み出す仕組みを構築す

るとともに、外部からの集客によります交流人口の拡大によって地域での仕事の創

出につなげようという目的で整備した施設でありますので、現在、この総合地方創

生の拠点事業の目的にはまだちょっと達してるかということは難しいとは思います

けども、今後、目的に達成しますように、地域の方々と十分協議しながら話し合っ

ていきたいというふうに思っております。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 今の答弁がありましたように、この施設は地元の要望のもとに

「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の拠点事業として整備されたものです。大き

な柱である「稼げる仕事づくり」を申されました。しかし、現状ではこの実現には

ほど遠いような気がいたします。合戦ノ峰観音堂のほかにも類似した文化施設が本

村ではたくさん散在しておるわけですから、今後、その周辺に係るいろいろな活性
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化事業を展開する観点からも、その影響は大きいものがあります。地方創生交付金

を使った拠点づくりですので、この整備目的の実現を図られるよう、強く要望をし

たいと思います。しかしながら、できたものはあとはどのように運営するかであり

ます。紆余曲折があったけれども、要はこの施設をどう運営するかであります。村

の公共施設として、費用対効果、それから採算性など、今後どのように運営されて

いくのか、方向性について伺います。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） 今後の施設の運営の方向性ということでございます。

この施設は最初目的としましては、年間の集客が約２,０００人、販売額が約１０

２万円を目標ということで整備したものでありますので、整備の目的をしっかり再

認識しまして、更なる地域の活性化、所得の向上などを図るために、開館日数の増

加はもちろんですけども、農産物の生産量の増加に向けて費用対効果、採算性など

も含めまして、しっかりとした検証をしながら、今後も地域の方と一緒に話し合い

ながら協議を行っていきたいというふうに思っております。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） 方向性ということでありますから、私のほうから補足して答弁

させていただきます。 

この施設、議員冒頭おっしゃいましたとおり、山江村の入口にありまして、山江

村の観光交流の拠点として地方創生の拠点の施設として整備させてもらったという

ことでございます。運営は地域のほうにお願いしているということでありますが、

当初、いろいろ戸惑っておられる面も見受けられますので、引き続き、しっかり支

援をしていきたいということであります。特に春の彼岸から夏場に向かい、また秋

に向かうというような季節でありますから、開館日数も多くなるのではなかろうか

と思いますけれども、その付近も役場としてしっかり支えさせていただきたいと思

います。 

もう１点申し上げますと、地域だけで物産をそろえ、販売するというような方法

だけではなく、山江村のいろんな物産をあそこに展示しながら販売をする。その所

得により活性化、また出される方の生きがいづくりでもありますし、楽しみでもあ

りますし、いろんな方と交流をするような場所でもあります。そういう目的に沿っ

て、その目標が年間が２,０００人、販売１０２万と言わずに、これ以上の方々が

しっかり訪れ、また効果が上がるような施設運営を支援をしていきたいと思いま

す。特に今回、観光交流促進協議会というのが１００人委員会、また地域づくり団

体の方々を含めて組織が出来上がりました。今からいよいよ本格的に動きだすとい

うことでありますけれども、ここが動き出しますと、いろんな食の部会、また後ろ
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におりますが山江村物産館もおりますので、あそこで栗まんじゅうを売ったりもで

きるということでありますから、そういう無理をしない程度、いろんな物産を集め

てあそこで物産販売、また交流できる場にしたいというふうに思ってます。ちなみ

に、ちょっと私も調べてみますと、クリスマスローズ等の花を２００鉢ほども作っ

て、もう実際販売しようという体制にもあるということでありますから、ぜひぜひ

そういう方々の支援もやっていきたいということでございます。議員の皆様方もぜ

ひそういうことをご理解の上、また運営に対してのご支援もお願い申し上げたいと

思います。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 今村長が答弁されましたように、せっかくできた施設、本当に

今のままの現状、やはり皆さんが注目されてるんです。閉まっているから何も活用

していない。せっかく地方創生拠点事業ですから、やっぱりそこのところをしっか

りと認識していただければと思います。課長が言いましたように、地方版総合戦略

の創生事業の推進に当たっては、五つの柱を謳ってあります。自主性、将来性、地

域性、直接性、結果重視の５原則であります。村が企画立案した施設が想定どおり

結果を出しているかどうかを見分ける、見極めする機能は私たち議会にもあり、責

任もあるわけです。今のままの状況で運営していきますと、非常に、先ほど言いま

したように費用対効果とか採算性等が初期の目的から逸脱して、村としての責任は

大きくなってまいります。そうならないように、先ほど村長がおっしゃったよう

に、村の施設の物産館としてしっかりと行政も施設応援するし、勤める皆さんにも

呼び掛けるし、地元の管理組合ももう一歩突っ込んだ管理運営意識の醸成を持って

いただくように協議し、指導をお願いしたいというふうに思います。 

では次に、質問事項の３点目、子どもの命を守る万全の対策の必要性についてを

通告しています。今回、議員の皆様４名から社会的に問題になっている事案という

ことで質問の通告がなされております。「お父さん、暴力を受けています。先生ど

うにかなりませんか。」この言葉は学校で実施した秘密にするということのいじめ

アンケートの自由記載欄に書かれたものです。千葉県野田市小学４年生女児が発し

た秘密のＳＯＳ、助けてほしいと発した悲痛な叫びで、父親からの暴力、虐待を受

けて死亡した事件です。何とも痛ましいできごとでしょうか。私たち議員は３月１

０日、山江中学校の卒業式に参列いたしました。次代を担う３６名のたくましく成

長した威風堂々の姿は頼もしく、これからの日本、村を背負い、夢と希望を持って

大きく成長してくれることを心から願ったところです。改めて、その羽ばたいて行

く姿を見たとき、父親の虐待で亡くなった小学校４年生女児の尊い命と重ね合わ

せ、１人の未来ある幼い命を奪った悲しい事件のむごさ。暴力虐待から子どもの命
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を守り保護する対策の必要性を強く感じたところです。そこで、この小学４年女児

の虐待死事件を受け、教育委員会としての教育長の率直な所感を伺います。 

○議長（秋丸安弘君） 藤本教育長。 

○教育長（藤本誠一君） 今申されましたとおり、私も同じような考えをもっておりま

すけども、絶対こういうことは繰り返してはいけないということは強く思っている

ところでございます。今回の場合にいろいろ連携のあり方等が非常に問題になって

いるところでございますけども、まずは山江村の子どもたちをどう守るかというこ

とをまず私は最優先に考えました。そのためにしっかりと学校、それから教育委員

会、福祉課、児童相談所との連携の強化をもう１回見直そうということを思います

し、まずはやはり命を守ることを最優先というような考え方で、しっかり虐待から

守っていきたいなということを強く思っております。また学校だけではなくて、や

はり家のこともありますので、家庭教育のあり方ですね、これをもう１回見直す必

要があるのかなと、しっかりとそういう家庭教育のあり方も考えながら、村Ｐ連、

そういう組織もございますので、しっかりそこと連携を図りながら家庭への支援、

これ支援も必要だと思いますし、啓発、こういう面からもしっかりやっぱり取り組

んでいく必要があるのかなと思っているところでございます。そういうふうにし

て、各機関との連携、それから家庭への支援、そういうのをしっかり繰り返しなが

ら、絶対これは山江村からそういう事件を出さないように、子どもたちの命を守る

ことを最優先ということで取り組んでいきたいと思っておりますし、またもう１点

は、やはり国のほうにも、先ほどありましたように虐待防止に向けた法整備、この

あたりもしっかりやっていただければありがたいなと思っているところでございま

す。よろしくお願いいたします。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） よろしくお願いしておきます。 

通告しています２点目の本村における現在の対応、連携状況については、先ほど

森田議員から質問がありましたので、割愛させていただきます。 

近年、全国で子どもに対する身体的、心理的虐待や育児放棄などの相談件数が急

増しているというような報道がありました。県内でも児童虐待相談件数が増えてい

ます。その背景にあるのは、家庭が複雑多様化した今、子ども時代の愛着関係の記

憶に乏しい親たちが子育てに苦悩し、孤立し、閉じこもり、時には虐待に走ると言

われています。そのような家庭の姿を確認することの重要さ、ＤＶ、ドメスティッ

クバイオレンスなどの事実や子どものＳＯＳサインを見逃さず、その事実を子育て

支援機関、医療機関、行政福祉機関が連携して、情報共有の強化を図り、他人任せ

でなく、日常的な業務体制から本気で虐待から救う、守るための対策が欠かせない
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のではないでしょうか。先ほど教育長が言われてましたように、国は虐待事案の緊

急点検や、守秘義務の徹底、児童相談所の体制強化など緊急対策を打ち出しまし

た。また児童虐待に関する法の整備の抜本的な見直しも動き出しました。わが村に

おきましても、今後の対策や連携について答弁がありましたが、この事案は今まで

の対応の仕方から一歩突っ込んだ子どもの命を守る、保護する万全な対策と覚悟、

これが必要と考えます。この点についてお伺いをいたします。 

○議長（秋丸安弘君） 藤本教育長。 

○教育長（藤本誠一君） それでは、お答えいたしたいと思います。 

今議員申されましたとおりと、私も全く思っております。まずはより早く家庭の

状況等をしっかりと把握しまして対応することが肝要かなと考えております。学校

におきましては、先ほど申し上げましたような対策を講じて、早期発見、早期対応

に努めているという状況でございます。そこで、来年度からでございますけども、

各学校も公務文書の中に児童虐待防止対策に係る担当者、これをまず位置付けて組

織的な対応を取っていきたいということで考えております。それから、やはり先ほ

どありましたように、子育てに悩んでいるということもございました。そういうこ

とも考えまして、保護者会等におきまして虐待防止に関する講演会、そういうのを

開催したり、それから主任児童委員さん、それから民生委員さんの方々、それから

学校にはコミュニティスクールというのがございますので、そういう組織あたりを

しっかり活用しながら、地域の人材の方のご協力をいただきながら、家庭教育支援

チーム、こういうのを立ち上げまして、虐待防止へ向けた取り組みを行いながら、

子ども、それから保護者、地域の方々から発生られますＳＯＳ、これをいち早くキ

ャッチして虐待の未然防止、それから早期発見、早期対応に万全を期してまいりた

いと考えてるとこでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 今教育長から学校には虐待等に対する担当を置くと、また、家

庭教育の充実を図っていくと、保護者や地域、家庭教育支援チームを作ると、本当

にこのような考えをしてもらっておりますので、この実施によってわが村から大切

な子どもへの暴力や虐待がないように、またあったときには、先ほど言いましたよ

うに一歩突っ込んで、これはやっぱり家庭やプライベートな問題がありますけれど

も、なかなか難しいですけれども、そこはやっぱり民生委員さんとかいろいろ児童

福祉の担当の民生委員さんもおられますから、いろいろ連携していち早くキャッチ

して早く対策を立てるということをお願いしたいと思います。大切な子どもの命を

守り、保護する万全の対策を関係機関連携のもとに構築していただくよう切望し

て、一般質問を終わります。 
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○議長（秋丸安弘君） お諮りいたします。ここで暫時休憩をしたいと思いますが、ご

異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。再開時刻を午後１１時２５分といたしま

す。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時１６分 

再開 午前１１時２５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） それでは、休憩前に引き続き再開いたします。 

次に、７番、秋丸光明議員より、１、カメ石、ワクズ石、ハナグリ石について。

２、太陽光を活用したソーラーパネルについて。３、温泉センターについて。４、

宿泊施設ほたるについての通告が出ております。 

秋丸光明議員の質問を許します。７番、秋丸光明議員。 

 

秋丸光明君の一般質問 

 

○７番（秋丸光明君） 議長のお許しを得て、７番、秋丸光明が一般質問を行います。 

カメ石、ワクズ石、ハナグリ石について質問いたします。これは新層地区にあ

り、昔は亀石部落とも言われ、東側の方は（ウラタ）とも言われていました。私は

水が流れる迫にカメが多くいて石が多いところだとしか思いませんでしたが、縁あ

りまして、カメ石を初めて見ることができ、すごい、本当にカメに似た大きな石が

そこにありました。ほかにも牛が座っているハナグリ石、ワクズ石等があります。

観光部会で整備、手すり、説明、立て看板をしてあり、カメ石からハナグリ石へと

通じる山道の整備をしてはどうかということでどうでしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） それでは、お答えをいたします。 

先ほど申されましたカメ石、ワクズ石、ハナグリ石ということでございます。こ

の三つの石につきましては、ご利益があるというふうに言われておりまして、今ま

では道路等が整備されておりませんで、なかなか身近に見ることができませんとい

うことでございました。この資源を地域の活性化に生かそうと１００人委員会の観

光交流部会の方々が整備をしていただきました。大変、皆様には感謝をいたしてる

ところでございます。本村では自然あふれる村の魅力を探してのんびり歩き、交流

を深め、フットパス事業を展開しておりますけども、今回、この三つの石の魅力を
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村内外の方々に知っていただくためにも、最近、新層奇石コースとしてフットパス

のコースに設定されたというところでございます。このコースを含めますと、本村

のフットパスのコースは５コースということになります。このフットパスは今月の

３月１７日に最初のフットパスが開催をされる計画であります。そしてまた２月に

観光交流促進協議会が立ち上がりまして、今後、この協議会を中心に新層の奇石を

パワースポットとした本村の観光資源の一つとして生かし、地域の活性化に努めて

まいりたいと思っております。この奇石コースのフットパスの実施につきまして

は、村といたしましても支援をしていきたいと思いますし、先ほど申されましたコ

ースの整備ということでございますけども、その整備、道路の補修につきまして

も、あまり人工的にするとフットパスのイメージ的にも崩れるというふうに思いま

すので、観光交流促進協議会の方々とも相談しながら、村としても一生懸命支援を

していきたいと思っております。道路の整備についても同じく支援をしていきたい

というふうに思っておりますので、ご協力をよろしくお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 秋丸光明議員。 

○７番（秋丸光明君） 山世の散歩、ウォーキング、フットパス、観光コースとして生

かされるかと思います。まだ見たこともない方は自然が与えた３大パワースポット

に行ってみてはいかがでしょうか。 

次に、太陽光を利用したソーラーパネルについて質問します。私は以前から山江

村体育館の屋根に太陽光発電を設置したらと南から見るたびに思っておりまして、

太陽光発電システム工事が始まるのを見て同じ考えだなと思うが、ある部分だけの

工事だけでした。やはり前面にソーラーパネルを設置するには相当な経費を伴うと

思われますが、再生可能エネルギーとして南側前面に太陽光発電システムを提案い

たします。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） それでは、お答えをいたします。 

この太陽光発電設備、体育館に設置してあります発電ですけども、災害時の避難

所としてしております山江村体育館の機能の充実を図るため、平成２５年度に県の

補助金を活用して設置したものでありまして、事業費的には約２,１３０万円とい

うことでございました。設置容量としましては、太陽光パネルが１０キロワット、

蓄電池が１５キロワットということであります。この容量は災害発生時の初期の救

援物資設備等が届くまでの時間、また避難された方々の携帯電話等による情報伝

達、いわゆる安否確認や夜間の明かりを確保し、避難生活の不安の解消を図るため

の必要最小限度の容量となっているというところでございます。体育館側の南側前

面にということでありますけども、現在の必要の最小限の容量でありますので、災
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害のですね、昨今の予期せぬ災害に備えまして事前に整備していくことは必要であ

るというふうには思っております。災害の活用ばかりでなく、今後再生エネルギー

としてもという意見でございますけども、必要な事業であります。体育館の屋根の

補強も必要となり、大幅な経費がかさみますので、山江村の総合エネルギー検討委

員会という委員会がありますけども、その中でも十分に今後のために協議していき

たいというふうに思っております。 

○議長（秋丸安弘君） 秋丸光明議員。 

○７番（秋丸光明君） 体育館の電気代の省エネにもつながると思いますので、予算が

伴うことですけど、よろしくお願いいたします。 

次に、温泉センターについてでございます。温泉センター、宿泊施設ほたると一

括してお願いします。３年前までは赤字で苦労されたことと思われます。現在はど

うなってるんですか。熱料代の高騰で経営が悪化した経緯があると過去に聞いたこ

ともあります。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） 株式会社やまえの収支状況ということでございます。

この収支状況につきましては１１月までしか監査が終わっていませんので、１１月

分までの数値についてはご報告をさせていただきたいと思います。まず売上でござ

いますけども、今年度ですけども、今年度が約１億３,２００万円ということで、

前年に対しまして１０１％、売上原価が約５,３００万円で前年度に対しまして１

２６％、売上総利益が約７,９００万円で前年に対しまして約９０％ということ

で、販売管理費が約８,０００万円で前年度に対しまして９８％ということでござ

います。１１月末時点では約９０万円の黒字経営ということでございます。前年の

同時期と比較しますと、前年の黒字の割合としましては前年に対しまして約１０％

ということであります。前年度は現時点では約９００万円ぐらいの黒字が計上され

てたということでございます。今後、今から昨年並みの売上とした場合、３月期末

決算では、昨年ほどではありませんけども黒字が計上できる状況と思われます。平

成２８年度は約１,０００万円、平成２９年度は約１,１００万円の黒字であります

ので、３年連続で黒字が計上できるものというふうに思っております。しかしなが

ら、累計ではまだ赤字ですので、しっかりとした経営策が必要であります。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 秋丸光明議員。 

○７番（秋丸光明君） やはり燃料のいらない手段を取らなければ、いつまでたっても

綱渡り状態が続いていくのではないかと思われます。宿泊温泉ほたるのほうはどう

ですか。温泉を楽しみに来られるお客さんのためにも努力をお願いいたします。 
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○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） 温泉ほたる亭ということだと思いますけども、どうで

すかということであります。３０年度としますと、平成２９年度の宿泊者数が約

４,０００人ということでありまして、これは去年の２９年度の４月から３月まで

ということでございますけども、３０年度につきましては、４月からまだ３月は終

わっておりませんので、２月末時点で４,０７３人ということでありますので、２

月時点で昨年度の宿泊者数を上回ってるということでございます。いろいろ宿泊者

に対するニーズもありますけども、しっかりとした宿泊者のためにも誘致を図るよ

うに一生懸命頑張っていきたいというふうに思ってます。 

○議長（秋丸安弘君） 秋丸光明議員。 

○７番（秋丸光明君） 以上で、一般質問を終わります。 

○議長（秋丸安弘君） お諮りいたします。ここで暫時休憩をしたいと思いますが、ご

異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。再開時刻を午後１時００分といたしま

す。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時３９分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） それでは、休憩前に引き続き再開いたします。 

次に、８番、中竹耕一郎議員より、１、取り巻く諸課題についての通告が出てお

ります。 

中竹耕一郎議員の質問を許します。８番、中竹耕一郎議員。 

 

中竹耕一郎君の一般質問 

 

○８番（中竹耕一郎君） それでは、午後一番ですけれども、議長のお許しが出ました

ので、８番、中竹です。一般質問させていただきたいと思います。 

先ほど来、児童虐待、いじめ等の対策について、いろいろ質問出ておりましたの

で、私も通告をしておりましたが、ほかの議員からの質問がありましたので、重複

する部分も多いということで、撤回をしたいというふうに思います。 

今日は、ところで質問事項は特別支援学級の今後について、それからもう一つ

は、いよいよ今年で地方創生の第１期が終わるわけですが、第２期に向けてどのよ
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うに担い手を育成、そして組織をどのように活用していくかという点、それからも

う一つは、高齢者専用集合住宅の必要性について、この３点について絞ってお尋ね

をしたいというふうに思います。 

本年度は特に国のほうは全世代型の社会保障の一環として子育て支援のほうに力

を入れるよう、政策を打ち出しているところでありますが、まさに少子化政策の最

たるものだというふうに思います。早速ですが、そのような中ですが、今回は児童

・生徒についてお尋ねしたいというふうに思います。現在、発達機能の偏りとか、

ケアが必要な身体障がいによる子どもたちがさまざまな状況で特別支援教育を受け

てるわけですが、何と全国では、その対象となる子どもたちが小中学校合わせてで

すが２０万人ぐらいおるというような話でもあります。とりわけ発達障害児につい

ては増えつつあり、今や１０人に１人の割合と言われているわけであります。要は

目の前の子どもにどのような支援をして、どのような学校生活を送らせれば、その

子たちの将来の幸せにつながるかというような素朴な観点からお尋ねしたいと思い

ます。一人一人の特性に合わせた方法で支援をしていくということは極めて大事な

ことだろうというふうに思います。生活や学習上の困難を改善し、また克服をして

いくために適切な指導がなされなければならないというのを通達は出ているわけで

す。そこで本村の場合も、それぞれ一生懸命お取り組みいただいてるところなんで

すが、現在の状況についてまずお尋ねをしたいというふうに思います。よろしくお

願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 藤本教育長。 

○教育長（藤本誠一君） それでは、お答えいたします。 

村内の特別支援学級の現状ということでございますけども、特別支援学級につき

ましては、先ほどお話がありましたように、障がいのある児童・生徒の自立、それ

から社会参加に向けた主体的な取り組みを支援するという視点に立ちまして、児童

・生徒一人一人の教育的ニーズを把握して、その持てる力をしっかり高めながら、

生活や学習上の困難を改善するため、あるいはまた克服するため適切な指導及び必

要な支援を行うというものでございまして、学級の種類といたしましては、知的障

がい、肢体不自由、それから病弱、弱視、難聴、それから自閉症、情緒障がいがご

ざいます。各学校で児童・生徒の実態に応じて設置をされているわけでございます

けども、本村のちょっと現状を申し上げますと、小学校でございますけども、小学

校に知的障がい児学級が１クラス、それから自閉症・情緒障がい児学級が２クラ

ス、それから肢体不自由児学級が２クラス、それで中学校に知的障がい児学級が１

クラスということで、計６学級の１６人の児童・生徒が現在学習に頑張っていると

いう状況でございます。 
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○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 今１６人の子どもたちが６学級ですか、一生懸命やってるわ

けですが、今後、この支援学級についての流れですが、増えていくような予想があ

るわけでしょうか。その辺お尋ねします。 

○議長（秋丸安弘君） 藤本教育長。 

○教育長（藤本誠一君） 今の件でございますけども、この特別支援学級は全校的に年

々増加傾向にございまして、人吉球磨の学校でもやはり同じような傾向にあるとい

うことでございます。来年度でございますけども、来年度の人吉球磨全体でござい

ますけど、７０人の児童・生徒が減少します。しかし、特別支援学級は１１学級の

増でございます。そういう状況になっております。そのため、学校によっては教室

が不足してきているというような状況がございます。本村の場合は幸い不足はして

おりませんけども。そしてまた本村では、来年度は中学校に新たに自閉症・情緒学

級の学級が新設をされるということでございまして、７学級の１７人の児童・生徒

となる予定でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 今から増えるというようなお話でありますが、まず、要は大

事なことは、その子どもたちにはもちろん生まれてきた責任はないわけですが、一

番マッチした支援策を探り出すのにどのような、山江の場合はいろんな教育支援の

協議会があるわけですが、その辺を使ってやられたと思うんですが、要は一番支援

する方のコーディネーターというか、支援教育のコーディネーターが一番大事だと

いうふうに思います。もちろんソーシャルワーカーも必要なんですが、その辺の組

織をどのように動かせているのか、そしてまた、そういう協議会がすでに何遍も行

われているのか、それがいつ、大体入学前にされているのか、その辺をお尋ねをし

たいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 藤本教育長。 

○教育長（藤本誠一君） 特別支援学級についてでございますけども、コーディネータ

ーが各学校に１名おります。それから、村に主任のコーディネーターが１名おると

いうことで、その主任をもとにまとめているということでございます。それから開

催につきましては、定期的に開催をしているわけでございますが、特に就学の子ど

もがおります１０月以前の９月に大体うちでは就学の子どもに向けた協議会を開催

している状況でございます。あとは定期的にやっておりますけども、大体、年３回

程度ぐらいやりながら、もう１年間を通した支援、就学だけではなくて１年間を通

した支援をやっていこうというような方向で今やってるとこでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 
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○８番（中竹耕一郎君） 一生懸命取り組んでいただいてるのはわかります。キーパー

ソンとなるコーディネーターですが、この先生は各学校に１人づついるわけです

か。そしてまた、この先生方は専門的な支援の教員免許状ももちろん持たれている

わけですか。 

○議長（秋丸安弘君） 藤本教育長。 

○教育長（藤本誠一君） コーディネーターにつきましては、教諭が務めるという形で

しておりますけども、その先生が必ずしも特別支援の免許を持ってるという先生で

はございませんで、まだなかなかそういう専門的知識を持っている先生は少のうご

ざいますので、担当の先生を各学校で選出しながら、その先生を中心に特別支援教

育を各学校で進めながらやっているということでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） なかなかコーディネーターとなる先生が配属されない面もあ

るわけですが、できるだけ県教委のほうにも要望していただいて、できれば各学

校、専門的な教育を受けられた支援の教育のコーディネーターが欲しいなというふ

うに思います。ぜひその辺お願いしたいというふうに思います。 

それから、今国のほうはトライアングルプロジェクトといいまして、いろんな面

で、要するに家庭とそれから教育と福祉と３者連携をして、さまざまな協議会を作

ろうというふうな話になってるんですが、山江村の場合、そのトライアングルプロ

ジェクトの地方版としてどのようなことを想定されてますか。 

○議長（秋丸安弘君） 藤本教育長。 

○教育長（藤本誠一君） 先ほどございましたトライアングルプロジェクトでございま

すけども、発達障害をはじめといたしました障がいのある子どもへの支援に当たり

ましては、行政分野を超えた切れ目ない連携が不可欠であると思っているわけでご

ざいます。教育と福祉の連携につきましては、現在、本村では学校と家庭、それか

ら人吉球磨の管内の指定放課後等デイサービス事業所というのが１４カ所ほどござ

いますけども、そこと連携を図りながら支援を行っているという状況でございま

す。さらに、学校教育委員会、それから福祉課、教育支援学校、こういうところと

も定期的に、先ほど申し上げました教育支援委員会を開催しておりますし、子ども

たちの情報共有やその支援のあり方等をその中でしっかりと検討しながら、どうい

う指導がいいのかということをしっかり検討した上で指導を行っているということ

でございます。今後もさらに、先ほどございましたトライアングルの家庭、教育、

福祉、このトライアングルでの連携をしっかり強化して、自立に向けた切れ目ない

支援をしっかりと行ってもらいたいということで考えてるとこでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 
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○８番（中竹耕一郎君） 切れ目ない支援ということをやっていただくわけですが、義

務教育を終了した後、高校の高等部に行くのか、今、実際、公立高校にはそういう

支援学級はないわけですが、その辺は高校に入ってからの何らかの支援策というの

はあるわけですか。その辺をお尋ねします。 

○議長（秋丸安弘君） 藤本教育長。 

○教育長（藤本誠一君） 義務教育終了後ということでございますけども、義務教育終

了後の進路支援につきましては、日ごろより進路指導の充実を図っているというよ

うなところでございまして、中学校におきましては職業体験、それから職業講話等

を行いながら自分の将来を見据えた職業についてしっかりと理解させながら、その

ために、じゃあどういう進路に進むのかということをしっかりと子どもたちに理解

させながら、しっかり細かく支援を行っているとこでございます。そして進学をす

る子どもがいるということでございます。本年度は特別支援学級の生徒が普通高校

に合格をしているといったところでございます。高校につきましては、高校の中に

は特別支援学級というのはございませんけども、高校に行きますと今度は特別支援

学校というのがございますので、それぞれの障がいに応じたその学校に進んで、そ

こで教育を受けるというようなシステムでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 特に高校ではないわけですが、支援学校のほうの高等部とい

うことになると思うんですが、そこではもちろんキャリア教育というか、卒業して

から仕事に就く、その仕事をやり遂げていく、そういうふうな支援ももちろん高等

部でされると思うんですが、まだ義務教育の段階ではキャリア教育はないわけです

ね。 

○議長（秋丸安弘君） 藤本教育長。 

○教育長（藤本誠一君） 今のお話でございますけども、義務教育の中では先ほど申し

上げましたような職業体験とか職業講話ぐらいはやっておりますけども、特別にそ

の子の障がいに応じた訓練といいますか、そういうのは実際はやっていないという

ような状況でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 特別支援学級にもそれぞれ委員会上げて一生懸命取り組んで

いただいてるところです。来年度１７人で７学級になるということでありますが、

前向きに考えて、移住定住促進という面からも、村長が言われてたんですが、鹿児

島からＩＣＴがいいから移住定住ができたというような話もありました。この辺も

支援学級についても山江らしい心配りを支援をしていただければ、もしもそういう

移住定住したいという人が増えていく面もあるのではないかと思います。ある面は
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移住定住でネックとなっているのは子どもの教育のことだというふうに思いますの

で、その辺も当てるポイントにもなるのではないかなというふうに思いますので、

ぜひ心配りのある支援の教育のほうをお願いしたいというふうに思います。 

次に、第２点目の質問に入らせていただきますが、最初申し上げましたとおり、

一応、平成３１年度で地方創生の第１が終わることになるわけです。さまざま過去

５年間にわたって総合戦略策定をされて取り組んできていただいてるところです

が、なかなか一朝一夕に、これは仕事が終わったということにはならないというふ

うに思いますので、いろいろ継続してやっていく必要があるというふうに思いま

す。課題は要するにこの地方がいつまでも持続するというようなのがポイントにな

ってるわけですが、実は、私はたまたま１月１日の朝日新聞見ておりましたら、エ

イジング日本という特集があったわけです。３０年後、今からいきますと２０５０

年頃の持続可能性について、今の日本の分岐点を人工知能で予測するとどういうふ

うになるかというのは予想が出きていたわけですが、これは京都大学のこころの未

来研究センターと日立製作所が共同で人工知能を用いて未来を予測したんですが、

今の状況をいろんな社会的要因をコンピューターの中にインプットして、将来の可

能性をはじき出したわけです。そしたら７、８年から９年後、ですから２０２５年

に一つの分岐点があると、分かれ道が。そこで持続するかしないかがそこで１回わ

かると。このまま都市集中型に進んでいって地方に進まなければ、もう要するに人

口は減ってしまうわけですから、地方はなくなるだろうと、持続困難だというふう

な記事であります。逆に、一極集中が減って地方に人口が流れてくれば、１６年後

にはもう１回分岐点があるんだというような話でした。ですから、今後は一極集中

ではなくて地方分散型に若者が今流れつつありますが、それが非常に有効だと、今

から若い人たちがどういうふうに動くかによって地域が残るか残らないかは決まる

んだという、そういうような話もありましたんですが、そういうことを見ますと、

非常に最近若者が地方に流れてくるというのがいい傾向だということに思うわけで

す。ですから、なるべく地方にも若い人を引っ張り込むというのが今から大事だろ

うと思います。それがおのずとこの山江村の持続性につながっていくのではないか

なというふうに思うわけです。そこで、過去５年間、一生懸命企画調整課あたりで

取り組んでこられましたが、現在、持続完了したもの、事業を完了した。それから

まだ継続中のもの、そういうもので一応大雑把でいいんですけども、実態を答弁願

いたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） それでは、お答えをいたします。 

山江村本村におきましては、平成２７年の７月に山江村人口ビジョン及び山江村
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総合戦略を作成をいたしております。１１月に策定をいたしております。人口ビジ

ョンにおきましては、２０６０年の本村の人口の推計値が２,０７４人というふう

になっておりますが、総合戦略に基づいた施策の実施によりまして３,０００人に

するということを目標にして計画を策定をいたしております。また、総合戦略にお

きまして、１、村の活力につながる雇用づくり。２、移住定住の促進。３、妊娠、

出産、子育ての希望をかなえ、笑顔の絶えない村づくり。４、安心な暮らしを実現

する村づくりの四つを基本目標として、その実現に向けて６２の施策を掲げており

ます。これまでに実施しました事業としましては、地域活性化地域住民生活等緊急

支援交付金事業におきまして、消費喚起と生活支援型事業といたしまして、まずは

プレミアム商品券の発行事業、低所得者向け商品購入助成事業、地方創生の先行型

事業といたしまして、山江村総合戦略策定事業、山江村地域仕事支援事業、山江村

地域自立支援事業、山江村総合情報化システム等構築事業、それと地方創生の拠点

整備事業としまして、日本遺産の活用を含めた合戦ノ峰地区に物産販売を目的とし

た拠点の施設を整備したところでございます。その他の地方創生に関連した事業と

しましては、山村活性化支援交付金事業、農村集落活性化支援事業、学校給食等食

材拡大モデル事業、山江村地方創生情報化戦略策定、東京大学との共同研究による

山江栗の現状調査研究などを実施しております。また、今もですけども、現在の進

行中としましては、地域づくり研究所や１００人委員会の運営、そしてフットパス

ツールの開発、移住定住促進ツールの作成などを今継続中でしておるところでござ

います。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 総合戦略作成をさまざまな事業に取り組んでいただいている

ところであります。今後も新しい別メニューで支援金とか交付金とかあれば、そん

なのを利用してもらってさまざまな地方創生に係る事業を推進していただきたいと

思います。 

ところで、どうも私、気になるというか、よくわからなくなってきたんですが、

もともと創生法は、「まち・ひと・しごと」というふうな法律の名前ですが、今ま

で５年間状況を見ておりまして、やっぱり最初「しごと」を持ってきて、「ひと」

を持ってきて「まち」と、そのほうがいいのではないかなと思うんです。仕事がな

いと人が来ない、人が来ないと村が活性化しないと、その辺の流れがあるんです

が、その辺は執行部としてはどのような認識をされてるのか、確認ではありません

が、一応認識をお尋ねしたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 
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○村長（内山慶治君） それでは、「まち・ひと・しごと」に対する考え方ということ

ですけれども、地方創生総合戦略の中で別名「まち・ひと・しごと総合戦略」と言

っているというふうに私理解しておりますけれども、その「まち・ひと・しごと」

が最初から町があって人がいて仕事があるということですから、言い方としては

「まち・ひと・しごと」で言いやすいんですけれども、どうも私自身も反対だろう

と、仕事があるからこそ人が集まってきて、人が集まるからこそ町が活性化できる

というような考え方でないと、なかなか考え方の流れとして、事業の組み合わせと

して間違ってしまうのではなかろうかということをずっと言ってきました。まず産

業を作りたいというのはいつも言っていることでありますし、雇用の場を作りたい

ということであります。それを主に栗を中心として今回は特用の林産物も始めたと

いうことでありますけれども、そういう事業を仕事しているということでありま

す。議員、先ほど第１期目が終わって第２期目がというような話だったんですけれ

ども、まさに第２期目のテーマは「地方創生わくわく地方生活実現政策パッケー

ジ」といいます。「わくわく地方生活実現政策パッケージ」という呼び方をしてま

して、完全に目的としているところは移住定住を目的とした地方創生のメニューが

国が示してきているということです。これは現在、地方から関東圏に３,４６３万

人流れているということだそうです。その流れを止める、またその逆のほうに流れ

を作りたいというようなことでありまして、一つは若者の移住、それから女性の移

住、高齢者の移住も視野に入れてありますし、外国人材の活用も入れてあるようで

あります。もちろん山江村の課題としては、まず若者をどうにかして移住してこの

地域にとどまらせたい。またＵターン、Ｊターン、Ｉターンで人を増やしたいとい

うことでありますが、そのためにはまず仕事が一番最初に来るんでありましょう

し、人の流れを作るという意味では、先般、観光交流促進協議会ができましたけれ

ども、その中で人が来て見て泊まって物を買って帰る仕組みをしっかり作っていけ

ればということを思っているところであります。いずれにしましても、地方創生、

冒頭言いましたとおり、何ら人口減少社会の中にあって東京への一極集中をどうに

かして地方分散させるという目的は一緒でありますが、第２期目に当たっては、い

よいよ具体的に田園回帰という言葉もありますとおり、具体的に移住を、また定住

を目的とした政策を、メニューを作りなさいということになっておりますし、また

それに向けて３１年度はしっかりと取り組んでいきたいと思ってます。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 今のは言葉の捉え方でお尋ねしたわけですが、いずれにして

もどちらも大事なことで、欠かしてはならないことだろうというふうに思います。

さて、そこで本年度も事業として予算計上されておりますが、いわば事業はまだ道
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半ばでありますので、今後、山江村をどう創生していくかと今話がありましたが、

やっぱり人材をどう育てていくか、そして、要するに担い手、それから運営する組

織をどのように作り上げて運営していくかということがネックになってくるのでは

ないかなというふうに思います。前から私思うんですが、せっかく地域づくり研究

所がありますから、そこを司令塔にしてよそから人を引っ張ってくる。例えば、東

京あたりから人材を紹介してもらうとか、もちろん協力隊もできるわけですが、そ

れも大事なことですが、地方にやっぱり人材を引っ張ってくる。そして、その人た

ちがうまくコーディネートしてくれると、その辺も一番大事だろうと思います。も

ちろん行政職員も担い手として頑張っていただくわけですが、なかなか仕事もしな

がらそこまで手は回らないと思うんです。今日は福祉の仕事、明日は教育の仕事、

それぞれ一人何役持っておりますから、なかなか業務的にはもう無理が来ると思い

ます。ですから、そういう若い人をよそから引っ張ってくる。そのような基本的な

流れが必要かなというふうに思うんですが、ここで地域づくりのインターン制度等

を作ってすれば、半年ぐらいかけて要請をしていく、そういう制度が必要ではない

かなと思うんです。それでもって人材を作り上げて、そのうちの何人かたまたま残

ったというような方法もいいかなというふうに思うんで、その辺、それから大学生

のゼミを誘致を図って、交流を盛んにするというようなことは考えておられません

か。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） 地域づくりインターンと学生ゼミの誘致ということで

ございます。地域づくりインターン制度は３大都市圏で生まれ育ち、地方の暮らし

を知らない世代の人が地方での生活体験をしてもらいまして、地域の生活の場と地

方を認識する機会を用意し、地域の特色を生かした暮らし、地域づくりへの取り組

み、地域産業等への体験や交流プログラムを提供し、地域のよさを知ってもらい、

地域の活性化やＵ、Ｊ、Ｉターンの促進を図る目的ということであります。これは

国土交通省が事業主体でしております事業でありまして、本村でも数十年前だった

と思いますけども、２名の東京の学生の方が、本村に約２週間ぐらいだったと思い

ますけども入られた経緯があります。そこで、その事業が２週間後の事業が終了し

た後も数年間は山江にまた足を個人で自費で運ばれて、地域の方々と交流するな

ど、山江村の魅力を大変気に入っておられたという実績もございます。都市部の学

生が地方をどのように考えているか、またどのような地方に魅力を感じるかなど、

フレッシュな感覚を持つ外部の目を通じて得られる提案は今後の施策の参考になる

と考えておりますので、地域づくりインターン制度の活用につきましては、今後、

前向きに検討をさせていただきたいというふうに思っております。 
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それから、学生ゼミの誘致ということでございます。この学生ゼミにつきまして

も、以前、熊本県の大学生が学生ゼミを本村で開催をさせてもらっております。こ

の２、３年はちょっとないと思うんですが、その中で地域の情報発信や地域の方々

との交流を通じて、地域づくりの研修をしてもらったという実績もございます。学

生は山江村をＰＲし、地方の魅力を伝えるという情報発信力が非常に優れておりま

すので、今後も学生ゼミの誘致についても前向きに受け入れたいというふうに思っ

ております。 

以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 最近、若者がどちらかと言いますと地方のほうに目を向けて

いるようです。ですから、ちょっと誘い水をかけてやるとか、言い方悪いですが、

そういうふうにしてやれば、案外うまくできるのかなという気もいたします。ぜひ

そういう機会を捉えてお願いしたいと思います。 

それから、もう一つは、今職員採用する場合、毎年１回共同試験で採用しており

ますが、これはどこもそうですが、途中でゼミ辺りに来た青年とか、それから東京

からも紹介してもらった青年とか、そういう若い者を山江でいろんな体験をしなが

ら勉強をしている子どもたちが、もしも、この子はいいなというふうなことがあれ

ば、中途採用とかそういうふうなことも考えていかれることはありませんか。イン

ターン事業制から中途で採用するというようなことは考えておられませんか。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） それでは、お答えいたします。 

「まち・ひと・しごと」が本当は「しごと・ひと・まち」なんだというようなこ

とを言いましたけれども、インターンにしろ学生ゼミにしろ、しっかりこの山江村

を知ってもらい、また山江の人とふれあってもらい、この村が好きになってもらう

ということがやっぱり第一にくるんだろうということを思ってます。その上で、生

業としてこの山江村に生涯暮らしていくんだというようなことを思っていただける

ならなおいいということでありますけれども、じゃあ、いきおい役場の職員でいい

のかということも含めて、その付近は考える必要があるのではなかろうかと思いま

す。先ほど仕事と申しましたのは、実は観光交流促進協議会も将来はこの全体を運

営できる、要するに法人として運用できる人材に座ってもらって、いわゆるビジネ

スモデルを作ってもらいながら、よそから来た人を山江村内を回し、お金が回るよ

うな仕組みを作りたいと、いわゆるＤＭＯというような形ですけれども、それを目

指していきたいというふうに思っているところであります。そういうところに自分

の仕事は自分で作るんだというような若者もぜひこの山江に訪れていただきたいと
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思いますし、そういうある意味では、山江村全体が変わっていくダイナミズムな仕

事を自分からやっていきたいというようなこともあるんだろうと思ってます。ま

た、そういう方の中途採用ですけれども、もちろん現在職員採用試験を行っており

ますので、一般職としての採用であれば、ぜひ山江村の一般職の採用試験を受けて

いただきながら、堂々と職員として入庁してもらいたいと思います。ただし、当

然、いろんな特別な専門的な知識、また物が必要なものもございます。従いまし

て、そういう専門的な職務に対する人材については、一般の公募だけでは集まらな

いんだろうということを考えておりますし、当然、そういう人材も将来的には必要

になるんだろうということを思いますので、そういう人材につきましては採用試験

に留まらず、広く人材を求めていければなと思っております。また、そういう都市

部から山江に移住して、その専門職を生かして役場でも頑張りたいんだという方が

おられるということであれば、またその人材がしっかりとした人材で、この山江村

の行政、また村民の方々の幸せづくりに対して有益だということで判断できるとす

れば、積極的に採用することもあろうかというふうに思っております。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 人材の確保についていろいろ答弁していただいたところです

が、今年は話によりますと、地域おこし協力隊についてはもううまく計画がいった

ということですが、以前、地域おこし協力隊として来てもらった方がなかなかうま

くいかなかったんですが、なぜうまくいかなかったか、自分たちもやっぱり検証す

る必要があると思うんです。１人孤立させてしまったのではないかなと、そういう

危惧もあるわけですが、本人さんの意思ではあるんですが、今回また新しく来てい

ただいて、地域おこし協力隊として頑張ってもらうということですが、その辺の配

慮もぜひ検証するというか、再度、また途中で終わるというようなことがないよう

に、最低３年間ぐらいはいけるように、やっぱり配慮していただく必要があるかな

というふうに思いますので、その辺もぜひよろしくお願いしたいと思います。 

では、最後の質問にいきたいと思います。最後の質問でありますが、非常に昨

今、先ほど話がありましたように、人口が非常に減っていく。特に高齢化した高齢

者という形が多いと思うんです。しかも、１人暮らしが増えてくるというふうなこ

とが予想されるわけです。そこで、今１人暮らしされてる方もいると思うんです

が、実態を、将来１０年後、２０年後、かなりで１人暮らしになるというような実

態がわかるようであれば、概数でも結構ですからお尋ねしたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 迫田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（迫田教文君） それでは、お答えいたします。 

６５歳の世帯でありますけども、平成３１年３月で３７０世帯のうち独居世帯の



 － 94 － 

ほうが１９７世帯となっております。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 独居世帯、これはいわば村の中心部であろうと、ちょっと離

れたところであろうと、合わせての数字だろうというふうに思いますが、どうして

も隣近所が少しずつ減っていくと、歯が抜けたように減っていくわけですが、そう

なると高齢者だけが取り残されたような状況が出てくるんです。そうなると災害時

の対応とか買い物の不安とか、住居環境が不安が付きまとってくるわけですが、で

きればもちろん住み慣れたところで住み続けたいというようなことは人情だろうと

思うんですが、しかし、ある程度この辺で、今ではありませんが将来に向けて合理

的な居住環境を準備する必要があるのではないかなというふうに思うわけです。し

かし、なかなか急々にはできないわけですが、要するに、周辺がいなくなって一人

暮らしになったと、じゃあどうにもできないという場合に、低家賃で住めるよう

な、できれば真ん中ではなくても年の地区の人々がいるところに低家賃で住めるよ

うな、そういう住宅の仕組みづくり、もちろん作るのはまだまだ先のことなんです

が、そういう仕組みづくりが必要だろうというふうに思うわけです。そういうふう

な住宅についても、規模にもよるでしょうけども、そういうふうなのに取り組める

ような補助制度というのはあるわけですか。制度があればお尋ねします。 

○議長（秋丸安弘君） 迫田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（迫田教文君） それでは、お答えいたします。 

高齢者を対象とした施設について、少しだけご説明いたします。自立状態の方を

対象とした施設と要介護状態の方を対象とした施設に分けられます。その中で公共

方と民間型があります。自立状態の方を対象とした施設ではサービス付き高齢者住

宅、健康型有料老人ホーム、高齢者向け優良賃貸住宅、高齢者専用賃貸住宅、シニ

ア向け分譲マンションなどほとんどが民間型であり、費用も高額です。また要介護

状態の方を対象とした施設では、民間型の場合、介護付き有料老人ホーム、住宅型

有料老人ホーム、グループホームがあります。また公共方では特別養護老人ホー

ム、介護老人保健施設、介護療養型医療施設、介護医療院、小規模型居宅介護、地

域密着型介護老人施設があります。議員が申されます高齢者専用住宅につきまして

は、自立度の高い元気な高齢者を対象とした施設かと思われます。現在、村で管理

している高齢者専用住宅はございません。しかし、可能な限り住み慣れた自宅や地

域で安心して暮らせる環境を整備する必要はあると思います。既設の公営住宅の改

善を行う場合は、必要に応じてユニバーサルデザイン化や高齢者の生活を支援する

機能を充実を図り、公営住宅の新設を検討する場合については、高齢者が安心して

生活できるような環境整備を推進しています。本村の高齢者人口は平成３４年まで
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前期高齢者が増加し、団塊の世代のすべてが７５歳以上の後期高齢者となる平成３

７年に高齢者人口はピークを迎えます。今後、独居高齢者及び高齢世帯が増え続け

ることが予想されます。村営による高齢者専用住宅は難しいかもしれませんが、民

間事業などによって設置、運営されている賃貸住宅も視野に入れながら、生活支援

の仕組みづくりを考えていきたいと思っています。今後とも地域で暮らす人たちが

お互いを助け合い、支え合いながら地域の絆を深め、ニーズ調査と合わせてより良

い方向性を満たして、住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、継続的な見守りの

充実を図ってまいりたいと思っております。 

以上で終わります。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 福祉制度によるそういうふうな住宅があるわけですが、それ

以外の要するに取り残された年の方が住めるというようなことを考えてたものです

から、場合によってはそういう住宅を民間の方がされたら投資をする、出資をして

やる方法もあるわけです。そのほうが民間の活用ということである面ではいいのか

もわかりませんが、それはまだまだ先の話だと思うんですが、そういうふうなこと

もやっぱり頭のどこかに入れて施策を組んでいかれるのもいいかなというふうに思

います。最近、景気の良くない話題が多いわけですが、地方にいるとまさに試練の

連続でありますが、そのときそのときに応じた的確な対応で、住民が安心していつ

までもずっとずっと暮らせるような村に仕上げていきたいということを考えます。

いろいろ課題は多いわけですが、ぜひ頑張っていただいて、そういう村にしていき

たいなというふうに思います。 

これで一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（秋丸安弘君） 次に、６番、谷口予志之議員より、１、村道及び作業道等の改

良及び維持管理について。２、台風２４号による河川への倒木処理についての通告

が出ております。 

谷口予志之議員の質問を許します。６番、谷口予志之議員。 

 

谷口予志之君の一般質問 

 

○６番（谷口予志之君） 議長のお許しがありましたので、６番議員、谷口より通告書

に基づき一般質問を行います。 

まず最初に、村道及び作業道等の改良及び維持管理についてというようなこと

で、３点ほど通告をしております。その中の村道大平戸屋線の改良計画について質

問をしたいと思います。村道大平戸屋線は大平集落から横手集落の上を通り、戸屋
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集落までつながる山田と万江を結ぶ重要な村道であります。そこで、この大平戸屋

線の延長、幅員、また通行状況や災害時の迂回路としての利用状況等がわかってお

りましたら、どのような状況か答弁を求めたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 清永建設課長。 

○建設課長（清永弘文君） それでは、村道大平戸屋線の延長及び幅員、通行の状況、

災害時の迂回路としての利用状況についてご説明いたします。 

村道大平戸屋線は延長が５,６８７メートル、幅員については約３.６メートル、

セメント系、アスファルト系で舗装された村道でございます。もともと村道として

管理しておりましたが、道路が未舗装であったため、平成１３年５月７日の議決を

経て林道に編入後、市町村営林道路舗装事業を活用し、全面舗装の整備を行ったと

ころです。さらに、平成２１年３月１９日の議決を経て、再度村道に編入し、現在

では村道として管理をしております。村道大平戸屋線は山田地区と万江地区を結ぶ

道路であり、災害時には緊急避難迂回路として整備進められましたが、急峻な山間

部の路線であることと、近年の集中豪雨により落石、路肩の決壊が絶えないため、

迂回路として使用する場合には道路の安全を確認後、使用している状況です。利用

状況につきましては、山田地区と万江地区を結ぶ生活道路としての利用のほか、道

路沿いにある森林からの木材の搬出などにも利用されており、大型車両の交通もあ

る状況でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 谷口予志之議員。 

○６番（谷口予志之君） 今答弁いただきましたように、大平戸屋線の路線延長です

か、約５.７キロというようなことで、かなり長い距離であります。大平集落から

戸屋集落までの道ということで、森林の尾根筋、上のほうを通る路線であります。

この路線に係る利用区域の中にはかなりの森林の資源があるかと思います。この路

線に係る森林の利用区域といいますか区域面積、またその中の人工林、スギ、ヒノ

キ等の面積や蓄積等についてはどのような状況になっているか答弁を求めたいと思

います。わかる範囲で結構です。 

○議長（秋丸安弘君） 新山産業振興課長。 

○産業振興課長（新山孝博君） それでは、お答えいたします。 

村道大平戸屋線沿線の森林資源の状況ということでございますが、議員が申され

ましたとおり、延長が５.７キロもあることから、沿線には相当な森林資源がある

と推測されます。わかる範囲でということでございますのでお答えいたします。当

時の旧林道台帳からの数値等で言いますと、利用区域面積は２１６.１４ヘクター

ル、人工林の面積は針葉樹、スギ、ヒノキ、１６５.６６ヘクタール、蓄積等につ

きましては、現在までを積み上げてみますと針葉樹５万９,７９１立方メートル、



 － 97 － 

広葉樹も入れますと９,５１７立方メートル、計の６万９,３０８立方メートルとい

った状況のようであります。 

以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 谷口予志之議員。 

○６番（谷口予志之君） 路線の沿線には答弁していただきましたとおり、スギ、ヒノ

キの人工林も１６５ヘクタールと、また蓄積も広葉樹も含めまして約７万立方メー

トルというような、かなりの森林資源が蓄積されていると思います。また、本年度

でしたか、山江村におきましても約３６ヘクタールの分収造林地を購入されており

ます。この購入された分収造林地を含め、この区域内の森林もかなり充実している

林分が多いような気がします。そのため、今後、間伐の計画や場所によりましては

皆伐というようなところも多く出てくるのではないかなというふうに思っておりま

す。木材価格が低迷している今日、いかにして生産コスト、また輸送コストを下げ

るかが大きな課題というか問題でもありまして、それによりまして立木の売買価格

に大きな影響を与えます。生産コストの削減につきましては、今は高性能の林業機

械があります。素材の搬送コストを下げるということでは、小さいトラックとかそ

れでは何回も往復しなければいけないというようなことで、現在では大体大型のト

ラックの運行が必要な感じがします。また、答弁にもありますように、通常の通行

や災害時の迂回路としても、また山田と万江を結ぶ路線というようなことでもあり

ます。この路線も急カーブなところもあり、今後木材搬送のため大型のトラック等

が通行する場合を考えますと、離合車なんかもかなり少ないのではないかなという

ふうに思っているところです。現にこの路線利用区域の中でございますけれども、

山田地区のほうの人工林の伐採が行われております。伐採されました木は山田のほ

うですから山田のほうに搬出したほうが距離が短く速いのですけれども、山田のほ

うへの運行が困難というようなことで、遠回りですけれども戸屋のほうに今搬送さ

れているのが現状でございます。このようなことから、この大平戸屋線はもちろん

ですが、それに接続する路線についてでも、今後の林業の振興とか山村集落の生活

環境の向上とか、災害時の迂回路としての通行の安全性を考えた場合、この急カー

ブとか離合所の増設が必要ではないかと考えますが、村としての考えはどうかお尋

ねをしたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 清永建設課長。 

○建設課長（清永弘文君） それでは、お答えします。 

カーブの改良や離合箇所の増設についてですが、村道大平戸屋線につきまして

は、現在、舗装が完了しているところですが、ご質問がありましたカーブの改良、

離合箇所の増設につきましては、大平戸屋線のほか接続する道路につきましても、
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災害時の迂回路や大型車両の交通も考慮し、施工可能な場所であるか、地権者の協

力が得られるところなのか、そういったところを検証しながら今後も検討していき

たいと思っております。 

以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 谷口予志之議員。 

○６番（谷口予志之君） 改良等についてはカーブの拡幅や離合所については、今後検

討をしていくというようなことでもございました。その村道等の改良等には地権者

の理解と協力が必要であり、急傾斜のところにつきましては、工事費も高額となり

ます。しかし、この路線を利用し木材の搬出等も現在されておりますし、重要な路

線でもありますので、現地等を確認いただきまして、早期に対応をされることに一

応期待をしたいというふうに思います。 

次に、今度は作業道ですけども、既設の作業道の維持管理についてというような

ことで通告をしておりますので、この件について質問をします。森林作業道ですけ

ども、森林作業道は間伐をはじめとする森林整備、木材の集材、搬出のために用い

られる道であります。昭和５０年代の中盤ぐらいから森林組合を中心に森林所有者

より委託を受け、補助事業等や自力により長年にわたり作設をされております。そ

こで、山江村内にどれだけの森林の作業道が開設されているか、これもわかる範囲

で結構ですのでお尋ねをしたいと思います。 

それと、既設作業道の中で開設後その目的、作業道を作るときには例えば間伐を

しますから何メートルの作業道を作りますとかいうようなことであるわけですけど

も、その目的を果たした路線の中に現在通行できない路線が多いような気もすると

ころです。通行できない路線数や延長等がどれだけあるか、わかっている範囲で結

構ですので、答弁を求めたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 新山産業振興課長。 

○産業振興課長（新山孝博君） それでは、お答えします。 

まず村内にどれだけの作業道が開設されているかという質問でございますが、作

業道の中には個人で開設された小規模な作業道等、数多くあることから正確な数値

は把握しておりませんが、熊本県が平成３０年度から作成した球磨川流域森林計画

の資料によりますと、記載されております作業道の路線数が２６４路線、延長が２

６万９,０９６メートルとなっておるようでございます。こちらにつきましては、

国・県の補助金を活用して、個人の管理組合、村などが事業主体となって開設した

作業道を主に記載されています。先ほど申しましたが、個人が森林管理のために開

設された作業道につきましては把握できないため、計画書には掲載されておりませ

ん。 



 － 99 － 

次に、既設作業道の中でということでございますが、通行できない路線数及び延

長はとのことですが、台風とか大雨などの自然災害により通行の支障のきている作

業道や森林の手入れがなされなくなったための管理されなくなった作業道などがあ

ると思います。災害に伴うものについては、各作業道の管理者等からの報告がない

ものは確認ができておらず、その中でも報告等により聞いているところでは、万江

地区の川平線の約２キロ、宇那川線地区にある登尾線、延長約３キロ、現在は途中

区間が倒木や崩土、路面崩壊等の災害により通行ができない状況にあると把握して

おります。村管理の作業道については、災害発生後の見回り時に発災が確認される

簡易なものについて、その都度通行できるように対応を取っております。手入れが

なされなくなったため通行ができなくなった作業道につきましては、近年の木材価

格の低迷や後継者不足、不在者所有者の増加などの社会的要因により、年々増加傾

向にあるのではないかと予想されております。このようなことから、路線数、延長

については実際のところ把握はできておりません。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 谷口予志之議員。 

○６番（谷口予志之君） 答弁をいただきましたように、既設の作業道については２６

万９,０００メートル、かなりあるようでございます。通行できない路線の把握に

ついてはいろいろな問題から把握はできてないというような答弁でございました。

作業道は先ほども言いましたように、森林整備や木材の搬出等を行い、健全な森林

を作り、水資源の涵養など重要な役割を担っております。また、先ほども言われま

したとおり、木材価格の長期にわたる低迷や後継者不足、林業従事者の高齢化等で

木材の生産活動が滞り、山林に出向くことがなくなり、作業道も利用しなくなって

きております。また、崩土や草や木が生い茂り通行できない路線も数あるというふ

うに思います。この通行できない作業道について、通行できるようにすることで今

後の林業の振興や有害鳥獣の捕獲等にもかなり優位になるのではないかなと思うと

ころでございます。また、本年度より森林環境譲与税というのが施行されます。そ

の譲与税を利用しての作業道の維持管理に対する助成なり補助なりができないもの

か答弁を求めたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 新山産業振興課長。 

○産業振興課長（新山孝博君） それでは、お答えします。 

維持管理に対する助成はという考えはということでございます。まず村の単独補

助事業として農林道及び作業道開設事業補助金として、ここでいう３戸以上の山林

所有者で申請し作業道等の開設をする場合、申請者自身が重機の借り上げや資材費

といった事業費に対して９割を補助しております。 
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維持管理に対する助成というような質問ですが、基本的には作業道の維持管理は

管理主体や個人で行っていただくものであり、維持管理に対する助成は現在考えて

おりません。 

森林環境譲与税の活用のことということですが、３１年度より開始される森林環

境譲与税においては、私有林における伐採、路網等の森林整備等に利用ができるよ

うになっております。こちらにつきましては広報紙等でお知らせをしております

が、新たに森林経営管理制度が３１年度から施行されます。これは森林管理が行わ

れていない森林について市町村が仲介役となり、森林所有者の林業経営者をつなぐ

制度であります。森林経営に適した森林は市町村が意欲と能力のある林業経営者に

経営管理を再委託でき、林業経営に適しない森林は市町村自身が管理できる制度と

なっております。この制度に取り組むに当たり、森林所有者の意向調査が必ず必要

となり、この意向調査や森林経営に適さない森林の管理に伴う経費に森林環境譲与

税が活用できることから、管理されなくなった森林における作業道についても管理

・整備できるような取り組みを作っていきたいと考えております。 

○議長（秋丸安弘君） 谷口予志之議員。 

○６番（谷口予志之君） 本年度より施行される森林環境譲与税、また森林経営管理法

ですか、これも同年度から施行されるわけです。そこで、２月か何かだったと思い

ますけども、山江村において山江村林業対策検討委員会というのが立ち上げられた

と思います。その委員会の中で森林環境譲与税の使途について検討されるのか、答

弁を求めたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 新山産業振興課長。 

○産業振興課長（新山孝博君） それでは、お答えいたします。 

先月立ち上げました山江村林業振興対策検討委員会のみではありませんが、森林

環境譲与税の使途として、使い方ですね、森林所有者の意向調査の実施、林業経営

に適さない森林管理に伴う経費、境界の確定、人材育成、担い手の確保等に森林環

境譲与税を活用していくことを確認していますので、今後は森林所有者等と一体と

なって、地域の実情に応じた森林整備等に係る管理、不十分な作業等々に対する支

援も委員会も含めたところで検討し、協議しながら対応策を考えていきたいという

ふうに思っております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 谷口予志之議員。 

○６番（谷口予志之君） 答弁いただきましたように、森林環境譲与税の使途は、私有

林における間伐とか路網等の森林整備に利用できるというようなこともあり、作業

道についても管理・整備ができるような取り組みを行うというようなことでござい
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ました。また、新たに立ち上げた山江村林業振興対策検討委員会の中でも検討さ

れ、対応策を考えるというような答弁であったと思いますので、今後、前向きな取

り組みに期待をしたいというふうに思います。 

次に、台風２４号による河川への倒木処理についてというようなことで通告をし

ておりますので、この件について質問をしたいと思いますけれども、この件は３番

議員の森田議員より同じような質問がされておりますので、違う視点から質問をし

たいと思います。被害の状況等につきましては、建設課長から答弁がありましたの

で、私は村内の森林に対する被害状況について質問をしたいと思います。 

昨年、発生しました九州を直撃した台風２４号は森田議員の質問や建設課長の答

弁のとおり、各地区に甚大な被害をもたらしました。村内の森林でも風の通り道と

いうか、そういう部分的には倒木が発生しているように見受けます。大規模な広範

囲に及ぶ倒木とか林地の崩壊等はありませんでしたけれども、場所によっては村内

において倒木が見受けられますけれども、村内の森林に対しどのような被害状況だ

ったか、わかっていたら答弁を求めたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 新山産業振興課長。 

○産業振興課長（新山孝博君） それでは、お答えいたします。 

平成３０年９月に発生しました台風２４号においては、村内の森林にもいたると

ころで被害が発生をしていると聞いているところですが、台風通過後、現地調査や

各箇所、森林組合等の被害状況を確認を行っていたところ、林道２カ所、屋形線、

亀谷線、作業道２カ所、湯原線、光の畑線で、台風によると思われる崩土や倒木に

よる通行不能が確認されましたので、通行できるように対応したところでございま

す。 

また、立木等の倒木については、議員が言われたとおり、風の通り道と思われる

ところが部分的ではございますが倒木が発生をしております。村有林でも部分的に

倒木はありましたが、大規模なものはありませんでした。民有林を含める、確定で

はございませんが、被害としまして１０ヘクタールから２０ヘクタール程度の倒木

があると報告をいただいてるところでございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 谷口予志之議員。 

○６番（谷口予志之君） 村内の森林に対する大規模な倒木とかはなかったというふう

なことで、それでも村内でも１０から２０ヘクタール程度の倒木があったというよ

うなことでございます。大規模な森林の崩壊とか倒木がなかったことは何よりだっ

たかなというふうに思っているところでございます。 

次に、河川への倒木の処理計画ということで通告しておりましたけれども、最初
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の森田議員の質問と重複しますので、この件については質問を取りやめたいと思い

ますけれども、最後に、この河川への倒木の処理が所有者でとの答弁であったかと

思います。河川への倒木は森田議員も言われましたけれども、奥地のほうに多く発

生しております。所有者の方は高齢化しており、風倒木を含め、河川内での倒木の

除去作業というのも技術が要りますし、大変危険が伴う作業だと思います。そのた

めに除去できずにそのままに放置されますと、倒木の下流域には数多くの橋梁等が

あり、梅雨時期の大雨により押し流され橋梁等にかかりまして橋梁の損壊とか堤防

等の決壊が心配されるわけですけども、何らかの対策が早急に必要ではないかなと

いうふうにも思ってるところですけども、村長はこのことについてどのようにお考

えかお尋ねをしたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） 河川へ倒れている倒木の処理についてということでありまし

た。これは森田議員のほうからも話があったところであります。実は区長会におい

ても２区の区長さん方から河川への倒木をどうにか処理してもらえないかというよ

うなことが来ております。まず災害に対しての村の対応ですが、まず人命を何とし

ても大優先させてもらいますし、それに伴う財産がどのような被害が起きたかとい

うことであります。その次に、管理をしております道路をはじめとした生活インフ

ラの災害の状況を調べまして、それに対する対応、お金がかかるような復旧につき

ましては、災害復旧事業により国・県の補助をもらうということであります。た

だ、もう人力でできるような倒木の問題は、本来なら道路に対する倒木問題はこれ

も所有者の方でお願いするということでありますけれども、まさにおっしゃったと

おり、非常に高齢化がも進み難しい問題もありますので、役場のほうから業者の方

々にお願いし、また地域の方々もそれぞれ自分の身の回りの倒木、竹を切ったり、

倒木を処理したりしてもらってますし、消防団も機動力を生かしながら総力を作業

していただいてるということでございます。ただ、当然道路でありますから、明日

からの生活に非常に不自由を来すというようなことでありますので、そこまではし

っかりしているということでありますけれども、河川への倒木については非常に難

しいなということを思っております。実は、私も山江村内の倒木の状況も実際確認

をしております。先般、相良人吉線の現地調査に行ったおりに、相良のほうからず

っと先のほうに萩のほう向けて道路を上がってきたおりに、そこの河川も相当倒木

が来てまして、これを処理してくれという要望も多分相良のほうにも上がってるん

だろうし、これは莫大な予算が要るなということも考えたところであります。従い

まして、おっしゃいますとおり、河川への倒木については二次災害を起こすような

ものでもあります。橋に触ったり、自然のダムを作ったりするというようなことも
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ありますので、非常にそういう危険性もあるというようなことも踏まえまして、た

だ、予算が相当かかるということもありますので、何とか河川管理者も含めて、国

・県へ同じような地域がいっぱいあろうかと思います。何かこの問題につきまして

ちょっと地域の市町村だけでなくて、大きな課題として捉えてもらえるように要望

をしてみたいというふうに思っておりますので、もうしばらくお待ちいただきたい

と思いますし、なかなか難しい問題でもありますけれども、いろんな方法で検討を

させていただきたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 谷口予志之議員。 

○６番（谷口予志之君） 今村長答弁していただきましたように、生活道路とかそうい

うのについた場合は地区とか村のほう、それぞれで協力しあいながら通るようにす

るわけですけども、河川については特にその時点では問題がないからそのままにな

るし、また先ほども言いましたとおり、「おどま切りきらんもん。」とか、そういう

ような感じでそのままになってる状況ではないかなというふうに思います。村長の

答弁の中でも今後いろいろと調査をしながら、また調べをしながら取り組むような

方向で進めていきたいというようなことでございましたので、対応されることの期

待をしまして、一般質問を終わりたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） お諮りいたします。ここで暫時休憩をしたいと思いますが、ご

異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。再開時刻を２時３０分といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時１８分 

再開 午後２時２８分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） それでは、休憩前に引き続き再開いたします。 

次に、１０番、松本佳久議員より、１、エネルギーの自給計画について。２、土

地利用計画について。３、役場新庁舎の建設計画を進めてはどうか通告が出ており

ます。 

松本佳久議員の質問を許します。１０番、松本佳久議員。 

 

松本佳久君の一般質問 

 

○１０番（松本佳久君） １０番議員、松本佳久です。通告文に従い、一般質問を行い

ます。質問は３点で、１、山江村のエネルギー自給計画について。２、住宅建設用
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地を確保するための土地利用計画について。３、役場新庁舎の建設計画についてで

す。答弁者はいずれも村長としており、順次質問をいたします。 

１点目のエネルギー総合自給計画について質問をします。山江村ではかねてより

山江中学校や山江村体育館等に太陽光発電装置を設置され、また、個人住宅への太

陽光発電装置設置補助金制度も創設されるなど、先進的な再生可能エネルギー政策

を進めておられます。そんな中で自然エネルギーの重要さに着目し、総合エネルギ

ー導入計画に取り組まれて、平成２８年３月３１日には、山江村総合エネルギー検

討委員会設置要綱を告示、翌日から施行されています。その第１条には設置の目的

として、国・県による原発依存からの脱却というエネルギー政策の転換の中、本村

においても自然エネルギーを推進していく必要がある。また、省エネ再生可能エネ

ルギーの有効活用及び地球温暖化対策を実行するために、山江村総合エネルギー検

討委員会を置くとしてあり、早速に検討委員会を立ち上げられ、各種の総合エネル

ギー導入に向けて着々と実践されていることは、来るべき新しい時代を先取りする

地方自治体の先駆的な政策として大変評価するところです。山江村では総合エネル

ギー検討委員会の提言を受けて、平成２９年度に調査費の全額が補助金というバイ

オガスエネルギーの調査研究を実施されていますが、これは焼酎粕や家畜糞尿等の

原料確保のめどが立たず、計画を断念しました。これに代わり、平成３０年度には

一般社団法人環境技術普及促進協会から１,５００万円ほどの補助金を受けて、そ

れを財源にバイオマスエネルギー導入の調査研究を実施しています。その結果、本

村の基幹的産業でもある林業のさらなる振興と、山江温泉ほたるの重油燃料削減を

目的として、木質チップボイラーの導入計画を進めておられるところです。この事

業を実施すれば、世界的に問題となっている地球温暖化防止対策にも効果があり、

二酸化炭素排出削減効果もあります。そこで、新年度予算には山江温泉への木質チ

ップボイラー導入に向けた一連のシステム作りのための予算５００万を計上されて

いますが、導入した場合の効果についてはどのように考えておられるのか、執行部

の答弁を求めます。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） エネルギー政策につきましては、国・県が進める施策

でありまして、本村でも豊かな自然が育む自然エネルギーの活用と省エネルギーの

推進を図り、地球温暖化に資するため山江村総合エネルギー計画を策定をいたして

おり、環境に優しい村づくりを目指しております。これまでさまざまな検討を行っ

てまいりましたが、今回、現在衰退状況にあります林業の振興策を図る目的も踏ま

えまして、林業の活性化、並びに山林保全策の一助となる間伐材及び森林に残って

いる木材を燃料とした木質バイオマスエネルギーの推進強化をエネルギー施策の一
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つとして掲げ、山江村総合エネルギー検討委員会で議論を行い、設備導入計画を作

成をしたところでございます。計画では比較的安価で、村内で加工が可能であり、

村の産業として伸びしろがある薪、同じく有事の際に近隣から調達可能であるチッ

プの２種類を選定をしたところでございます。検討委員会としましては自動運転が

可能であり、燃料を代替可能であるチップボイラーが適当であると結論に至ったと

ころでございます。設置箇所につきましては、災害時の指定避難所でもあります山

江温泉ほたるを候補地といたしております。効果ということでございますけども、

効果といたしましては、現在、山江温泉ほたるの重油代が年間約１,３００万円ほ

どかかっておりまして、この金額につきましては、ほとんど村外に支払われておる

という状況でございます。今回、導入することによりまして、山江温泉ほたるの燃

料削減費が約６２０万円、それとそこに生まれます雇用によります人件費とチップ

の調達費で約３７０万円、合わせまして地域経済効果は約９９０万円を見込み試算

をしております。チップボイラーを導入した場合には、導入費用としましては約１

億１,１００万円を見込んでおりまして、その３分の２が補助金ということでござ

います。補助残の３,７００万円につきましては、先ほども申し上げました燃料費

削減は年間約６２０万円ですので、１億１,１００万円の投資の回収年と年数とい

うことは約６年で回収するという試算をしております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） ３月定例議会初日に、山江村議会産業厚生常任委員会の横谷

巡委員長から阿蘇郡小国町研修の報告がありましたが、その研修の成果として山江

温泉に木質チップボイラーを導入した場合の留意すべき点についても報告されまし

た。例えば、木質チップを調達する方法や木質チップ製造工場を建設した場合の経

営の難しさ、山江温泉だけの利用ではチップ工場の維持、経費面の不安等もあるの

で、ほかの公共施設、民間施設、一般住宅等も視野に入れた対策が必要ではないか

などと報告されました。そこで、山江温泉へのチップボイラー導入を念頭に計画を

進めておられるようですが、原料の木質チップの調達についてはどのような計画な

のか。よそから購入するのか自前でチップ工場を建設するのか、どのように検討さ

れていますか。 

また、山江温泉へのチップボイラー導入後、村内での普及についてはどのように

考えておられますか。例えば、すでに球磨郡内のビニールハウス農家でも木質燃料

ボイラーで加温するイチゴ農家もおられます。山江村の今後の課題として農家や一

般住宅への薪ストーブや木質燃料ボイラーの利用も進めるべきではないかと思いま

す。 
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以上の点について執行部の答弁を求めます。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） 質問の原料の木質チップの調達方法はどういう計画な

のかということでございます。この木質ボイラーの導入に当たっては、今から計画

を進めていくということでございますけども、経費の削減だけではなく、林業振興

の面からも計画を立てていくということでありますので、今の調達方法にしては山

江村内の木材の調達を考えているというところでございます。 

それから、ということはチップ工場、工場というそういう大きな想定ではありま

せんけども、チップにする機械の購入も考えてるということでございます。 

それから、村内での普及についてはということでございますけども、近年地球温

暖化や環境に優しいクリーンで再生可能なエネルギーへの関心が高まっており、環

境志向が高まり、また省エネ暖房器具として注目を浴び、最近薪ストーブユーザー

が増加している状況でございます。また施設や農業用ハウスで使用されてる重油ボ

イラーをバイオマスボイラーにすることによって、地球温暖化防止及び省エネ対策

にもつながります。今後、再生可能エネルギー推進のためにも薪ストーブ、そして

バイオマスボイラーの設置を推進していきたいと思いますし、ニーズが高まってき

ましたら、設置に対します支援も検討をしていきたいというふうに思っておりま

す。いずれにしましても、やっぱり調達方法が一番の課題というふうに思っており

ますので、しっかりした計画のもとに推進をしていきたいというふうに思っており

ます。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 林業振興の意味からもそんなに大きくはないけれども、村内

にチップ製造機のようなものを購入したいというような答弁ではなかったかと思っ

ております。それは山江村の発展のためにもぜひ進めるべきであるし、そしてこの

地球温暖化が今いろいろな、例えば想定できない雨とかいろんなことにも関わって

きますので、ぜひ前向きに進めていただきたいと思います。これはフリップにする

暇はありませんでしたが、最近は地球温暖化の影響がどんどん大きく出てきて、例

えば動植物も大絶滅時代の到来とか、このようなことも報道されております。その

ようなことからも今回の取組みは大変良いことだと思っております。 

それでは、そのような地球の将来を考えたときに、先ほど来、答弁があっている

木質バイオマスエネルギーの導入、利用に加えて、そのほか太陽光であるとか、水

力であるとか、風力とか再生可能エネルギーの獲得もとても重要だと思いますが、

山江村としてエネルギー自給の村を目指す考えはないか、執行部の答弁を求めま

す。 
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○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） 山江村としてエネルギーの自給の村を目指す考えはな

いかということでございます。議員おっしゃるとおり、将来を考えたときに再生可

能エネルギー獲得は非常に重要な施策だと認識をいたしております。今後、エネル

ギー問題は原油価格の高騰化などが懸念される状況が予測されますので、さらなる

省エネルギーの推進、再生可能エネルギーへの転換が必要ということでございま

す。山江村の豊かな自然を生かし、環境や景観の調和を図りながら、安心安全で、

かつ持続可能なエネルギーの導入に向けて協議し、将来は山江村のエネルギーはす

べて村内で賄えるような国や県のエネルギー施策と連携しながら、地産地消エネル

ギーで持続可能な社会を目指していきたいというふうに考えております。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 今回の一般質問では答弁者はすべて村長にお願いしておりま

すので、村長にも質問いたします。まず先ほど来、担当課長が答えますように、将

来は地産地消のエネルギー自給の村を目指したいとのことでありましたが、山江村

のエネルギー自給計画について、村長はどのようにお考えでしょうか。その答弁を

お願いしたいと思います。 

それから加えて、私たちは原子力発電によるエネルギー獲得政策からはできるだ

け早く撤退するべきではないかと私は考えております。東日本大震災は８年前の３

月１１日に発生しました。ちょうど３月議会のこの時期には東日本大震災関連の特

集ニュースもとても多いです。それを見ますと８年が経過しても復興は遅々として

進んでいないように見えます。中でも福島第一原子力発電所の近隣自治体では人口

減少が激しく、また住民アンケートでも将来も帰りたくないと答えられる人も多い

とのニュースもありました。今でもまだ村に帰れない地区もあります。そのような

中で各政党のエネルギー政策を比較してみれば、どの政党も再生可能エネルギーの

比率を増やすとか、水素社会の実現を目指すなど、クリーンエネルギーの実用化推

進には同じ方向を向いているように見えます。でも大きな違いがあるのは原発政策

です。私が調べたところでは、自民党、幸福実現党以外は原発ゼロを掲げていま

す。公明党は原発の新設は認めず原発ゼロを目指すとしており、立憲民主党は原発

ゼロを１日も早く実現させるため、昨年３月９日に原発ゼロ基本法案を賛同する共

産党、社民党、自由党とともに国会に提出しています。今、山江村は総合エネルギ

ー検討委員会を設けて、未来のあるべきエネルギー獲得の方法を模索されています

が、村長は山江村エネルギー自給計画についてどのように考えておられるのか。そ

れと、原子力発電からの早期撤退についてどのように考えておられるのか、答弁を

求めます。 



 － 108 －

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） ではお答えいたします。 

課長が最後、「地産地消エネルギーで持続可能な社会を目指していきたいと思い

ます。」というような答え言いましたけれども、これは課長の考えではなくて、山

江村総合エネルギー検討委員会の考えです。ということでご理解をいただきたいと

いうふうに思いますけれども、まさに総合エネルギー検討委員会では木質バイオマ

ス、太陽光、水力、風力等の再生可能エネルギーを使いながら、熱と電気、両方か

ら自立をしようというようなことを考えております。バイオガスの計画が断念した

ということをおっしゃいましたけれども冒頭に、断念はしておらずにしっかりバイ

オガスのエネルギーも引き出しにしまっている。というのは、焼酎粕を使って熱を

使おう、それから電気を発電しようという計画であったわけですけれども、その焼

酎粕が、実はまず焼酎粕が思ったように手に入らないということがありました。そ

れは焼酎組合のほうで焼酎粕の処理場を持っておられますので、どうしてもそちら

のほうに搬入しないといけないという決まりがあるということであります。ただ、

海洋投棄が現在焼酎粕できませので、１万３,０００円のお金を使って焼酎粕は１

トン当たり処理をされている状況でありますから、それより安い金額で処理できる

ということであれば、当然、山江のほうに持ち込めるということにもなりますし、

その焼酎粕が持ち込めさえすれば焼酎粕だけではなくて、家畜糞尿も必要でありま

すけれども、バイオガス事業を復活するということでありますので、そういう総合

的な形で熱と電気の面から自給を目指していきたいということを考えているところ

であります。もろもろありましたけれども、特に電気の自給ということは、ＦＩＴ

という電気を売って一つの企業を作るのではなくて、自給ですから電気を作って山

江村内に配電できないか、九電の電気網を使ってというようなことも考えておりま

す。現在、いわゆる化石燃料といわれる石油、それと原子力も含めてですが、で発

電される電気に対して山江村から３億５,０００万のお金が外に出ているという状

況です。それを自分のところで熱と電気を持つことができれば、３億５,０００万

以内でできるということであれば、実は山江村民の電気料が下がる。所得を上げる

ということと同じような効果が出るということでありますので、そういうことも含

めて今後検討をしていくということになるわけであります。 

最後、原子力の考え方でありますが、原子力の考え方は国策としてそれぞれの政

党の意見がありますので、そのことは言及しませんけれども、日本のモデルを目指

しますと言った人吉新聞が実は第１面で出ました。これが再生エネルギーの総合エ

ネルギー検討委員会を開始しました。これは平成２８年の９月５日の新聞でありま

すが、そのときに私が言っているのが、原発もしくは化石燃料もＣＯ₂ 削減として
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の化石燃料からの代替エネルギーとして豊富な山江村内の資源を活用したエネルギ

ーを確保し、住民の暮らしを豊かに実現したいというようなコメントをしておるわ

けであります。またそのことがまさに原発に頼らない日本のモデルになる。各政党

がいろんなことをおっしゃってますけれども、そういうことではなくて山江の施政

としてしっかり自然エネルギーで自立できるような村を目指していきたいという方

向を向きながら、今エネルギー検討委員会進んでいるところであります。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 総合エネルギー検討委員会各位の結論等も尊重しながら、そ

して今、村長が申しましたように、日本のモデルともなる、そして村民も幸せにな

る、豊かになる、そのようなエネルギー政策の展開をお願いしたいと思っておりま

す。 

それでは次に、２番目の山江村の土地利用計画について質問をします。山江村の

村営住宅は大変人気が高く、ありがたいことに入居希望の待機者が常におられま

す。宅地分譲についても以前に本城の森２８区画が分譲販売され購入者が住宅を建

設されているところです。現在も堂園地区の３区間が販売中です。今年の２月６

日、議会総務文教常任委員会では玉名郡玉東町の研修に行き、本議会初日に西孝恒

委員長からその報告があったところです。その中の宅地分譲について報告を申し上

げますと、玉東町では第１期、１１８区画のうち１区画は駐在所用地として熊本県

に貸し付けてありますが、ほかの１１７区画は平成１７年度から１０年間で完売、

私たちが見せてもらったときはニュータウンのように整然と真新しい住宅が並んで

いました。第２弾として９区画も完売されており、第３弾の２９区画は新年度ので

すけど、今年の１０月に造成完了予定というのに、１月１０日から受け付けたら、

もうすでに私たちが行った２月６日には１３区画の契約が成立済みでした。山江村

でもこのような政策が必要ではないかと思うわけですが、まず山江村全体を見直し

しての宅地開発が必要ではないかと考えますが、執行部ではどのように考えておら

れるか答弁を求めます。 

また、村内には空き家も増えつつあります。空き家バンク事業や空き家改修事業

もなかなか進まないようですので、もし所有者が希望されれば、山江村で購入して

解体し、整地して宅地と売り出すような考えはないか、これも答弁を求めます。 

３番目に、農地を宅地として開発するには、農業振興地域の整備に関する法律、

農地法等クリアしなければならないことがたくさんあります。農振地域の除外はな

かなか難しいということもわかっています。ですが、現在は産業振興課長である新

山課長が議会事務局長だったときに研修した富山県舟橋村では、あらゆる手段を使

って１０年ほど努力をされた結果、広い範囲での農振地除外が実現し、お隣の富山
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市のベッドタウンとして立派な村づくり、まちづくりをされておりました。そうい

うことから考えますと、きちんとした村づくりの方針と土地利用計画があれば、難

しい農振地の除外も、あるいは実現可能ではないかと思うのですが、執行部ではど

のように考えておられるのか。 

以上の３点についての答弁を求めます。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） まず１点目のご質問でございます。山江村全体を見直

して宅地開発が必要ではないかということでございますけども、住宅、宅地政策は

定住化の重要な施策でもありますことから、住宅整備や分譲住宅、空き家の活用な

どは必要と考えております。住宅の造成につきましては、宅地として活用できる村

有地が少ないということから思うように整備が進んでおりませんでしたが、今年

度、堂園地区に３区画でありますけども分譲地の造成を行い、現在入居者の募集を

図っておるところでございます。山江村全体を見直しての対地開発がということで

ございますけども、総合戦略の基本目標に移住定住の促進ということでございます

ので、取り組みの方法につきまして、空き家の整備、公営住宅、宅地分譲整備、移

住定住者への支援、情報提供とありますので、今後もこの戦略につきましては推進

していきますし、全体見直しにつきましての宅地開発につきましてはクリアすべき

法的な課題もございますので、今後の検討課題とさせていただきたいというふうに

思っております。 

それから、２点目でございます。空き家を購入して宅地として販売する考えはな

いかということでございます。村内の空き家につきましては平成２６年度に調査を

しているところでございまして、空き家が１１２件、山田地区６５件、万江地区が

４７件ということでございます。目立った損傷がなく利活用が見込める物件が３０

件、一部修繕をすることで活用が見込める物件が５０件となっており、利活用が見

込める空き家は８０件ということであります。その後の調査は実施しておりません

が、空き家自体は増加傾向にあるのではないかなというふうにも思っております。

それを受けまして、平成２６年度に山江村移住定住促進委員会を設立をいたしまし

て、空き家及び空き家の利活用の情報提供をいただいてるというところでございま

す。所有者には相談がありますと空き家バンクを紹介しておりますけども、登録件

数はごくわずかというところでございます。所有されてる家屋を売りたい、貸した

いと考える方はいらっしゃいますが、大切な財産であるとともにクリアしなければ

ならない問題もあるかと思います。現在、山江村では空き家の改修につきまして

は、改修費の２分の１で上限１００万円を補助する制度を設けておりまして、ぜひ

この制度を活用していただきたいというふうにも思っております。今後も不動産事



 － 111 －

業所と連携しながら、村内の物件と購入希望者のマッチングも現在も進めておりま

すけども、今後も進めていきたいと思いますし、それでも難しく村で購入してほし

いということでございましたら、村の今後の施策に基づきまして購入と購入後の利

活用につきまして、検討させていただきたいというふうに思っております。 

それから３点目でございます。きちんとした土地利用計画を立てて農振除外を進

める考えはないかということでございます。農振地区につきましては、おおむね５

年ごとに見直しが行われるということでございまして、平成２９年度がその見直し

の年でございました。今回の見直しにつきましては、住宅に介在している土地とか

川辺川利水事業の変更計画に伴う土地を除外としたところでございます。除外の要

件につきましては五つの要件がありまして、議員がおっしゃられるのは、変更に係

る土地を農用地等以外の目的に供することが必要かつ適当であって、当該地以外に

代替可能な土地がないことということに宅地開発としてはこれに当てはまるという

ことでございます。人口減少、定住促進の施策としまして、さまざまな取り組みが

考えられますが、この中で宅地分譲、宅地造成、分譲住宅及び公営住宅の整備も一

つの重要な施策ではあるというふうに思っております。具体的な事業計画につきま

しては、今回見直しの際にあらかじめ農振地の除外として許可の協議が可能であり

ますし、定住促進は本村の重要な施策でもありますので、この施策に対しまして

は、農振地の除外を進めるに当たって分譲地、住宅地の計画につきまして、具体的

な土地、山江村の土地利用計画を立てて進めていきたいというふうに思っておりま

す。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 平成２９年度に見直しがありました。その報告を３０年６月

に製本にして私たちもいただいておりますが、この平成２９年度の農振地除外地域

は、そのほとんどが川辺川地区の対象地区だった山林、あるいは傾斜地であったと

思います。結構面積は広うございました。それをこの中からどこそこ拾い読みして

みますと、山江村の集団的農地は５８８ヘクタールを確保するものとするとしてあ

ります。これは水田、畑、それから栗園等であろうかと思います。その中で③住宅

地についてというところがありますが、それは土地区画整理事業などによる居住環

境の整備を図る。それから、上下水道等の施設に隣接する場所であって、集落に介

在する土地への誘導を図るなどとなっておりますし、また先ほど説明がありました

農用地区域の設定方針、ここにも方針が書いてありまして、ア、現況農用地につい

ての農用地区域の設定方針。本地域にある現況農用地５９０ヘクタールのうちＡか

らＣの該当する農用地で、次の地域の農用地約４３７ヘクタールについて農用地区
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域を設定する方針であるとしてあります。その４３７ヘクタールはどこかと言え

ば、Ａ、集団的に存在する農用地。これは１０ヘクタール以上の集団的な農用地。

Ｂ、土地改良事業またはこれに準ずる事業の施行に係る区域内にある土地。もう少

し下までありますが、そしてＣ、Ａ及びＢ以外の土地で農業振興地域における地域

の特性に即した農業の振興を図るため、その土地の農業上の利用を確保することが

必要である土地。これらのことが合わさって農用地区域４３７ヘクタールを設定し

てあるんだと思います。しかし、「ただし」があります。ただし、Ｃの土地であっ

ても、Ｃの土地というのは農業振興地域のために農業上の利用を確保することが必

要である土地、このＣの土地であっても次の土地については農用地区域に含めない

とあり、（Ａ）集落区域内に介在する農用地で、山間部においては団地規模がおお

むね１ヘクタール以下の農用地。（Ｂ）自然的な条件等から見て農業の近代化を図

ることが相当でないと認められる農用地。（Ｃ）中心集落の整備。これは中小企業

の誘致とか住宅の建設だろうと思いますが、中心集落の整備に伴って拡張の対象と

なる農用地。これらのところはただし書きでＣの土地であっても農用地区域には含

めないというようになっているようでございます。そこで、次の大幅な見直しは５

年後になるんでしょうか。それに向けて、この付近は宅地でいいんじゃないかと

か、そのような土地利用計画が必要ではないかと考えております。基本構想の中に

も宅地の確保については若干触れてはありますが、それをよく読みますと耕作放棄

地等を考えたような政策になっているようであります。もちろんそういうところの

利用も考えなければなりませんが、改めて村全体を考えて、この農振地域の条件に

も合うようなただし書きなども活用した、この付近は宅地としても整備していいの

ではないかなと、そのような計画を今から進めるべきではないかという質問をして

いるんですが、いかがでしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） 農業整備地区の議員も持っておられた計画書ですけど

も、この農振の除外というのは村がもちろん申請はしますけども、許可は県がする

ということでありまして、では実際にはどういう計画が具体的な計画がありますか

ということが一つの条件というふうになります。それで、その計画が先ほど申され

ました山江村土地利用計画に今後５年間の計画がちゃんと載ってるということであ

れば、その辺は和らぐというふうに思っておりますので、その辺も踏まえて、農振

地も今いろいろな補助制度を農業のほうも持っておりますので、果たしてそこを除

外した場合、今度は今まで来てた補助金がもらわれないという可能性もありますの

で、その辺はちゃんと精査しながら土地の利用計画については慎重に進めていきた

いというふうに思ってます。 
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○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） 要は宅地の確保からそのような話になってるということを感じ

てますが、山江村の土地の面積ちょっと調べております。田んぼが２２０ヘクター

ル、１５４ヘクタールが経営面積です。畑が４１２ヘクタールある。合計の６３７

ヘクタールあるということですけれども、実は山林は４,９００あります。原野は

実は２,１３１ヘクタールということであります。こういう中において、やはり原

野を活用できないか、山林を活用できないかということを先にちょっと考えさせて

いただきながら、また農業振興地域、山江村、もちろん農業立村、林業立村をしっ

かり中心に据えながら、今後の土地利用計画というか立村計画やっていくべきであ

りますので、農振地域の１等地を最初に目指しながらそのように転換するというこ

とは最後の手段であろうかというふうにも考えております。いずれにしましても、

先進地も視察なさっていろんな研究もなさっているということでありますから、宅

地をどのような形で提供できるのかというのは大きな課題でもあろうかと思います

し、今後とも検討させていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 広大な山林、原野も含めたところで宅地の開発にも研究する

ということでございますので、ぜひ住みたいという人がいるからには、宅地を提供

して移住定住に結び付けていただくことが最善の村づくりではないかと思い、その

ようにお願いいたします。 

それでは、３番目の質問をします。３点目の質問は役場新庁舎の建設についてと

しております。今は「時代の駅むらやくば」と命名をされ、農村レストランなどに

利用されている旧山江村役場庁舎は昭和１２年に建設され、昭和５５年まで多分４

３年間山江村役場庁舎として利用されてきました。赤い屋根瓦とピンクの外壁な

ど、昭和１０年代建設とは思えないとってもモダンで素敵な木造２階建ての建物で

す。その後、山江村役場庁舎は現在のこの場所へと引越ししたわけですが、ここは

旧繊維工場の２階建て寮を改築して役場庁舎へ模様替えした建物です。数年前には

耐震工事も実施し、また会計室などに雨漏りもしたために屋根の防水工事もしまし

た。新年度の予算には非常用電源新設工事も７,０００万円ほどで計画されていま

す。よその町の例でも、例えば、今は合併して宇城市になっていますが、合併前の

三角町役場も相当古い木造の建物でした。先般、総務文教常任委員会で研修した玉

東町役場も古い学校校舎を利用してありました。私は山江村の先輩方が中古の建物

を改築されて役場庁舎として長く活用されてきたことや、近年の耐震工事の実施な

ど、時に応じて安くて安全な建物を利用してこられたことは誇りにさえ思っていま

す。ですが、こちらに引っ越してから約４０年が経過しており、今が新役場庁舎建
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設の検討を始める時期ではないかと思います。１０年後、１５年後になるかわかり

ませんが、その頃の新庁舎建設を見据えて、新しい役場庁舎は日ごろから村民のよ

りどころともなり、また災害の際には避難所ともなって、さらに防災センターなど

の役目も果たせる山江村にふさわしい新庁舎建設の検討をそろそろ始める考えはな

いか執行部の答弁を求めます。 

○議長（秋丸安弘君） 白川総務課長。 

○総務課長（白川俊博君） それでは、まず本村の役場庁舎を含みます公共施設ですけ

れども、施設の長寿命化を図るため、山江村公共施設等総合管理計画に基づき、施

設の管理計画を行っております。この公共施設等管理計画は、本村の財政負担を軽

減、平準化し、現有する公共施設等の適切な配置を実現するために長期的な視点で

公共施設の更新、統廃合、長寿命化を計画したもので、平成２８年度に策定したも

のでございます。計画書の策定に当たっては、建築物において各施設の健全度の調

査と緊急度の調査を行い、施設改修または更新時期の目安としてランク付けがされ

ており、その健全度、緊急度を調査したものでございます。役場の庁舎につきまし

ては、議員申されましたように公共施設耐震診断、耐震改修を促進する取り組みか

ら、本村の耐震改修促進計画に基づきまして、平成２２年度に建物の耐震化工事、

それから平成２７年度に防水工事も済んでいることから、調査の結果、健全度、緊

急度Ｂランクという位置づけをされておりまして、全体的に健全であるという結果

でございました。また、防災の拠点施設等の拡充としまして、平成３１年度、先ほ

ど議員申されましたが、非常用電源設備の設備計画を計画しておりまして、さらに

充実した役場庁舎の整備を進めていく計画でございます。ちなみに、例えばですけ

れども、現在の箇所に新庁舎を建て替えするのであれば、すべての機能を設け住民

サービスを行いながら業務を進めなければなりません。仮庁舎の建設経費などもか

かりますし、また現庁舎の取り壊し経費、それから新庁舎建設などの経費、膨大な

事業費がなると考えられます。以上のことから、先ほど申しました調査結果をもと

に、今後も継続して定期的に点検を実施し、劣化状況を把握し適切に修繕更新を行

い、施設の長寿命化を図っていきたいと考えているところでございまして、現在の

ところ新庁舎の建設は考えていないところでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 今、山江村は活発に新しいことにも取り組み、財政的にも新

しい分野への投資も必要なことだろうと思います。子育て、あるいは高齢者、そし

て道路、橋梁、また栗の振興とかそれぞれに投資をされておりますし、おそらく執

行部の考えとしては村民の生活が第一、村民の暮らしをまずよくするんだというこ

とで、役場庁舎は後回しにしてでも、あるいは修理をしてでももう少し待ってから
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という考えだろうと思います。そのようなことで、ぜひ財政等もよく考えながら本

当にいつ頃必要なのか、あるいは修理でいくのかを検討していただければと考えて

おります。 

日本国憲法第１５条２項には、すべて公務員は全体の奉仕者であって一部の奉仕

者ではないとあります。また憲法９９条天皇または摂政及び国務大臣、国会議員、

裁判官、その他の公務員はこの憲法を尊重し、擁護する義務を負うとありますの

で、村長をはじめ役場職員各位が憲法や法令を遵守して日々職務に励まれることを

期待しております。 

歴史学者イスラエル人のユヴァル・ノア・ハラリさんの研究によれば、宇宙が誕

生した太古の始まりはおよそ１５０億年前で、地球の誕生は５０億年前だそうで

す。その地球上に生命を持つ有機体が誕生したのが５億年前、人とチンパンジーが

分かれて人類の祖先が誕生したのが５００万年前、そして２０万年前には私たち人

類の共通のご先祖様であるホモサピエンスが東アフリカに出現したとされていま

す。５,０００年前には貨幣も出現し、２,５００年前にはペルシャ帝国やインドで

は仏教の誕生、２,０００年前にはキリスト教や漢帝国、ローマ帝国も誕生してお

ります。さらに進んで５００年前には大航海時代が始まり、地球全体が単一の歴史

的領域となり、資本主義もスタートしております。２００年前には産業革命が起こ

り、一方では先ほども申しましたが、一部の動植物の絶滅も始まっております。そ

して今日では、人類は月にもその足跡を残し、２０１４年１２月に打ち上げられた

日本国の小惑星探査機「はやぶさ２」は今年の２月２２日に小惑星「リュウグウ」

へ到達し、サンプルを採集するところまでになりました。順調に進めば２０２０年

末に太陽系誕生の解明を期待できるサンプルを持って地球に帰還するとのことで

す。このように時代は一瞬も止まることなく進んでいますが、長い歴史に思いをは

せるときに、進化するというか生き残るということを考えますと、それは強いもの

が残るのではありません。環境に適応したものが生き残るということを私たちに教

えてくれているように思います。これからの未来がどのようになるのか予測は難し

いところですが、人類はこれまでの経験をもとにＡＩなど人工知能も駆使しなが

ら、人々の暮らしが自由で平等、そして思いやりに満ちたよりよい社会の建設に汗

を流すのではないかと考えています。私たちも自分の背中に先輩方のご尽力の結晶

である歴史を感じ、人類の一員として微力を尽くすことが大切だと今は考えている

ところです。 

平成７年以来この２４年間、私は山江村議会議員としての活動を継続してきまし

た。これもひとえに村民各位のご理解とご協力のたまものであったと心より感謝し

ています。私は来月４月２１日投開票の山江村議会議員選挙には立候補しない予定
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ですが、これまで先輩議員各位や同僚議員各位のご指導に対し、心より感謝を申し

上げるところです。すでに退職された職員を含み正規、非正規を問わず役場職員の

方々にも大変お世話になりました。時々は答弁しにくい質問や質疑もあったかとは

思いますが、山江村を愛するが故の発言であったとお許しをいただきたいと思いま

す。中でも歴代の議会事務局長や事務局職員の方々には大変お世話になりました。

事務局職員の献身的な協力がなければ議会活動を全うすることはできませんでし

た。初当選時の村長は今は亡き故久保田村長で、次いで内山村長、次に横谷村長、

そしてまた内山村長と大変お世話になりました。お世話になったすべての皆様に感

謝の念をささげ、一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（秋丸安弘君） 次に、５番、立道徹議員より、１、やまえ栗の生産について。

２、農林組合法人万江の里について。３、児童虐待防止についての通告が出ており

ます。 

立道徹議員の質問を許します。５番、立道徹議員。 

 

立道 徹君の一般質問 

 

○５番（立道 徹君） それでは、議長のお許しをいただきましたので、５番議員、立

道が通告書に従いまして一般質問をさせていただきます。 

まず、やまえ栗の生産についてですが、この質問は平成２８年３月にも行ってお

ります。３年経っておりますので、再度させていただきます。１９７７年、昭和５

２年に皇室献上栗に選ばれて以来、行政を中心に約４０年間、やまえ栗の振興とブ

ランド拡充のため努力をされてきました。当時は農協の集荷選果場が本村に１カ所

しかないということで、郡の市町村から大量の栗の出荷があり、本村でも最盛期の

出荷量が４００トンを超えました。やまえ栗はその品質の良さから東京、大阪の青

果市場では評判を呼び、その名が広く知られることになりました。しかし、１９９

２年、山江農協が球磨地域農協に合併され、球磨栗に混ぜられて出荷されるように

なり、やまえ栗の名称は市場から消えてしまいました。それから今日までやまえ栗

の復活とブランド拡充を目指し、さまざまな取り組みをされた結果、現在のやまえ

栗の生産高と生産農家について伺いたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 新山産業振興課長。 

○産業振興課長（新山孝博君） それでは、お答えいたします。 

まず、村内の栗の栽培面積についてでございますが、平成２９年度に村内栗農家

を対象にした聞き取り調査を行っております。栽培面積が約１２０ヘクタールでご

ざいました。次に、生産高についてでございますが、生産された栗がすべて出荷さ
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れているわけではありませんので、村が把握している出荷額に直近の熊本県出荷率

で割り戻す方式でちょっと計算をしております。まず農林水産省が毎年調査をして

おります果樹生産出荷統計の平成２９年産実績によりますと、熊本県は２,８８０

トンの生産量に対して、出荷量が２,６００トンでございました。この生産量に対

する出荷率が９０.３％ということでございます。 

次に、山江村の３０年度の出荷量はということでございますが、ＪＡ等とかほか

のとこにお聞きしましたところ、ＪＡが６５.９トン、それからその他物産館とか

村内の事業所等にお聞きしましたところ３５.４トンということで、合計しまして

１０１トン程度でございます。ただ、先ほど申しましたとおり、出荷率等の計算で

割り戻しますと、出荷に対する村の生産量は１１２トン前後ではないであろうかと

いうことで考えておるところでございます。また、生産農家につきましては１８５

名のＪＡ果樹研究会の会員も含め２５０名程度ではないかというふうに思ってると

ころでございます。 

以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） 生産高が１００トンを超えて、生産農家が２５０名程度という

ことですね。生産高を上げ、良質な栗を作りあげるためには担い手、後継者の育成

することが大切なことだと思います。今議会に提案されている未来へつなぐやまえ

栗条例、目的は先人が築き上げたやまえ栗ブランドを村民の声とし、やまえ栗を守

り、本村の特産品として振興することにより村の発展に資することとあります。こ

の目的達成に向けて今後の課題、また担い手、後継者について伺いたいと思いま

す。 

○議長（秋丸安弘君） 新山産業振興課長。 

○産業振興課長（新山孝博君） それでは、お答えいたします。 

今後の課題、後継者等についてということでございますが、２０１５年に行われ

ました農林業センサスによりますと農家数は約２５０戸であり、先ほど答弁をしま

した栗生産農家も同数であるため、村内の農家はすべて栗を生産されているという

ことになるということにございます。また、農業経営者を年齢別で見ますと７０歳

以上が全体の約６０％を占めており、人口減少に伴う担い手の高齢化が進んでいる

状況ということでございます。これが１０年先になりますと、このまま７０歳以上

の経営者が約８０％以上を占めると推測され、その結果、生産量の確保も難しい状

況が予想されております。今後、高齢化や担い手の問題がある中でこのような状況

を解消していく上でも、栗の生産組合や農事組合法人等への作業受託も含め、担い

手の確保及び若手担い手の育成に努めることも必要ではないかというふうに考えて
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おります。そのためにも山江村ではやまえ栗のブランド化の取り組みを行ってきて

おりますが、村長も以前申しておりましたとおり、ブランド力を維持、向上するた

めにはそれに比例するだけの生産量が必要不可欠であるということを言っておられ

ます。そのために、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の中でも３００トンの目

標の数値を上げて、栗の増産及び品質向上を目指しており、県やＪＡなどの専門機

関から剪定、改植、補植、圃場改良などの指導や支援を受けながら、また栗生産関

係者が共通認識を持つために、果樹研究会役員、栗指導技術員などを交えた栗生産

量拡大に向けた対策検討を行うため、「やまえ栗生産向上推進委員会」を立ち上

げ、関係機関と連携して反収を増やす取り組みを行ってきております。新植など栽

培面積を増やすための取り組みを行うことをまた今後も検討してまいりたいと思っ

ております。その取り組みの一環として秋に実施されております「やまえ栗まつ

り」では、近年主催者の予想を上回る、また特に若い家族連れの方が多く訪れられ

ております。やまえ栗の知名度や栗に対する消費者の関心が増していることを身に

染みて感じているところでございます。また、栗の品評会の実施や生産による直売

を実施することで、消費者の反応や消費者がどのような栗を求めているかを直に感

じることができ、生産意欲の向上及び品質向上に寄与するものと考えております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） 担い手のほうが大変な問題でありますけど、昨年は栗の加工施

設、ペースト機械も導入され、先般、私たちも現地視察させていただきました川辺

川造成団地に栗の新植事業をもらっておられます。３１年度も予算計上してありま

す。とても素晴らしい団地だと思います。この事業をやっぱり継続していただい

て、品質の良い栗ができるようと願っております。そしてまた、この新植事業が成

功できますようにお祈りし、そしてまた、この団地が山江村の観光資源になればと

思っております。 

栗の振興の関連性から海外販売戦略についての質問の許可をお願いしたいんです

けど、議長よろしいでしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） はい。 

○５番（立道 徹君） それでは、議長のお許しをいただきましたので質問させていた

だきます。 

海外販売戦略についてですけど、平成２９年、フランスのパリで開催されました

セボン・ル・ジャポンにやまえ栗を使った商品を出品され、本年度もシンガポール

に海外販売戦略のために人員を派遣されていますが、現在、フランスのパリとのや

まえ栗の取引状況、そして今回のシンガポールに派遣された目的と人員構成を伺い
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たいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） それでは、お答えいたします。 

海外戦略の件でございます。一昨年ですけども、やまえ栗のテストマーケティン

グということも含めましてフランスのイベントに参加しております。現地フランス

人もやまえ栗は大変好評ということでありまして、大いにやまえ栗のアピールを行

うことができたイベントでもありますし、海外進出の第一歩となったところでもあ

ります。取引状況ということでございます。まだフランスとの取引状況は現在して

おりませんけども、現在も取引につきまして商談中ということでございます。 

そしてシンガポールの派遣ということでございます。目的ということであります

けども、これはやまえ栗のブランディングの事業の戦略の一つとして、海外での流

通及びブランディングを日本国内でブランディングにつなげることを目的としまし

て実施した事業であります。やまえ栗を世界でもちょっと有名にするというのが一

番の目的でありまして、参加者ということであります。栗の生産者、村民の方と二

つの事業所、そして役場の職員、そしてブランド化の推進のため委託しております

コンサルの５名で参加をいたしております。この旅費等の経費につきましては、地

方創生推進交付金を活用しております。シンガポールは大変富裕層が多く、お金持

ちが多いということでありますし、日本への旅行者のリピーターが非常に多いとい

うことでもありますので、今後は現地での販路拡大も視野に入れながら、この旅行

者のリピーターをターゲットとしたブランド化の推進を図る計画でございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） ただいまの説明で派遣人員の中では利益を上げる中間業者が２

社いらっしゃったようですけど、本来は生産農家が潤うような海外販売戦略である

べきだと考えます。それは現在の栗の単価がＪＡの球磨栗の単価に足並みをそろえ

ているのが現状であり、例えば生産農家が単価が８００円、それが中間業者ではそ

の２倍近い単価で販売している現状でございます。そこで生産したやまえ栗は単価

が上がり、生産者の所得が向上し生産意欲が一層高まるような目的を持っての海外

販売戦略ができないかお尋ねします。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） では、私のほうからも答弁させていただきます。 

担当課長のほうはＰＲブランド化と言いましたけれども、今後は輸出を考えて十

分成り立つ事業になるというふうにも考えます。いわゆる関税がなくなりますと向

こうでの関税がかからないわけでありますから、こちらはもちろんかかりません。
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自由に農産物が日本にも外国にも行き来できるような時代がやって来るということ

になりますと、いいものであればしっかり輸出もできるし、逆に言うと、そのこと

によって山江の栗の単価が上がっていくというようなことにもなろうかと思いま

す。世界一のお菓子パティシエと言われておりますジャニス・ウォンさんという人

がおりますが、今回のシンガポールの出張のおりにジャニス・ウォンさんとも会っ

てきたという報告を受けました。また山江の栗が非常に優秀ということで、山江の

栗を使ったジャニス・ウォンさん、要するに世界一のパティシエ、新宿のバスター

ミナルの２階にジャニス・ウォンさんのお店が、これはスイーツのフルコースを出

すところだそうですけれども、そういう店があるわけでありますが、そういう試み

を実はしていきながら、要は、おっしゃるとおり生産者の所得を増やすということ

が第一義にありますので、そのための戦略の中での海外戦略ということをご理解い

ただきながら、また今後とも非常によそからやまえ栗を見直されるということは発

信力もありますから、そういうことも含めて増産も含めて取り組んでいきたいと思

ってるところであります。また、先ほどありました後継者の問題もありますが、実

は外から都市に住む人で山江の栗を生産してみたいというような人についてもちょ

っと募集をかけてみたいなということを思っておりますし、それは協力隊の形でも

いいかと思います。 

またもう一つは、これは果樹研究会の方の提案なんですが、役場職員で５０を過

ぎた職員で将来はこちらにいて何かをしたいという人には積極的に栗の栽培の講習

会といいますか、栗を栽培してもらうような素地を作ったらどうかというようなこ

とも提案をされてます。これは実は職務専念義務の違反率が抵触するわけでありま

して、その点についてはいろんなことをクリアしなければいけないという課題もあ

りますけれども、そういうことも含めて後継者の問題も対応していければと思って

おりますし、１丁目１番地は増産と品質向上による生産者の所得の確保ということ

でありますので、よろしくご理解をお願いしたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） 村長の答弁でありましたとおり、ちょっと後継者については明

るい兆しが出たような感じがいたします。せっかく川辺川の土地、造成団地あたり

も素晴らしい団地ですので、その辺も担い手がいないと、せっかく新設しても継続

できなかったら大変なことになりますので、その辺も後継者問題、大変ですけどよ

ろしくお願いしたいと思います。 

それでは、次の質問に入りたいと思います。地域を支える農業へ向け２０１７

年、平成２９年６月に農事組合法人万江の里が組合員４４名で設置されました。農

業の会社を設立し継続していくには、大変な努力が必要であると思います。そこで
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３点ほど伺いたいと思います。 

まず１点目は、現在の経営状況及びどのような事業に取り組んでおられるか。あ

くまでも行政のほうが支援される立場ですので、把握されてることだけで結構でご

ざいます。 

○議長（秋丸安弘君） 新山産業振興課長。 

○産業振興課長（新山孝博君） それでは、お答えいたします。 

農事組合法人万江の里の経営状況及びどのような事業に取り組んでいるかという

質問でございますが、まず法人移設への経緯でございます。平成２８年２月、万江

地区における集落営農等に関する実態調査を実施しまして意向をお聞きしておりま

す。その結果をもとに平成２８年３月に万江地区の農家の方々を対象に意見交換会

を３回実施しております。その実態調査の結果は、農地を所有している方の４割が

今後５年間継続して耕作ができない、もしくは耕作できるかわからないと回答され

ており、その約半数の農家が後継者がいないというような状況でございました。ま

た、意見交換会の中でも水稲の兼業農家の方が多いということでございましたの

で、今後の農業を考える上で機械の共同利用や作業受託、集落営農等の体制づくり

が必要であるとの意見が出され、万江地区全体でどうするべきか検討をしていくと

いうことになっております。このような状況を全体として解決する目的で、平成２

８年６月２４日に１９名の地区代表者による設立検討委員会を設立し、検討委員会

８回、役員会１１回、先進地研修４回、学習会、セミナー参加４回、アンケート２

回、地区の説明会、意見交換会７回を実施しながら検討を進められております。地

域の農地を守り利益の上がる農業を展開し、先祖が築いてこられた地域の文化を後

世に伝えていくことにより、組合員の共同の利益を増進する目的に平成２９年６月

２４日に農事組合法人万江の里が設立されております。 

現在の経営状況及び事業内容についてでございますが、平成３０年７月８日に開

催されました第１回総会資料によりますと、経営状況としては黒字経営となってい

るようでございます。また、事業内容については水稲栽培、大麦栽培、カボチャや

タマネギ、ハウス栽培等の野菜栽培にも取り組んでおられるような状況でございま

す。 

以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） 農業でやっぱり生計を立てていくには、田畑を遊ばせないこと

が重要であると考えますが、どうも現状を見ますとやっぱりそうでないように見受

けられております。田畑を有効に使用し、作物を栽培しなくてはいけないのではな

いかと思いますが、次の質問、２点目ですが、現在まで山江村、また県からの補助
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金はいくらぐらいいただいてるのか伺いたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 新山産業振興課長。 

○産業振興課長（新山孝博君） それでは、お答えいたします。 

現在までの補助金についてという質問でございますが、山江村の支援としまして

は、法人の運営補助金として平成２９年度に３００万円、平成３０年度に２００万

円、合計しますと５００万円の支援を行ってきたところです。また、熊本県の補助

事業の支援としましては、平成２９年度に法人立ち上げ費用助成として４０万、税

理士費用助成として１４万２,０００円、平成３０年度には税理士費用助成として

１１万８,０００円、それから機械購入補助として２１７万９,０００円、合わせて

２８３万９,０００円の支援を行っており、合計しますと７８３万９,０００円程度

の補助を行ってきているところでございます。 

以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） 現在まで７７０万ですか、３１年度の予算にも１００万計上さ

れておりますけど、これはあってはならないことですけど、万江の里がもし解散す

るとなった場合、補助金等は役員さんで返済するのか、わかるところまででいいで

すから、お答え願いたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 新山産業振興課長。 

○産業振興課長（新山孝博君） それでは、お答えいたします。 

まず解散した場合の補助金はということでございますが、熊本県及び山江村に合

計しまして７８３万９,０００円を現在補助をしておると先ほど申しました。村と

しては法人の解散は今のところないと思っております。もし解散された場合という

ことであれば、補助金交付の条件が変更となりますので、返還していただく可能性

も出てくると思います。しかし、万江地区の将来の農業を考えて、農地を希望を持

って守るために組合員が一丸となって設立された農地組合法人でございますので、

実際、作業等の担い手の不足の問題はあろうかとも思いますけども、人材の育成を

含め、今一度、全体で法人の営農について話していただいて頑張っていただきたい

というふうに村は思っているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） 絶対解散は、これだけ支援されて解散したらいけないと思いま

す。私も万江地区の住人でありながら、やっぱり陰ながら応援したいと思います。

万江の里の今後の経営目標、方針、課題について、わかるところでよございますか

らお願いしたいと思います。 
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○議長（秋丸安弘君） 新山産業振興課長。 

○産業振興課長（新山孝博君） それでは、お答えします。 

今後の経営目標、方針及び課題についてという質問でございますが、法人の経営

目標、方針でありますので法人のほうで検討されていることであります。村として

は答弁は控えさせていただきたいと思っております。村としては先ほど答弁をしま

した補助金による支援のほかにも、これまで毎月実施されている理事会へ同席させ

ていただき、経営目標、方針、達成に向けた情報提供等行っておりますので、今後

も要請があれば参加をさせていただきたいというふうに考えております。 

また、熊本県も連携しまして、支援のプロジェクトチーム会議を開催し、支援に

向けた検討をしておるところでございます。 

今後の課題としては、今まで以上に農地集積等を進め、農地の区画拡大による経

営の安定と効率化、将来に向けた機械購入等に係る資金計画といった月別の収支計

画を作成していただいて、早急な人材育成も必要であろうかと思っているところで

ございます。 

担い手がいないということから組織をされました万江の里も設立から２年目を迎

えておりますが、現在は理事さんを中心に活動をされておりますが、理事さんも平

日は本業をされながら週末等に法人の作業をされている状況でございます。農業で

食べていける儲かる農業の実現、地域の農業の担い手がおり、活力あふれる農業経

営、地域の特産を生かした商品、賑やかな地域の実現向け、今後も地域、組合員さ

ん一帯が地域の農地を守っていく活動を行っていただきたいと思っております。村

としても万江の里に期待をしておりますし、担い手問題、万江地区の農業支援の皆

さんと一緒に考えていきたいというふうに思っておりますので、どうぞよろしくお

願いしたいと思います。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） 地域を支える農業と素晴らしい立派なスローガンを抱えておら

れます。このスローガンに向かって、また未来へつなぐ万江の里を継続していく使

命もあると思いますので、会社経営が安定して経営が継続されることを期待してお

ります。 

最後の質問に入りたいと思います。最後の質問は児童虐待防止についてでござい

ますけど、先に答弁がありましたので質問は割愛させていただきますが、児童虐待

は早期発見が子どもの命を守るためにとても重要なことだと思います。２月２６日

の熊日新聞には、地域の見守りが非常に重要であると書かれております。特にこの

山江村は各小学校は地域の皆様との交流が盛んですので、情報等は伝わってくると
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思います。服がいつも汚れたまま、帰宅を嫌がる、顔によくあざがあるなど、子ど

ものサインを見逃さないように地域の皆様にもさらなる呼びかけをしていただき、

このような痛ましい事件が発生しないように「ほうれんそう」、報告、連絡、相談

の連携を密にしていただき、子どもの命を守っていただきたいとお願いし、一般質

問を終わりたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） お諮りいたします。ここで暫時休憩をしたいと思いますが、ご

異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。再開時刻を午後３時５５分といたしま

す。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後３時４８分 

再開 午後３時５５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） それでは、休憩前に引き続き再開いたします。 

それでは、次に、４番、西孝恒議員より、１、学校屋外や公園等の管理作業の状

況について、２、子育て支援事業についての通告が出ております。 

西孝恒議員の質問を許します。４番、西孝恒議員。 

 

西 孝恒君の一般質問 

 

○４番（西 孝恒君） ４番議員、西でございます。最後になりましたが、議長のお許

しが出ましたので、通告に従いまして一般質問を行います。よろしくお願いしま

す。 

本日の質問は、１、学校屋外や公園等の管理作業について、２、子育て支援事業

ほかについての２点であります。 

まず１点目の中で小中学校の屋外や運動場周辺の環境美化、管理状況、そして村

内の各公園やフットパスコース等の管理状況についてでありますが、これは村全体

が公園という本村の総合公園の構想の中に入るかと思いますが、それで今後の整備

の基本設計にも関わると思いますので、まず現在の時点で学校屋外の整備、そして

丸岡公園など点在する公園の管理状況についてお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 蕨野教育課長。 

○教育課長（蕨野昭憲君） それでは、お答えいたします。 

学校屋外の美化管理状況についてでございますが、快適な教育環境を実現するた
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めには、学校施設内外の環境を整備を推進し、環境美化に対する認識を深め、実践

していくことが大切であるというふうに考えております。村内の各小中学校の屋外

の環境美化につきましては、学校敷地内の除草、樹木の剪定、台風等によります倒

木の除去及び清掃、校庭内の除草など各学校とも年間に１０回から１５回程度作業

を実施しております。児童・生徒や先生方が安心して学習や体力づくりができ、そ

して快適な学校生活が送れますよう、環境整備に努めてるところでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） 丸岡公園の管理につきましては、これは委託をしてお

ります。３種類に分けて委託をしておりまして、一つは丸岡公園の除草と樹木の管

理、いわゆる剪定でありまして、除草を年６回、剪定を年１回とするものでありま

す。もう一つは農村広場の除草、清掃でありまして、除草を年に２０回、清掃を週

に２回以上とするものであります。もう一つは２カ所の公衆トイレがありますけど

も、そこの清掃でありまして、清掃を週に１回とするものであります。合計の委託

料としましては約６２０万ということで契約をしております。フットパスコースの

管理につきましては、予算的には計上はしておりませんで、私有地につきまして

は、住民の方々に協力をいただきながらして、村が管理すべき箇所につきましては

村がしっかりと管理をいたしております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） 今学校屋外、校庭について、また主に丸岡公園についてご答弁

をいただきました。その中で管理規約については３種類に分けて発注ということで

すが、これから春になりますと急に雑草が伸びますので、除草作業などの対策のや

り方など、作業に注意されている点などで簡単に結構ですがお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 学校と公園どっち。 

○４番（西 孝恒君） 学校からお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 蕨野教育課長。 

○教育課長（蕨野昭憲君） それでは、お答えいたします。 

除草作業についての管理状況ということであろうかと思いますが、村内各小中学

校の除草につきましては、基本的に学校用務員に依頼しております。危険な箇所が

ございますので、そのような除草につきましては、業務を委託して作業を行ってる

ところでございます。それぞれの学校につきましては、まず山田小が旧テニスコー

トの周辺、玄関前及び駐車場、校舎周り、茶畑などを年８回程度学校の用務員で除

草を行っておりまして、それから原則毎朝、児童や先生方で校庭や学級園などの草

むしりを行っております。万江小については、校舎周り、それから校庭の外周など
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年５回程度は学校用務員、児童につきましては掃除の時間や月に２回から３回程度

朝のボランティア活動時間に校庭などの草むしりを行っております。また、校庭の

外周の除草につきましては芝生がございますが、先生方も定期的に草刈り機による

除草を行っていただいております。それから山江中学校につきましては、同じく学

校周り、校庭など年１１回、学校用務員で行いまして、特に村民体育祭の前などに

はそのグラウンド使いますので、掃除の時間、休み時間などにグラウンドを中心に

生徒や先生方で草むしりを行っていただいております。また、急斜面の法面がござ

いますので、このような危険な箇所は先ほど申しましたとおり、年２回業務委託に

より実施しております。各学校とも５月の連休ごろ、それから夏休み期間中には児

童・生徒、先生方、それからＰＴＡも草むしりや草刈り機による除草を行ってると

ころでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） 丸岡公園の除草に対します対策についてということで

ございますけども、事故防止の面からもちろんですけども、作業員は常に作業に入

るときはヘルメットをすると、そして防護眼鏡を着用することということを義務付

けております。それから防除につきましては、薬剤の使用は事前に監督員と協議を

することというふうに義務をしております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） 教育委員会と、そして企画とそれぞれその特徴を述べていただ

きました。やはり安全第一で事前の協議は重要かと思います。 

では除草剤の使用についてですけども、特に化学物質過敏のアレルギーの子ども

さんの場合、健康被害は全国では学校で事例があるようですので、除草剤の使用に

対する考え方ですが、昨年の９月の定例会の中で除草剤の使用についてやや紛糾気

味に質疑がありましたが、そのときは一般会計決算認定のところでありましたの

で、質疑、答弁でしたが、急々なことであったと思います。そのときの御答弁とし

ては原則としてでしょうか、使わない方針のようでしたが、その後のお考えなどあ

りましたらお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 蕨野教育課長。 

○教育課長（蕨野昭憲君） それでは、お答えいたします。 

学校敷地内での除草作業につきましては、除草剤は使用しておりません。また今

後も使用しない方針でございます。安全性に問題がなく、悪影響をほとんど与えな

い除草剤もあるとも聞いておりますけども、散布することによりまして児童・生徒

や先生方の健康への影響、それから雨が降って土壌に入り込んだことによる学校周
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辺の農作物等への影響など、さまざまな被害が懸念されますので、基本的に使用し

ない方向で管理作業を行っていきたいと考えております。特にグラウンドにつきま

しては、時期によって雑草に覆われ、草取りも悪天候の日が続き、やっても追いつ

かない状況というのもございますけども、学校の子どもたちや先生方、そしてＰＴ

Ａの方々の協力を得ながら、学校施設の環境美化に努めていきたいというふうに考

えてるとこでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） 丸岡公園の管理に対します除草剤の使用につきまして

は、昨年の議員言われました９月の定例会でいろいろと議論をさせていただきまし

た。公園の除草剤の使用は自然環境保護の観点から好ましくはないというふうに思

っております。子どもから高齢者の方まで自由に憩えるスペースであることを十分

留意した上で、安心して利用していただける公園を維持していきたいというふうに

思っておりますので、管理の作業の際にも最大限の配慮を図って行っていきたいと

いうふうに思っております。よって、除草作業に対しまして村が管理する部分につ

きましては、除草剤の使用は考えておりません。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） ただいま学校内、そして公園についても除草剤は使わない方針

ということで理解いたしました。確認なんですけれども、では今後の山江村総合公

園計画の環境美化の中においても除草剤の使用については予定はないということで

よろしいでしょうか。お願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） 山江村総合公園についてということでございます。こ

の公園につきましては、一昨年に総合公園計画を作成しまして、今後この計画に基

づきまして事業を進めていくというふうにしておりますけども、村の管理する場所

の維持管理に対しましては、自然環境の保護の面と利用者の健康の面に配慮し、細

心の注意を払い管理していきたいというふうに思っておりますので、村の管理する

部分についての除草剤の使用は先ほど申しましたけども考えておりません。 

○議長（秋丸安弘君） 西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） やはりその予定はないということですね。除草剤の使用につい

ては、昨年の９月の定例会のときの様子を見られました一村民の方からも、その後

どうなったかと聞かれましたし、特に丸岡公園の場合は雨水や地下水が近くの薬師

谷を水源地とされている万江小学校を含みます神園地区や私たちの城内地区もその

薬師谷の恵みをいただいているところでありますので、それで除草剤を使わない方
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針ということは、本当に安全安心で美しい環境の村としてのイメージになるのでは

と思います。 

以上で最初の質問を終わります。 

次に、２番目の子育て支援事業についてであります。子育て支援関連につきまし

ては、私は以前、子ども・子育て支援新制度に関して質問いたしております。今回

は先月の２月６日、１日間で行われました総務文教常任委員会の先進地行政視察研

修に玉東町へ行ってまいりました。それで研修報告を初日にさせていただきました

ように、研修テーマは「移住定住促進」これにつきましては、先ほど松本議員から

も質問がありました。それから子育て支援、そして介護事業でありますが、その中

から主に子育て支援事業について通告いたしましたのでお願いします。 

まず本村における乳幼児から児童・生徒の歯の健康状態についてでありますが、

最近の健診結果について、熊本県内の統計調査結果などありましたらお願いしま

す。 

○議長（秋丸安弘君） 迫田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（迫田教文君） それでは、お答えいたします。 

まずはじめに、虫歯の主な原因は甘い飲食物、虫歯菌、歯の質の三つでありま

す。虫歯を予防するには甘いものを控え、歯磨きで虫歯菌を取り除き、フッ化物を

使って歯を強くすることの三つが大切と言われています。近年、歯及び口腔の健康

づくりが全身の健康の保持増進に重要な役割を果たしているということが明らかに

なってきています。健診の結果ということですが、本村の状況につきましては、県

内の統計によりますと虫歯有病者率は１歳６カ月児につきまして、平成２８年度は

５.４１％で４１位、平成２９年度は０％で１位でかなり減少しました。３歳児に

つきましては、平成２８年度は２３.４０％で１８位、平成２９年度は５４.５５％

で４４位、１２歳児につきましては、平成２８年度は７５％で４２位、平成２９年

度は６６.６７％で３８位でした。３歳児につきましては、乳歯虫歯の後発時期で

あり、年齢の増加とともに虫歯が増加する傾向であるということです。全国や熊本

県と比べると、まだ多い状況にあります。 

以上であります。 

○議長（秋丸安弘君） 西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） 昨年の６月ころの山江村保健委員会だより、一応ここにありま

すけども、歯の健康について山江村の状況が載っていまして、県内４５市町村全体

の中で一応１歳６カ月、３歳児、１２歳児と、そのときの統計調査ではちょっとワ

ーストのほうに入っておりましたが、それでちょっと意外でしたけれども、今回の

御答弁では大分改善しつつあるということのようです。玉東町の子育て支援の一環
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としまして、子どもの歯の健康状態は玉東町さんは県内トップの優秀な状況である

ことを聞きまして、これも驚きました。玉東町の児童・生徒数は小学校２校と中学

校１校で、合計４４０名ほどであります。山江村よりちょっと多いですけれども、

虫歯の状況はかなり違うわけであります。虫歯は自然に治ることはありませんか

ら、改善していくことが必須であると思うところであります。対策の一環として玉

東町ではフッ化物洗口をされているようですが、山江村もその点につきましては条

例の中に山江村フッ化物洗口事業実施要綱がありまして、その第１条に幼児期から

歯の健康維持及び増進を図るため、村内の保育園、小中学校におけるフッ化物洗口

事業の実施について必要な事項を定めるとありますので、本村における虫歯対策の

現状とフッ化物洗口の状況についてお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 迫田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（迫田教文君） それでは、お答えいたします。 

本村では乳幼児健診におきまして、歯の生え始めの虫歯の予防の意識付けを行う

とともに、フッ化物塗布の機会を設け、また虫歯に対する保護者の意識を高めるた

め、保護者に対する歯科保健指導や間食の与え方や歯磨き、仕上げ磨きの習慣の定

着を図っています。また、平成１３年度より村内二つの保育園がフッ化物洗口を実

施しております。小中学校に対しましては、平成２６年度から国の補助事業を受け

まして、希望者を対象に週１回、フッ化物洗口を実施しております。本村における

虫歯の有病者率は先ほども申し上げましたように低いところもありますが、毎年の

取り組みにより園児や児童・生徒の歯の健康状態は良い方向に向かっていると思い

ます。これらの取り組みの一定の成果として、少ない数値ではありますが減少傾向

にあります。しかし、全国や熊本県と比べるとまだ多い状況にあります。この状況

に対しましては、平成３１年度も予算計上をさせていただいております。また、子

育て支援事業ではありませんが、歯周病が大きく健康を左右することから、２０

代、３０代、４０代、５０代、６０代、７０代の方の節目の年に歯周病予防治療費

の一部を助成するなど、歯の健康の保持を図っております。歯と口腔の健康づくり

は食事や会話を楽しむことや全身の健康に影響すること、生活の質の向上や健康寿

命の延伸には欠かせないものであります。今後も乳幼児からの歯の健康の保持や増

進を図るため、栄養士、歯科衛生士による集団指導、保健師による個別指導、各保

育園や村内小学校、関係機関との連携を図りながら歯の予防に対する健康づくりを

今後も進めていきたいと思っております。 

以上であります。 

○議長（秋丸安弘君） 西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） フッ化物の洗口については先ほど小中学校でも平成２６年度か
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ら実施とのことでありますが、私は以前、２３年ですか１２月の定例会におきまし

て、実は国保医療費が高いことから本村の疾病分類１５位の中で１位の高血圧に続

いて２番目に多い歯周炎、歯周疾患などが本村が多いことについて質問しました

が、その中で３０歳から７０歳まで１０年ごとに歯の節目健診が、当時、人吉市で

はすでに行われていましたので、ぜひ山江村でもと提案をさせていただきまして、

現在では２０歳からですか答弁にありましたようにそのとおりに実施されておるよ

うです。このように大人になっても歯周疾患など多いということは、子どもの時点

で虫歯が多いことからも、やはりつながっているということを感じるわけでありま

す。幼児のころからの対策として虫歯の治療も必要ですが、先ほどご答弁にもあり

ましたように、虫歯を作らないための予防というのはもっと大事かと思います。 

次に、各種子育て支援事業についてですが、玉東町では実施されている事業の中

からですけども、新生児聴覚検査費用助成や各種予防接種助成、それからチャイル

ドシート貸し出し、また教育支援訪問事業など玉東町の支援事業の部分的なところ

でございますが、これに対して本村の状況などお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 迫田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（迫田教文君） それでは、お答えいたします。 

少子化や核家族化の進行、地域社会の変化など子どもや子育てをめぐる環境が大

きく変化する中で、家庭や地域における子育て機能の低下や子育て中の親の孤独

感、不安感の増大に対応するため、地域における子育て、親子の交流の促進や子育

て相談など、子育ての不安感等の緩和、子どもの健やかな育ちの支援を行っていま

す。 

新生児聴覚検査費用助成についてですが、本村でも行っております。新生児の聴

覚障害の早期発見のため、医療機関で実施される聴覚検査に対する費用、検査１回

につき７,０００円を上限とし公費で負担しております。そのほかに新生児マス・

スクリーニング助成を行っております。これは生後４日から６日目の赤ちゃんが受

けることのできる大切な検査です。採血により先天性の病気がないかを調べること

ができます。早期に発見し、適切な治療を行うことで病気の発症や重症化予防が可

能となります。検査１回につき７,０００円を上限とし公費で負担しております。 

各種予防接種助成についてですが、４種混合、麻しん、風しん、日本脳炎、結

核、ヒブ感染症、小児用肺炎球菌感染症、子宮頸がん予防、水痘、Ｂ型肝炎の各種

予防接種助成を行っております。 

チャイルドシートの貸出しについてですが、本村ではチャイルドシートの貸出し

は行っておりません。しかし、チャイルドシートの購入助成は行っております。補

助金の額は当該チャイルドシート購入経費の２分の１以内とし、１件当たり１万円
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を限度とし、１世帯で２台まで補助金を受けることができます。 

教育支援訪問事業についてですが、本村では赤ちゃん訪問を行っています。これ

は生後２カ月以内に保健師及び保育士が訪問し、赤ちゃんの健康状態、お母さんに

子育ての不安はないかなど、訪問活動を行っています。子育て相談として健診の場

を活用したり、直接電話や役場で相談を受けたり、心と体の成長のサポート、子育

てのさまざまな悩みを相談できる場を作っており、必要に応じて心理士などの社会

的サポートへつないでいます。また０歳から未就学までのお子さまと保護者、妊産

婦を対象に、毎週水曜日に子育てサロンを実施しております。これは乳幼児とその

保護者が集い、親子で遊ぶ機会や子ども同士、保護者同士で互いに交流し、子育て

に対する相談の場を提供しております。そのほか「すこやか子ども医療助成」や

「こんにちは赤ちゃん祝い金」、「インフルエンザ予防接種助成」など、子育て支援

を行っております。 

以上であります。 

○議長（秋丸安弘君） 西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） 玉東町での部分的な支援事業を例にしましてお尋ねしました

が、それぞれに本村の状況や特徴を述べていただきました。ありがとうございまし

た。支援事業の名称は違いましても内容は同じようなことで、本村でも充実されて

いると思います。出産祝い金は第２子、第３子となるほど高額になるという自治体

も多いようです。本村のこんにちは赤ちゃん祝い金のことでありますが、最後に各

支援事業や各種補助金、助成制度などのまとめですが、先ほどからさまざまな支援

事業などありますし、また主な各種補助金、それから助成制度については村政要

覧、資料編にも掲載されていますが、住民支援や各サービス事業も含めた一覧など

が以前からありますが、その後内容が変更になったりしているかと思いますので、

一覧の更新について予定がありましたらお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 白川総務課長。 

○総務課長（白川俊博君） ご質問の住民支援事業一覧は平成２５年に山江村地域活性

化住民支援事業一覧として配付しました。補助制度の一覧でございますが、５年ほ

ど経過をしていることから、議員申されましたとおり、内容も一部変わっておりま

す。そのことから毎年行っております地域懇談会時において補助制度を変更したも

の、新たに制度を設けたものなど、村民の皆様にはお示ししているかと思います。

また、来月４月におきまして１３０周年記念冊子としまして「暮らしの便利帳」を

全戸配布予定でございます。その冊子にも現在住民支援サービス事業を明記してお

りますので、以前配布しました住民支援一覧の冊子の更新につきましては考えてい

ないというところでございます。 
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○議長（秋丸安弘君） 西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） 今回、研修を受けました玉東町の支援事業も大変きめ細かに整

備されているという印象を受けましたが、本村でもここにはありませんが、第６次

山江村総合振興計画書の中で子育て支援の推進のところを見ますと、ビジョンの中

にきめ細やかな支援を行い、安心してうんぬんとありますように、各支援事業や各

種補助金助成制度につきましても、総務課長からありましたように、今回１３０周

年の中に含めてもということでありますが、村民の皆様へ十分活用いただけますよ

うにわかりやすく、また支援を受けやすくまとめていただけましたらと思います。 

以上で、通告いたしました公園等の管理状況や子育て支援状況についての一般質

問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（秋丸安弘君） これで通告がありました一般質問はすべて終了いたしました。 

本日は、これで散会いたします。ありがとうございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後４時２６分 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） おはようございます。 

ただいまから会議を開きます。 

本日の出席議員は１０名で定足数に達しております。 

本日は、会期日程、日次第３の本会議で、質疑、討論、表決となっております。 

議事日程順に、質疑、討論、表決をいたします。 

発言につきましては、山江村議会会議規則第５３条（発言内容の制限）の規定を

守って質疑をお願いいたします。 

また、会議規則第５４条（同一議題の質疑の回数３回）の規定と同規則第５５条

（発言時間制限６０分）の規定はお守りいただきますようお願いいたします。な

お、３回を超える場合は、第５４条のただし書により議長の許可を得てお願いいた

します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 発議第１号 山江村選挙公報の発行に関する条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） それでは、日程第１、発議第１号、山江村選挙公報の発行に関

する条例の制定についてを議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

２番、横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 発議第１号について質疑いたします。 

この山江村選挙公報の発行に関する条例の制定については、平成３１年１月２９

日開催の議会活性化調査特別委員会に諮られた案件であります。その際、告示から

５日間で経歴、政策、公約、写真などを印刷し、選挙民に配布するということは短

期間に選挙管理委員会や行政担当部局、区長等に相当なご苦労をかけること。今多

くなっている期日前投票には該当しないこと。本村の選挙戦の実情から選挙の期日

前２日までの配布で果たして効果はあるのか。確かに、選挙民に対して候補者の経

歴、政策、公約や考えがわかる公報ではありますが、原文のままの掲載ということ

で掲載内容のルールづくりや候補者が公報に掲載するのは自由である。強制ではな

いこと。こういうことなどから本年度からの選挙公報の配布については時期尚早、

議会活性化特別調査委員会では表決をし否決されたものであります。そのような中

で今回あえて選挙公報の発行に関する条例の制定について発議された理由について

質疑いたします。 

○議長（秋丸安弘君） １０番、松本佳久議員。答弁席からお願いいたします。 

○１０番（松本佳久君） ただいまの横谷議員のご質疑に答弁を申し上げます。 

まず、村議会議員選挙の選挙運動期間は５日間です。そういうことで告示から５
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日間で短期間で配布して村民の理解が得られるのかというご質疑でございました

が、これにつきましては、議会活性化調査特別委員会で先進地研修を行いました湯

前町の場合で申しますと、このときの参加者は横谷議員と中竹議員と森田議員と私

の４名でした。そのときの湯前町議会の例では、まず村議会議員の選挙は火曜日に

始まります。そして火曜日の５時の締め切りを待って、選挙になったらただちに印

刷にかけると。その原稿はどうしておくかというと、その事前にそれぞれ希望する

候補者から選挙管理委員会に提出していただき、ちゃんと印刷所とも連絡を取っ

て、選挙ということになったらすぐに印刷をかけ、その夜のうちに役場まで持って

来ていただく。そして、区長さんにはご苦労をかけるけれども、若干の費用弁償を

支払って火曜日の夜に印刷、水曜、木曜までには湯前町の１,８００世帯には全部

配布したということでございました。それから、ご指摘の選挙管理委員会、区長さ

んにも大変ご迷惑をおかけしますが、しかしこれは選挙公報の発行が有効であると

いうことでお願いできればと考えております。また、近年は期日前投票が増えてお

ります。通常、有権者の方の、あるいは有効投票の２０％、あるいはそれ以上の方

が期日前投票に行かれます。確かに、火曜日告示で水曜日に期日前投票に行かれる

方には、あるいはこの選挙公報は見ていただけないかもしれませんが、木曜、金

曜、土曜日に行かれる方は見ていただけるのではないかと考えております。 

それから、原文のままの掲載というのはどのように考えればよいかという質疑で

ございましたが、これは候補者本人の責任であります。村議会議員あるいは村長に

立候補されようとする方は、私はこういうふうなことで努力したい、こういうふう

な政策をもっと実現させるべきだという思いがあられるはずですから、そのこと書

いていただいて、これは本人の思いですから選挙管理委員会といえどももう触るこ

とはできません。そのまま書くようになっております。そして、そのような細かな

ルール作りについては、今回、条例を制定していただければ選挙管理委員会のほう

で施行規則を作っていただくようになっております。湯前町の場合でも細かく書い

てあります。このようにして出してくださいとなっていて、それを選挙管理委員会

が作っていただくようになっております。ちょっと小さくて見えにくいですけれど

も、これが平成２８年に湯前町選挙管理委員会が発行された選挙公報です。議会活

性化調査特別委員会はもちろんお持ちですが、議員各位には２月５日の全員協議会

において配付し、ご理解をお願いしたところです。湯前町選挙管理員会もよく考え

ておられまして、余白に選挙はいつですよ、期日前投票はこうしますよ、１票はあ

なたの大事なメッセージですよ、明るく正しい選挙をしましょうと書いてありま

す。このときは１２人立候補しておられますので、表と裏に掲載され、先ほど申し

ましたように選挙ということになりましたので、５時から印刷をしてその夜のうち
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に役場へ届けていただき、翌日水曜日に全町内へ配っていただいたということでご

ざいました。それから、去年の１月に湯前に行ってそれぞれ委員で研究してきたと

ころですが、最後の第１４回の活性化調査特別委員会においては、今年度からの実

施はちょっと無理ではないかということで否決ということだったろうと思います。

と言いますのも、普通の条例は通常３月議会で決定すれば４月１日施行が普通で

す。中には、これは人吉下球磨消防組合の火災予防条例でしたが、やはり周知期間

が必要だろうということで１年延長して次年度の４月１日から施行というようなも

のもありますが、通常は３月議会で決定したら４月１日施行ということで考えてお

りましたので、今年度の実施は無理ではないか、立候補される方も準備は整わない

し、あるいは細則を、規則を作っていただく選挙管理委員会も「それはもう無理だ

ろう。」ということでした。そこで２月は大変忙しくて、この３月議会の議会運営

員会までには時間がありませんでしたので、いろいろ考えまして、それでは次の選

挙からということで６月１日施行であるならば選挙管理委員会にも迷惑かけますが

時間はあるだろうし、またこれを発行するには印刷費とそれぞれ１０万か１５万は

必要です。そのような財政措置についても３年後、４年後の選挙からなら間に合う

のではないかと思って議員提案させていただいたところです。どうぞ趣旨をご理解

の上、ご賛同賜りますようよろしくお願いいたします。 

○２番（横谷 巡君） 質疑終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

５番、立道徹議員。まず反対意見のほうからお願いいたします。 

○５番（立道 徹君） ただいま議題となっております発議第１号、山江村選挙公報の

発行に関する条例の制定について反対討論として、まず先ほど横谷議員も質疑され

ましたとおり、告示後に公報を発行するということで選挙管理委員会、そして、ま

た区長さんに大変業務が増えるということと、その分の経費がかかります。そして

また、選挙公報の意義として大きな選挙、国政選挙とか県議会議員、知事選などの

選挙では告示から選挙まで長い期間の選挙運動ができると思いますので、このよう

なたったの５日間という短期間での選挙ではその公報を見られる方が何人おられる

か、意義をなさないと思いますので、この条例には反対いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 次に、原案に賛成者の発言を求めます。 

１番、赤坂修議員。 

○１番（赤坂 修君） ただいま議題になっておりますは発議第１号、山江村選挙公報
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の発行に関する条例の制定について賛成の立場で討論いたします。 

今回、山江村議会議員選挙が４月１６日告示、２１日投票ということで行われま

すが、選挙運動については公職選挙法で告示日から投票日の前日までとなってお

り、５日間となります。現在、定例議会等についてはケーブルテレビ等で放送され

ておりますが、５日間という短い選挙期間の中、特に村外に勤められている若い方

や村営住宅等に住んでおられる村外出身者の方については、投票日の２日前までに

発行するとなっておりますが、候補者の氏名、経歴、政権、写真等を掲載した選挙

公報を見ていただくことで選挙に関心を持っていただけると思いますし、候補者を

選ぶ判断材料になると私は考えます。また、選挙公報に載せるか載せないかは候補

者の自由と聞いてもおります。質疑でも答弁があったとおり、活性化委員会では施

行日が４月１日での討議での結論であり、発議第１号については平成３１年６月１

日からの施行ということで、３年後の村長選挙、４年後の議会議員選挙から適用さ

れるということで、十分に期間もあり、また私はこの件については反対する道理が

ないと考えますので、条例制定については以上の理由をもって賛成といたします。 

○議長（秋丸安弘君） ほかにありませんか。反対派の意見を求めます。 

６番、谷口予志之議員。 

○６番（谷口予志之君） 私は反対の立場から討論をしたいと思いますけども、先ほど

立道議員のほうで言われましたとおりもあるんですけども、委員会の中では横谷議

員申されましたとおり、一応、否決というようなことであったというようなことで

ございました。この活性化委員会の中でいろいろ意見等出たと思いますけども、委

員の意見を無視されてのあれではないかなというようなことで、委員会の役割を果

たされていないのではないかというようなことで反対をしたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 次に、賛成者の意見を求めます。 

８番、中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） それでは、賛成の立場で討論したいと思います。 

この条例につきましては、最近特に議会が非常に住民からかけ離れてるというこ

とで、マスコミでも盛んに報道されております。従いまして、全国非常に議員の選

挙について関心が薄れてるというような状況であります。そういうことで、開かれ

た議会を目指す、そのためにはやはり議会の公報等も発行しながら、住民の方にも

っと身近に感じてもらう。そしてきちんとした判断をしてもらう。これは非常に大

切なことではないかというふうに思います。特に、若い候補者がなかなか現れてこ

ないというところには、議会が住民から離れてしまってるのではないかなというよ

うな気がします。そういう意味でも今後の村の存続を期待するなら、どんどん若い

人に出ていただきたい。そのためにはこの公報を通じてきちんと議員となられる方
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の政権、経歴、そういったもろもろのことを判断をしていただく。その一番材料に

なるのはこの公報だろうと思います。ただし、先ほどから問題になっておりますよ

うに、期間が少ない。これはもう公職選挙法で決められておることですので、前も

ってするということはできませんので、ぜひこの公報の発行については何らかの取

り決めをしないとできないということで、この公報発行は条例で決めなければなら

ないということになっておりますので、ぜひこの条例については皆さん方のご理解

を得て決定をしたいというふうに私は考えます。そういうことで賛成をいたしたい

と思います。 

以上です。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに討論ありませんか。 

４番、西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） ただいまの発議第１号、山江村選挙公報発行に関する条例の制

定について、反対の立場で討論いたします。 

これはこの山江村選挙公報の発行に関することについては、本村の議会活性化調

査特別委員会で一応検討されたわけであります。その結果、このことについては否

定的であった、一応否決ということであったと聞いております。そのような本村の

議会活性化調査特別委員会の判断を尊重しまして反対であります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに賛成意見はありませんか。 

７番、秋丸光明議員。 

○７番（秋丸光明君） 賛成の立場で発言します。 

これはあいさつに行っても若い人と会えない、自分の言いたいことも言えないと

いうことだそうで、自分の経歴とかその趣旨とか、そういうのをみんなに知っても

らって、回っていけない家もあります。１軒１軒は全体回りきれませんので、全体

世帯にわかるようなシステム、これは非常にいいことですので賛成の立場でお願い

します。 

○議長（秋丸安弘君） ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

これから発議第１号、山江村選挙公報の発行に関する条例の制定についてを採決

いたします。この採決は起立によって行います。本案を原案のとおり決定すること

に賛成の方は起立をお願いします。 

［賛成者起立］ 

○議長（秋丸安弘君） 起立少数によって否決いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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日程第２ 議案第７号 山江村の宝「やまえ栗」条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） それでは、日程第２、議案第７号、山江村の宝「やまえ栗」条

例の制定についてを議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

２番、横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 議案第７号、山江村の宝「やまえ栗」条例の制定について質疑

をいたします。 

条例の基本理念のもとにそれぞれの役割を謳い、品質価値、生産の向上を図り、

日本一の栗の生産地の確立を目指すものとこの条例の趣旨の解釈をいたします。た

だ現在、昨日担当課長から説明受けました生産量がＪＡ出荷が約６６トン、物産館

など民間業者出荷が約４０トンということで、生産量の増加対策が課題で本腰を入

れて取り組まないと、昨今の農業情勢の変化の中で日本一の栗の生産地を目指すこ

とは難しく、絵に描いた餅になる恐れがあります。そこで、生産量を増やし日本一

の栗の生産地にするには、今までの傾斜地栽培、本村はどちらかというと優良農地

に水稲等を作って場所が悪いところにその他の果樹とか作物を作っていた傾向があ

りますから、従来の傾斜地栽培から担い手などの高齢化などから作業管理の省力化

からも平たん部での栽培に一大転換を図る農業振興策の推進が必要ではないかと考

えます。そのための助成支援や雇用制度の確立、今行われている川辺川造成地にお

ける栗のモデル試験栽培など、この際農地の有効活用を見直し、また部分的には推

進し、栽培作物の区分分けにより水稲栽培する優良農地以外の農地に栗の植栽を推

進し、生産量の拡大を図ったらどうかなということを思っています。山江村に入っ

たならば栗園が広がる風景、栗の村山江村というイメージが定着するのではないで

しょうか。一昨年、昨年と議会のほうでもこの果樹関係、カキとかウメとかいろん

なところ見に行きましたけれども、その町、市に行きますと、やはり入ったとたん

にカキの木の風景が広がる。栗が広がる。そういう風景が目に入ります。そのこと

によって本当にここはその特産物が日本一だなということを痛感しておりますの

で、ぜひそのような取り組みをお願いできたらというふうに思います。海外戦略、

栗まつり等でやまえ栗の名声は村内よりも村外で評価され高くなっています。外で

評価を受け逆輸入することも大切な戦略であります。外向けの戦略、内向きでの生

産量拡大戦略が合致してこそ日本一の栗の産地の確立に近づいていくのではないで

しょうか。現在、球磨郡市町村では山江村は生産量が３番目、県では７番か８番だ

と思います。そのようなことで今回の条例の制定に当たり、この趣旨は大変私は誇

りとすべきものと思いますが、ただ、基本理念の日本一の栗の生産地を目指す施

策、掛け声ではなくて本当に、先ほど言いましたように農地活用の一大転換地を図

らないと、どうもその思いに達成しないだろうということから、平たん部農地への
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栗の植栽を推奨する考えはないか質疑をいたします。 

○議長（秋丸安弘君） 新山産業振興課長。 

○産業振興課長（新山孝博君） それでは、お答えします。 

栗条例のことということでございまして、平たん地ということで今質疑を受けた

ところでございますけども、実は先ほど議員申されましたとおり、栗の栽培面積を

増やす取り組みとしましては、平成３０年度から地方創生推進交付金を活用しまし

て、川辺川造成地内の補助に栗の新植事業を取り組んでおります。新植全体の補助

をじっくり見ていただいたと思っておりますけども、６０センチの深耕、それから

土壌改良材等を使いまして土を肥やし、それから苗木を植えるという作業を補助全

体で取り組んでおります。それについては鳥獣被害関係もあることからワイヤーメ

ッシュという金網のようなものを設置して取り組んでおります。面積としまして

は、川辺川造成地、先ほど言いました優良農地といいますか農地を活用するという

ことで、３.３ヘクタール程度、今回は募集をかけて取り組んでいるところでござ

います。今回は特にモデル的に平たん地ということでもありますが、そちらのほう

に今年はさせていただいております。後から出てまいりますけども３１年度予算に

つきましても、これ３年間事業といたしましてこの取り組みを団地化をしていこう

というふうな取り組みを今後考えておりまして、この栗条例のほうにもありますと

おり、一大産地、要するに４ヘクタール、１０ヘクタールぐらいは今回平たん地の

ほうで増やしていければというふうに考えているところでございます。また生産量

を確保するということでは、一貫した生産と品質向上と加工、販売、流通体制の構

築とか、６次産業に向けた企業化も進めていく必要があろうかと思っておりますの

で、今後につきましては、都市部からの人材確保、特に地域おこし協力隊等も含め

たところの雇用も考えながら、平たん地のほうの新植のほうも進めていきたいとい

うふうに考えてるとこでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） この山江村の宝「やまえ栗」の条例の制定については、村長と

しての思いも非常に強いものがあるというふうに思います。村長の主観を伺いま

す。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） 山江村の宝「やまえ栗」条例の制定についてでございます。村

制施行１３０周年を記念しながら、もう一度１３０年を振り返り新しい一歩を踏み

出すんだという試みの一つだというふうに位置付けております。やまえ栗、昭和５

２年に天皇陛下に献上以来、市場ではやっぱり都会の都市圏の市場で起きた事象

が、これは先輩から聞いた話でありますが、まずやまえ栗を競ってやまえ栗を基準
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とする。一番高い基準として丹波栗、つくば栗、ほかの栗が値段が決まっていった

というふうに聞いております。要するにやまえ栗が１,５００円と位置付けられれ

ば丹波栗が１,２００円、つくばが１,２００円というふうに決められていった。要

するに、一番高い値でやまえ栗が競られていたということであります。まさにその

こと自体が日本一だというふうに考えているわけであります。ただ、ご案内のとお

り、最近高齢化も含めて農協の合併も含めて「やまえ栗」と呼べなくなったという

こともあり、生産量も随分低下をして、昨日申しましたとおり１０１トンの今生産

量であります。その当時は４００トンを超える生産量を誇っていたやまえ栗が１０

１トン、このまま何もしないでいると１００トンを切って５０トン、３０トンとな

ってしまいはしないかというようなことでありますし、そういう過去、名声を博し

たやまえ栗をもう一度、せっかくやまえ栗というファンがまだ日本各地のお菓子屋

さんを中心におられますから、何とかもう一度この名声を取り戻したい、日本一を

取り戻したいという思いで、この「日本一」も付けさせてもらっているというとこ

ろであります。現状ちょっと申しましたが、昨日、土地の面積も申しました。農用

地で畑は４１２ヘクタール山江村であるうちに栗園が１１３ヘクタール栽培されて

あります。１０１トンですから１反当たり９０キロぐらいの生産高ということにな

ります。ただ、管理をよくすると２００キロは大丈夫ということでありますから、

１１３ヘクタールあれば、それだけでしっかり管理をしてもらって施肥をしてもら

って、枝の管理もしてもらうと２００トンを超えるということになるわけでありま

して、このことについてはそれを目標にやまえ栗の昨年来組織しております、一昨

年ですね、やまえ栗生産向上推進委員会の方々、非常に意欲を持って反収を上げる

と、また品質を向上する、増産をするんだということに取り組んでもらっており、

自らやまえ栗の管理栽培のポスターまで作って配られているというような状況であ

ります。ただ、２００トンではということで、やっぱり３００トンぐらい目標にし

ないと一つの産業として成り立っていかないのではなかろうか。また、いろんなと

ころでやまえ栗を欲しがっている方がありますので、足りないというような状況で

もありますので、議員、ご案内のとおり急傾斜地で非常に草刈しにくい、収穫しに

くいというところよりも平たん地の栽培管理がしやすいような土地を求めて、やっ

ぱり今後は推進すべきだろうということを考えているところでありますし、川辺川

造成団地３ヘクタール、議員の皆さん方にも現地視察でご覧いただいたということ

でありますけれども、あそこは間伐時には水もあるということでもありますし、あ

の川辺川造成団地の遊休農地というか、もう土地を管理しきれないという方がおら

れたら、一大産地としてあそこの川辺川造成団地、実は５９ヘクタール全部である

わけでありますけれども、徐々に増やしていくことができたらなと、議員おっしゃ
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いますように、よそから見て素晴らしい栗園が広がる山江らしい景色が出来上がる

んだがなということを思いながら、その事業を進めさせてもらってるということで

ございます。地方創生推進交付金によりまして本年度、３１年度、３２年度、とり

あえず３カ年を目標にしながら同じような事業を進めていくということであります

ので、ぜひ議員の皆様方、村民の皆様方のご理解もお願いしたいと思いますし、こ

の条例につきましても、ぜひ村民の皆さん方もご理解の上、山江は栗の村なんだと

いうことで誇りを持てるような地域として成り立っていけるように目指していきた

いと思ってるところでありますので、どうぞよろしくお願い申し上げたいと思いま

す。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 子どもたちから大人まで、本当に山江は栗の村という誇りを持

っています。このような条例を作って栗の村が本当に名実ともに定着するように、

農業振興等しっかりと力を入れていただくようお願いし質疑といたします。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

１番、赤坂修議員。 

○１番（赤坂 修君） 議案第７号、山江村の宝「やまえ栗」条例の制定について質疑

いたします。 

この条例の中で第４条２項、村民はおもてなしによる食材についてはやまえ栗を

使用するよう努めるというふうになっておりますが、村民のおもてなしというのは

どのようなことを考えておられるのかお伺いをいたします。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） この条例の中の第４条の第２項であります。おもてな

しによる食材についてはやまえ栗を使用するよう努めるということでございます。

おもてなしといいますか、例えば親戚の方がよそから来られた場合、特にお土産と

かやるということもありますけども、お土産を例えば人吉から買ってきてお土産を

やるのではなくて、山江の栗を利用した加工品をそこでお土産をやるとか、ちょっ

としたお客さんに対しても栗を使った食材を食べてもらうとか、普通のお菓子とか

ではなくて、そういうふうに努めていただくように目指していただくというふうな

気持ちを込めて、この第２条を謳ったということでございます。 

○１番（赤坂 修君） 終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第２、議案第７号、山江村の宝「やまえ

栗」条例の制定については、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 議案第８号 山江村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） それでは、日程第３、議案第８号、山江村職員の勤務時間、休

暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、質疑を許しま

す。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第３、議案第８号、山江村職員の勤務時

間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可

決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 議案第９号 山江村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

○議長（秋丸安弘君） それでは、日程第４、議案第９号、山江村国民健康保険税条例

の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、質疑を許します。質疑ありませ

んか。 

１０番、松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 議案第９号について質疑をいたします。 

これはなぜ安くなったのか答弁を求めます。 

○議長（秋丸安弘君） 山口税務課長。 

○税務課長（山口 明君） それでは、お答えいたします。 

平成３０年度より県へ財政運営が移行しまして、市町村納付金として県が各市町
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村の納付金を定めております。平成３０年度の納付金が６,５５６万７,３３６円に

対しまして、今回、平成３１年度の納付金額が６,０５１万７,２５８円と５０５万

７８円の減額で提示がされております。この納付金を算定するに当たりましては、

県より各市町村の１人当たりの保険料であったり、その直近３カ年の比較、伸び率

等を参考にいたしまして、細かな医療費水準の係数を使って算定してあるところで

ございます。しかしながら、大きな要因といたしましては給付額の減少と考えてお

ります。１人当たりの医療費といたしましては、県内でも低いほうから上位となっ

ております。これにつきましては被保険者の方の健康に対する意識の向上と健診等

の積極的な受信が影響しているものと考えてるところでございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 県への納付金が少なくなったことに伴う減額。そして、それ

は医療費が安くなったからだということであります。これについては健康福祉課、

一生懸命取り組んでおられると思いますが、そのような予防医療、予防介護の成果

として医療費が下がり、それで国民健康保険税も下がったと、こういうような理解

でよろしいか答弁を求めます。 

○議長（秋丸安弘君） 迫田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（迫田教文君） それでは、お答えいたします。 

病院につきましては、国民健康保険被保険者の減少、景気回復に伴う社会保険へ

の移行など、この２年間で約１００名程度の方が減少しています。 

また、６５歳から７４歳までの国民健康保険被保険者の方で障がいなどの重い状

態の方につきましては、個人負担が割合が軽減される後期高齢者医療制度に移動し

たことに伴う医療費の削減もあります。さらに重症化の予防の取り組みを行ってお

り、保健師や看護師による健診未受診者への勧奨訪問及び継続した受診勧奨訪問、

糖尿病や高血圧の代表される生活習慣病等への予防を行っていた結果だと思いま

す。 

また、各地区で開催されております保健師による健康診断の説明、栄養士による

食生活改善の健康相談会を行っており、これらの活動の取り組みによって特定健診

を受診する村民の方が増加しており、健康に対する意識が高まっていることも医療

費の削減の要因と思われます。 

以上であります。 

○１０番（松本佳久君） 終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第４、議案第９号、山江村国民健康保険

税条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決することに決定

しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 議案第１０号 山江村多目的交流促進施設「ほたるの荘」の設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） 日程第５、議案第１０号、山江村多目的交流促進施設「ほたる

の荘」の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題と

し、質疑を許します。質疑ありませんか。 

２番、横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 議案第１０号、山江村多目的交流促進施設「ほたるの荘」の設

置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について質疑いたします。 

今回の一部改正、入居者がないことから使用料を安くして利用を図ろうというこ

とであります。募集し入居がない場合、その場合の対策というのをお聞かせくださ

い。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） 議案第１０号でございます。この「ほたるの荘」の条

例の改正につきましては、利用料金を減額するものでありまして、利用者がここ２

年間いないという状況であります。それでこの施設は１０年ほど前に国の補助金を

活用しまして整備をしてるという施設でありますので、今までは実人数で７件で３

０名ほど利用されておりました。延べ人数としましては２４件で１２８名の方が利

用をされております。確かに２９年度、３０年度は利用者がないということでござ

いますので、いろいろなこれを村の施設として運営するのか、いろいろな補助金が

らみもあります。でも利用を促進するために何らかの手当を打ちたいということで

ありまして、今回、利用料の減額ということであります。もし、これ３月の募集を

かけたいと思いますけども、もしそれでも数年間利用者がないということであれ

ば、何らかの活用方法を検討していきたいというふうに思っております。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 
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○２番（横谷 巡君） 今、一時ブーム的になりました別荘等が、非常に今維持困難に

日本全国直面してるということです。ですからおそらく情勢の変化でこのようなこ

とで、一時的なブームでしたけれども入居者がないかなというふうに判断いたしま

す。私は再三、入居者がないときにはもう用途に縛られて有効に使われないから補

助金を変換して村で移住定住等にも使ったらどうですかということを提案してまい

りました。補助金の金額があと９００万ぐらい返せば自由になるということも聞い

ておりますけれども、それはそれとして入居があることを期待したいと思います

が、提言したいという思いがあります。議案審議の中で地域おこし協力隊を入居さ

せたらという考えがありますが、入居した場合にはちょっと補助金の規制で引っか

かるかなという思いもありますが、これは調査していただいて、私はあえてこの地

域おこし協力隊をここの施設管理者にお願いすると、そして今山江村はＩＣＴ教育

で全国に名が売れて、この分野では先を走っています。ですからＩＴとかＡＩ企業

の関連企業を誘致する施設として、また移住定住促進策をさせる地域おこし協力隊

に業務を与えて、あの施設が山江の企業誘致とか移住定住促進を図る施設に管理さ

せたらどうかなというふうに提言をしたいというふうに思います。なぜかという

と、ＡＩ関連は東京にいても山江村のような万江の「ほたるの荘」があるところで

も、同様な仕事ができる。そして少人数で大きな利益を上げる企業でもあります。

やっぱり山江村の地形、自然からそういうふうにあそこを生かしたならば、あの屋

形周辺もちょっとは元気になるし、いろんなＩＣＴ関係で山江にもどんどんとＩＣ

Ｔを中心に来ますから、そういうことを誘致する。そしたらあそこの施設が生きる

かなというふうに提言しますけど、これは村長どうでしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） お答えいたします。 

まず地域おこし協力隊の管理者としての位置付けの中でということですが、でき

ればあの施設を活用して入居してもらいたいというふうに考えておりますので、そ

の方法があるのかどうか、管理者として位置付けができるのかどうかということも

ありますけれども、ちょっと検討させていただきたいと思います。 

それから、あの施設を東京の企業が特にＩＴ、ＩＣＴ関係の企業が山江村内にお

いてあの施設を利用しながら働いてもらうというようなことということの提言だっ

たわけですけれども、これはテレワーク事業といって、以前から山江村もそういう

ことで推進をしてきているところで、なかなか現実的にいかないということであり

ますし、サテライトオフィスといいますか、あそこだけではなくて昼間のオフィス

を山江中学校のコンピューター室が空いてますから、ぜひあそこを使って、夜は帰

って寝泊りしながら、夜でも光ケーブルがありますので自由にできるというような
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こともあり、そういう考えでいろんなところに今当たってはいるところでありま

す。特に教育長にもお願いしながら、ＩＣＴ教育が山江村、日本のモデルといいま

すか先進的な取り組みしておりますので、その電子書籍等々の会社が山江に拠点を

置きながらそういうお仕事をしていくというのはできませんかというような誘いも

実はしているところでもありますけれども、なかなか具体的になってないというと

ころであります。いずれにしましても本当に光ケーブルが全村に入っておりますか

ら、いろんなところでいろんな方が仕事をできるというような状況にありますの

で、今後ともその方向は模索していきたいと思っておりますし、これはもう議員の

皆様方、また村民の皆様方にもいろんな情報をお寄せいただければ大変ありがたい

なと思っているところであります。 

○２番（横谷 巡君） 質疑終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

１０番、松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 議長にお願いがあります。山江村議会会議規則によります

と、議案に対する質疑では自己の意見を述べてはならないとなっておりますので、

ぜひ議長からのご指導をよろしくお願いします。 

以上です。 

○議長（秋丸安弘君） それでは、本会につきましては質疑でお願いいたします。質問

ではありません。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をいたします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第５、議案第１０号、山江村多目的交流

促進施設「ほたるの荘」の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定

については、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 議案第１１号 丸岡公園農村広場の設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第６、議案第１１号、丸岡公園農村広場の設置及び

管理に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、質疑を許しま

す。質疑ありませんか。 

１０番、松本佳久議員。 
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○１０番（松本佳久君） ただいま議題となっております議案第１１号、丸岡公園農村

広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について質疑を行い

ます。 

この丸岡公園農村広場の設置及び管理に関する条例でありますが、その第１条に

このように書いてあります。第１条、設置目的。この条例は丸岡公園農村広場の設

置及び管理に関し必要な事項を定めることを目的とするとあります。でもたいてい

普通の条例にはその目的が書いてあります。例えば、先ほど可決した「ほたるの

荘」の条例では、この条例は地方自治法何とかかんとかとありまして、都市と農村

の交流を促進する交流施設としてというふうに条例の目的があるわけですが、この

丸岡公園農村広場の設置及び管理に関する条例、この丸岡公園農村広場を設置する

目的は何でしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） 丸岡公園農村広場の設置に関する条例の目的というこ

とでございます。確かにもともと平成１９年に制定しました条例につきましては、

設置及び管理に関し必要な事項を定めることを目的とするということで、実際の使

用の目的とかそういうのは謳ってありません。この広場に対しましては、やっぱり

村民の方が子どもからお年寄りまで憩いの場として地域をつなぐといいますか、お

互いに憩いの場として活用いただきまして、健康づくりの面からも活用していただ

くということを目的として、健康づくりの面を含めたところの整備ということで目

的であります。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 今回の改正案では前面を使用する場合、午前中１,５００

円、午後１,５００円となっております。これまでは無料で使用できたということ

でありますが、主にどのような団体、どのような競技に農村広場の前面を使用して

の利用がありましたか。また、それは何件といいますか何人といいますか、どのよ

うな状況でありましたか。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） 利用状況についてでございます。今までの利用としま

しては、主に前面を占用して使う場合にはサッカーとかラグビーとかが主でござい

ました。これは村外の方でございますけども、ちなみに今年度まだ年度が終わって

ませんけども、今まで現在ではサッカーが３,７３０名、その他ラグビーも含めま

して２１０名ということで、合計で４,２００名の方がここを占用して利用されて

るということでございます。あと、村内の方はグラウンドゴルフとかゲートボー

ル、ゲートボールはちょっとされてないと思うんですけどグラウンドゴルフを利用
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されてる方が今年度は約３００名ということでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 以前は議会でも下球磨議員あるいは山江、坂本、千丁議員交

流会などで丸岡公園を使わせてもらったときも、よそから来られた方はほとんど

「ここはよかところな。」と言われます。とても素晴らしいところです。それで、

先ほどの利用状況の中でソフトボールや野球等の利用はなかったようであります

が、あそこのバックネットを撤去すれば、今利用者が多いサッカーとかラグビー等

の利用もできるのではないかと思いますが、執行部の考えはいかがでしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） バックネットといいますと、真ん中ほどに道側に設置

してあるバックネットということだと思いますけども、今占用して利用していただ

いてるサッカーとかラグビーの方から、別にそういうような要望とかは出ておりま

せんし、今後そういう利用の、あれは確かに球技をするためのバックネットという

ことでありますので、今後ソフトボール、野球とかの利用がないということであり

ましたら、撤去と言いますか置く場所と言いますか、そういうのもちょっと考えさ

せていただきたいと思います。 

○１０番（松本佳久君） 終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第６、議案第１１号、丸岡公園農村広場

の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとお

り可決することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 議案第１２号 小山田農村公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第７、議案第１２号、小山田農村公園の設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、質疑を許しま

す。質疑ありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第７、議案第１２号、小山田農村公園の

設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり

可決することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第８ 議案第１３号 山江村文化財保護委員会設置条例の一部を改正する条例の

制定について 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第８、議案第１３号、山江村文化財保護委員会設置

条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、質疑を許します。質疑あり

ませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第８、議案第１３号、山江村文化財保護

委員会設置条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決するこ

とに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第９ 議案第１４号 山江村総合振興計画の策定について 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第９、議案第１４号、山江村総合振興計画の策定に

ついてを議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

８番、中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 議案第１４号、山江村総合振興計画の策定について、１点だ

けお尋ねしたいと思いますが、すみません、ページは６３ページ、男女共同参画の

推進という目標を上げてあるわけですが、その数値目標の取り方についてお尋ねし
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たいと思います。現状値が２７.６％、目標値が４０％というふうに設定をしてあ

りますが、審議会の分母ですね、どのような審議会で何名と見て現状値が出てきた

のか。それから目標値は４０ですが、審議会の組織の数、何名、総数がわかれば教

えていただきたいと思います。では、後でもいいです。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） ６３ページの数値目標の２７.６％現状値、目標値が

４０％ということであります。審議会の数、正式にはちょっとわかりませんけど

も、現在が５０近くは多分あると思いますけども、そこで女性の方が今２７.６％

の役を請け負っていただいてるということでありますので、目標が４０％というこ

とでございます。具体的に女性の方が４０％になるためには何人必要かというの

は、今ちょっと資料がありませんので大変失礼しますけども、そういう目的でちょ

っと今回の数値を掲載していただきました。委員会と審議会です。 

○８番（中竹耕一郎君） はい、終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

１０番、松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） ただいま議題となっております議案について質疑をいたしま

す。 

１２ページにアンケート調査から見る山江村の現状として、このことをもとに基

本計画を立ててあるようであります。その中で調査概要の中学生に対するアンケー

トの回収率は９５.２％、それから山江村在住の方に対する回収率は３２.１％、こ

の山江村在住の方のアンケート回収率が高いと見られるのか低いと見られるのか答

弁を求めます。 

同じく、村内で４回開催されたワークショップの参加者は４回で６２名とのこと

でした。このワークショップの参加者は多かったと考えておられるか、少なかった

と考えておられるか、答弁を求めます。 

○議長（秋丸安弘君） 平山企画調整課長。 

○企画調整課長（平山辰也君） １２ページのアンケートの回収率ということでござい

ます。中学生に対しましては病欠とかいらっしゃいましたので９５％ということに

なっております。山江村の住民の方に対しますアンケートの回収率が３２％という

ことでございます。これが多かったか少なかったかということでございますけど

も、もちろんこの数字が上がってほしいのはもちろん現実でございますけども、大

体、回収率としましては４０％ぐらいをちょっと想定はしておりましたので、この

４０％を受けて、そしてあとを実際このアンケートを提出されなかった方、防災無

線等でも呼びかけておりました結果が３２％ということで、大変多い回収率とは別
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にそういうことは思ってませんけども、このアンケートばかりではなくて、先ほど

も議員申されましたワークショップも山田地区と万江地区、それぞれ２回ずつして

おります。合計でさっき申されました６２名ということでありますけども、これも

多かったか少なかったかと言いますと、１回当たりの参加者数が約２０名弱という

ことでございますので、少ないほうではあるかなというふうにも思っております。

ただ、このアンケートの結果、そしてワークショップの結果を踏まえて、今回の総

合計画に生かしていきたいというふうな気持ちで策定をしております。ただ、この

二つのワークショップとアンケート結果ではなくて、５月から６月に開催しました

村政懇談会の方が１区から１６区ありますけども、参加者が４０５名ということで

ございますので、全体的に言いますと、それも含めたところでもうちょっと多いの

がいいんでしょうけども、もうちょっと参加できるような仕組み体制を今後作って

いく必要があるのかなというふうに思っておりまして、決してこれが満足できる回

収率とは別に思ってません。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 村長あるいは教育長、教育課長にもお尋ねします。５５ペー

ジに学校教育の推進として、その一番下に数値目標が書いてあります。全国学力学

習調査結果では現状は全国平均を上回るだが、目標値では全国平均を１０ポイント

上回るとしてあります。このこととその下の中学３年生卒業時における英検３級以

上取得率（平成３１年２月末実績）では、現状は２６％だが目標値では６０％とす

るとしてありますが、どのようにしてこの目標値に近づけていかれるか答弁をお願

いします。 

○議長（秋丸安弘君） 藤本教育長。 

○教育長（藤本誠一君） それでは、まず全国学力学習状況調査でございますけども、

現在も上位のほうを行っておりますけども、全国平均を１０ポイント上回るという

ことは一つの目標としておりまして、なかなか１０ポイントまで行くためには結構

な努力が必要でございます。うちの場合には今ＩＣＴ教育を中心にしっかり子ども

たちが学び合いながら、深い学びにつなげる取り組みをやっておりますので、これ

は可能かなというような数字ではないかなと思っております。もう秋田県が今一番

高い数字を示しておりますけども、そこに迫っておりますし、教科によってはポイ

ントを上回っております。大体その平均が全国平均よりも１０ポイントぐらい上を

行っておりますので、それを目指そうというようなことで１０ポイントとしており

ます。 

それから、中学生の卒業時における英検３級でございますけども２６％というこ

とで、今年から英検の１回分を無料化にさせていただきましたので、その影響で非



 － 156 －

常に子どもたちが意欲的に受けておりますし、３級合格者がこれまでなったという

ことでございます。また英語の授業も非常に充実しておりますし、それから今ＩＣ

Ｔを使いました、ＡＩを使いましたソフトを使いまして授業の中で取り入れなが

ら、発音もきちんとできるようなことも取り組みをやっております。そういうこと

をしながらしっかり６０％に近づけていきたい。この６０％何でしたかと言います

と、国と県の目標が５０％でございます。しかし、うちはＩＣＴを使いながらうま

く授業も充実しておりますので、やっぱりその上を目指そうというような取り組み

をしたいという私の考えがございまして６０％にした段階でございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） ちょっと全体的に答弁させていただきます。 

まず１点目の３２.１％の件ですが、非常に低い数字だというふうに私も感じて

おりますけれども、このアンケートの分析結果が有効か無効かという判断は２０％

を基準にしているということでございますので、一応、そのアンケート結果、有効

回収率を上回ったということで概要を分析させていただいたというのが一つありま

す。 

それから、５５ページの全国平均をということでありますけれども、私、全国の

ＩＣＴ教育首長協議会の役員を仰せつかっておりますけれども、平成２７年の全国

学力学習調査の結果を見てみますと、１０ポイントは優に上回っておりました。小

学生の算数Ｂにおいては２３ポイント上回っていた事実もあるわけであります。そ

ういう非常にＩＣＴを使いながら、まずは学級経営をされる先生方がいろんな創意

工夫をされながら取り組んでいらっしゃるという成果の一つだと思いますけれど

も、今後も教育長が申しましたとおり、教育委員会中心にしっかりこの目標値が達

成できるように、村長部局としても私としてもしっかり支援をさせてもらいたいと

思ってるところであります。 

○１０番（松本佳久君） 終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第９、議案第１４号、山江村総合振興計

画の策定については、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

お諮りいたします。ここで暫時休憩をしたいと思いますが、ご異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。再開時刻を１１時２５分といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時１４分 

再開 午前１１時２３分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） それでは、休憩前に引き続き再開いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１０ 議案第１５号 平成３１年度山江村一般会計予算 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第１０、議案第１５号、平成３１年度山江村一般会

計予算を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

１０番、松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） ただいま議題となっております平成３１年度山江村一般会計

予算書について、３点ほど質疑をいたします。 

１点目は保育園事業についてであります。ページは４８ページから社会福祉総務

費がありまして、ずっと行きますと５４ページに児童福祉総務費というのがありま

す。今回は１０月からの消費税アップはまたそのときに考えるとして、４月からの

ことを掲げてあります。その中で児童措置費、これは総額では２億７,０００万円

でありますが、特に１０月から安倍首相の公約といいますか、３歳から５歳の保育

教育に係る無償化政策が実施される予定です。その中でまず１点目は、私たちは国

が払ってくれると思ってたんですが、無償化に係る財源の４分の１は市町村負担と

いうことであります。このことについてはどのように考えておられるのかというの

が１点と、また今の計画では給食費はいただくというような方向であるようです。

条例よる山江村の保育料はやや高めにしてありますが、所得割でありますので、割

と保育料が安いご家庭もあります。そのようなところではかえって給食費負担が増

えてくるのではないかという、この２点懸念がされますが、１０月以降の保育教育

の無償化について執行部ではどのように考えておられますか。 

２点目は、農政についてです。６２ページから農業総務費としていろいろな目で

農業振興についての予算を計上してあります。その中で昨年９月議会に請願書が上

がってきた二連木堰利用の用水確保についてであります。これは１２月議会で横谷
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巡委員長よりその請願書は否決するという方針が出されて、請願書の否決に対する

賛成者は６名、反対者は紹介議員の谷口議員と中竹議員と私でした。それで、議会

としては二連木堰の利用には採択しなかったわけですけれども、産業振興課として

は当然水に困っている人たちに対しては何らかの手立てを考えておられるとは思う

んですが、おそらく今回の予算書には上がっていないと思います。今後どのように

検討していかれるのかお尋ねをいたします。 

もう１点、アグリセンター維持管理費があります。現在、アグリセンターの利用

はどのようになっているのか。それは６９ページです。夜間の利用もできるのか。

一般の団体、農家の方が利用したい場合に夜間の利用もできるのか。 

以上の３点の答弁を求めます。 

○議長（秋丸安弘君） 迫田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（迫田教文君） それでは、お答えいたします。 

負担について市町村の４分の１ということですけども、１０月以降から３歳から

５歳児までの利用については無償化ということで閣議決定されました。それに伴い

国が示した内容についてなんですけども、保育料が無償化ということで保育料の分

は入って来ないと思います。しかし、国の負担のほうが増えますので、今後４分の

１というのは変わらないといいますか、今後も４分の１で負担していく形にはなる

かと思います。まだ国が具体的な方向性を示していないので、わかり次第対応をさ

せていただき、補正で対応させていただきたいと思います。 

また、給食費についてなんですけども、今回の幼児無償化につきましては、食材

費については無償化の対象とならないと報告を受けております。これは食材費につ

きましては、在宅で子育てする場合でも生じる費用であり、保護者が負担すること

が原則であることから、１０月以降の３歳から５歳の利用は無償化となりますが、

主食費、副食費、主食費というのがご飯で副食費というのがおかずについてなんで

すけども、については今後施設による実費徴収を起用することが決定されておりま

す。現制度では実費または利用者の一部として保護者に負担していただいておりま

す。山江村におきましては、主食費のご飯については各保護者が保育園等にご飯を

持参していただき、副食費については利用の一部として負担しています。この問題

は村内の認定こども園、保育園だけの問題ではなく、村外の保育園に出されている

保護者もいらっしゃいますので、本村だけの問題ではなく広域的に考えなければな

らないと思っております。この件に対しましても、県の具体的な方向性を示してお

りませんので、わかり次第対応させていただきたいと思っております。 

以上であります。 

○議長（秋丸安弘君） 新山産業振興課長。 
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○産業振興課長（新山孝博君） それでは、お答えいたします。 

二連木堰の件ということでございます。今回、議員申されましたとおり予算等は

上げておりません。二連木堰につきましては、議会のほうの中でも否決というよう

なことではございました。実はこの二連木堰の水路等におきましては相当数の費用

がかかるということでございましたので、何らかの補助事業を見つけない限りはな

かなか改修等は難しいのではないかなというふうには考えておるところではござい

ます。ただ、現在は多面的支払交付金というのがございますが、そのあたりも考え

ながら、今後はできる限り地元の方ともお話をさせていただいて、先ほど言いまし

たとおり補助金等が付くようであればそのあたりも進めていきたいというふうに考

えているところでございます。 

それから、アグリセンターの件でございます。アグリセンターの件につきまして

は、現在、川辺川の土地改良事業組合のほうが１室借りて昼間入っておられます。

利用状況につきましては、川辺川土地改良区の会議、また行政連絡会等々に使われ

ている状況でございます。夜間につきましての利用でございますが、現在は夜間に

ついての利用はございません。実は鍵のセキュリティの問題等もございますので、

そのあたりをクリアいたしまして夜間等の利用も地元の方の要望があれば使っては

いいのではないかなというふうに考えてるところでございます。 

以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） １点目の保育園の件ですが、多分これまで同様４分の１は市

町村負担になるという答弁であったと思っております。それから２点目の件です

が、山江村は小中学生給食費無料化を打ち出しております。そういうときに保育園

費は無償化されるんだが給食費は発生するということですが、山江村の子育て支援

政策として給食費無料化の拡充は考えておられませんか。それが１点です。 

もう１点は、３点目のアグリセンターの件ですが、条例にも何時から何時までは

何円と書いてありますので、もし夜間に使用ができないのならば、その条例改正な

どをされる考えはございませんか。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） １点目の幼児教育に対する無償化の話ですけれども、国のほう

がこの話を進めております。ただ、国の政策によって市町村の負担を生じるような

ことはやってくれるなというのは、これは全国の町村会でも決議をしているところ

でありますので、そういう負担が生じるということになりますと、またそういうお

願いを、本年度は致し方ないにしても来年から声を上げていきたいというふうに思

ってます。 
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給食費の負担についてでありますけれども、無償化とそれから給食費の負担の兼

ね合いで、全体的には負担減になるのではなかろうかというふうに考えております

けれども、その付近はそういう事件が発生した時点でまたいろんな情報の中で検討

させていただきたいと思っております。 

それから、アグリセンターの条例改正の件ですけれども、予算書を見ていただけ

ればわかりますように、川辺川土地改良事業組合のほうは解散をいたしました。残

っているのは川辺川の土地改良区だけであります。従いまして、３６万の歳入が土

地改良区の川辺川の施設使用料として上がってきてるということでありますけれど

も、現在、見てもらっております歳出予算が１２９万８,０００円ありますので、

要するに、先般は台風が起きたときも被害を受けまして、その修理も実はアグリセ

ンターやっているところであります。営々とあそこの施設、また土地の管理を山江

村がやっていくということになりますから、またその利用についていろんな条例改

正ということもありますけれども、果たして、どういう方がそういうふうに利用を

今後されるのか。現在のところ役場として、行政としてあそこを積極的に活用しよ

うというようなメニューがありませんので、この取り扱いついては、ちょっと本気

で検討を要するなということを思っているところであります。 

また、二連木堰のこともちょっとありましたけれども、私の考えは、先般、山江

村の土地改良区が解散をいたしました。従いまして、その財産が山村のほうに清算

委員会を作って清算されるわけでありますけれども、いずれ山江村のほうに財産が

譲渡されるというようなことになろうかと思います。その時点でまたその農業の耕

作者の意見を聞きながら、また検討する必要があるなと今思っているところであり

ます。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） １点目の保育園の件につきまして、今村長は保護者負担につ

いては総体的に安くなるのではなかろうかということでございましたが、現場の課

長はどのようなご認識ですか。総体的に安くなりますか。 

○議長（秋丸安弘君） 迫田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（迫田教文君） それでは、お答えいたします。 

ただいま村のほうでは４分の１負担しております。ただし、無償化になりますと

若干ではありますけども、今の状況によりますと若干安くなるのではないかという

考えであります。 

○１０番（松本佳久君） 保護者負担が安くなるということですか。 

○健康福祉課長（迫田教文君） 申し訳ありません、私が申したのは今村が負担してい

る分の４分の１は安くなるということと、保護者負担につきましては、今保育料の
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無料という方もいらっしゃいますし、また食材費が出た場合に保護者費用として発

生する場合も出てくるかと思います。ということは、このままでいくと今の保育料

よりも高くなるという家庭が出てくる可能性がありますので、今後、また先ほど申

し上げましたように、県の具体的な方向性とか保育園に対しましては広域化がなっ

ておりますので、今後検討してまいりたいと思います。 

○１０番（松本佳久君） 終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

８番、中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） ただいま議案第１５号、平成３１年度の一般会計予算書につ

いて、２点だけお尋ねしたいと思います。 

ページは開いていただくと、まず９ページの軽自動車税の中にあります環境性能

割、これは昨年はありませんでしたけども今年から出ております。それと併せて交

付金がやはり環境性能割交付金というのが今年度新しく出てきておりますが、この

内容についてお尋ねしたいと思います。それから、これは今からずっと始まってい

く交付金であり、また税の掛け方であるのか、その１点お尋ねしたい。 

それから、もう一つはページは６９ページの真ん中ほどにありますやまえ栗の知

的財産権の登録補助金というのがありますが、この内容についてお尋ねと同時に、

この補助金はどこに払うのかお尋ねしたいと思います。 

以上です。２点だけお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 山口税務課長。 

○税務課長（山口 明君） それでは、お答えいたします。 

軽自動車税の中に環境性能割ということで上げております。こちらにつきまして

は１０月からの消費税増税に伴いまして、これまでは自動車取得税交付金という名

称で入ってきたかと思っております。そちらが名称を変更しまして環境性能割交付

金ということで、款の７と軽自動車税の中の目の中に上がってきてるかと思いま

す。これは簡単に言いますと、款７のほうが普通自動車分と款１、３、２の環境性

能割のほうは軽自動車分ということで、県のほうから自動車税ということで交付さ

れる分でございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 新山産業振興課長。 

○産業振興課長（新山孝博君） それでは、お答えいたします。 

やまえ栗の知的財産権登録補助金ということでございます。以前よりブランド化

の取り組みをしておりまして、やまえ栗という名称の商標が登録できないかという

ことで検討をしてきております。熊本県の関係機関であります地財総合支援窓口を
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通じて、こういう手続きをされる弁理士さんという方がおられるんでございますけ

ども、相談を行ってきてまいりました。この商標についてでございますけども、種

類がいろいろございますが、検討を進める中で農林水産省が管轄しております地理

的表示、ＧＩと申しますけども、の法制度が山江村に一番合っているのではないか

ということで、やまえ栗を中心としたこのＧＩ制度を取って商標登録を行いたいと

いうふうなことでございます。補助金どこに払うかということでございますが、先

ほど申しました弁理士さん等の手続きに使う補助金ということでしているところで

ございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） では１点目の環境性能割というのは、いわゆるこれからずっ

と毎年交付金としてまた出てくるというような性質のものだというふうに理解して

よろしいんでしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 山口税務課長。 

○税務課長（山口 明君） それでは、お答えいたします。 

議員申されましたように、制度が変わらない限りはこのまま環境性能割交付金と

いうことと軽自動車税ということで計上させていただくことと思います。 

以上です。 

○８番（中竹耕一郎君） はい、終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

７番、秋丸光明議員。 

○７番（秋丸光明君） ただいま議題になってます議案１５号、３１年度山江村一般会

計の予算書でございますが、その中に３７ページには移住定住とあります。また８

１ページには住宅管理費とありますが、昨年、北永シ切住宅を払い下げなりまして

２１棟の購入がありました。定住人口を増やすためにもさらなる２次、３次と払い

下げをと思いますが、村当局としてはどのようなお考えですか。 

○議長（秋丸安弘君） 清永建設課長。 

○建設課長（清永弘文君） それでは、お答えいたします。 

８１ページに住宅管理費等ございますが、先ほどのご質問で北永シ切団地の払い

下げについてご質問がありました。こちらについては平成２９年度におきまして入

居者に対して説明会を実施しております。その説明会で入居者の意思を確認した後

に譲渡処分を行っておりますので、現在のところ今後の払い下げというのは予定し

ていないところです。 

以上です。 
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○議長（秋丸安弘君） 秋丸光明議員。 

○７番（秋丸光明君） できれば今後、何年か後には払い下げということで考えてもら

えばと思います。今、村営住宅は何戸ありますか。ほかにもそういう払い下げの希

望が出てるところがありますか。 

○議長（秋丸安弘君） 清永建設課長。 

○建設課長（清永弘文君） それでは、お答えいたします。 

山江村では現在１７１戸の住宅のほうを管理しております。払い下げにつきまし

ては、他の団地から要望は現在上がっていないところでございます。 

以上でございます。 

○７番（秋丸光明君） 終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

４番、西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） 平成３１年度山江村一般会計予算書の中から２点質疑いたしま

す。 

ページは７３ページの目３、公有林造成費のところであります。その中で１３の

委託料のところであります。森林環境保全直接支払事業、造林、これ９６０万ほ

ど、それから公有林整備事業費、単独、これ１,０００万円ほど、それから間伐等

森林整備促進対策事業委託料として、これ６００万ほどあります。この内容につい

てお願いしたいと思います。 

それから、もう１点は８２ページの１目、非常備消防費のところであります。こ

れは区分の１４、使用料及び賃借料であります。失礼しました。これは１３、委託

料のところです。すみません。測量設計委託料２００万、そして災害対応工程管理

システム保守委託料６万６,０００円のところでございます。 

ということで、最初の公有林造成費委託料、ここの内容をお願いしたいと思いま

す。 

○議長（秋丸安弘君） 新山産業振興課長。 

○産業振興課長（新山孝博君） それでは、お答えいたします。 

まず森林環境保全直接支払い事業の９６０万３,０００円の分だと思っておりま

す。これにつきましては、補助事業といたしましてスギ、ヒノキの下刈りのほうを

行いたいというふうな事業でございます。場所といたしましては、上小森、今村、

光の畑等の森林の伐採のほうということで補助をしているものでございます。それ

から、公有林整備事業の１,００２万７,０００円の分でございます。これにつきま

しては、光の畑の主伐を考えておるところでございます。それから間伐等の森林整

備促進対策事業委託料の６３４万１,０００円でございます。これにつきまして
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は、大平分収林のところの間伐ということで現在考えているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 白川総務課長。 

○総務課長（白川俊博君） それでは、ご質問の消防費、消防費、非常備消防費の委託

料の件でございますけれども、２０６万６,０００円計上しております。これにつ

きましては、この下のほうといいますか工事請負費に関連する設計委託料でござい

まして、３１年度へリポートの整備を計画しております。それに伴います測量設

計、実施設計の委託料でございます。それを２００万計上しております。それか

ら、災害対応工程管理システム保守委託料ございますけれども、これは県が進める

事業でございます。災害発生から復旧、最後までの仮設住宅等を整備するに当たっ

て、県としてはフロー図を製作したいと、その流れをシステム化するということ

で、これは県下参加自治体に呼び掛けまして、山江村も参加するということでして

おりますので、これは県に支払う委託料でございます。 

以上でございます。 

○４番（西 孝恒君） 終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１０、議案第１５号、平成３１年度山

江村一般会計予算は、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１１ 議案第１６号 平成３１年度山江村特別会計国民健康保険事業予算 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第１１、議案第１６号、平成３１年度山江村特別会

計国民健康保険事業予算を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

４番、西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） 山江村特別会計国民健康保険事業予算書の中から、１点だけ質

疑いたします。 

ページは１２ページであります。目１、特定健康診査等事業費のところでありま

す。これは区分の１３、これも委託料でありますが、この中で特定健康診査委託料
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３８２万について。それから、下の特定健康診査情報提供委託料、これ新しく入っ

たようだと思います。１４万についてお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 迫田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（迫田教文君） それでは、お答えいたします。 

委託料、特定健康診査委託料でございますけども、これは４０歳から６４歳まで

の国民健康保険の被保険者による健診の委託料であります。４５０人を見込んでお

ります。 

続きまして、特定健康診査情報提供委託料につきましては、健康診断、施設健

診、人間ドッグを受けない人がかかりつけの病院で特定健診と同じように診査を受

ける人を対象者がいる場合に、対象者の同意を得て医療機関から健診データを提供

してもらうための委託料であります。情報提供委託料としましては１件につき２,

０００円、追加検査料として１,５００円、いずれも４０名を予定しております。 

以上であります。 

○４番（西 孝恒君） 終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１１、議案第１６号、平成３１年度山

江村特別会計国民健康保険事業予算は、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１２ 議案第１７号 平成３１年度山江村特別会計簡易水道事業予算 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第１２、議案第１７号、平成３１年度山江村特別会

計簡易水道事業予算を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 
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採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１２、議案第１７号、平成３１年度山

江村特別会計簡易水道事業予算は、原案のとおり可決することに決定いたしまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１３ 議案第１８号 平成３１年度山江村特別会計農業集落排水事業予算 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第１３、議案第１８号、平成３１年度山江村特別会

計農業集落排水事業予算を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１３、議案第１８号、平成３１年度山

江村特別会計農業集落排水事業予算は、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１４ 議案第１９号 平成３１年度山江村特別会計介護保険事業予算 

○議長（秋丸安弘君） 日程第１４、議案第１９号、平成３１年度山江村特別会計介護

保険事業予算を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１４、議案第１９号、平成３１年度山

江村特別会計介護保険事業予算は、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１５ 議案第２０号 平成３１年度山江村特別会計後期高齢者医療事業予算 
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○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第１５、議案第２０号、平成３１年度山江村特別会

計後期高齢者医療事業予算を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１５、議案第２０号、平成３１年度山

江村特別会計後期高齢者医療事業予算は、原案のとおり可決することに決定いたし

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１６ 議案第２１号 平成３１年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業予算 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第１６、議案第２１号、平成３１年度山江村特別会

計ケーブルテレビ事業予算を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１６、議案第２１号、平成３１年度山

江村特別会計ケーブルテレビ事業予算は、原案のとおり可決することに決定いたし

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１７ 陳情第１号 奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲与税（仮

称）で順次計画的に皆伐を進め、天然林に戻すことを求め

る陳情書 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第１７、陳情第１号、奥山等のスギ・ヒノキ放置人

工林を、森林環境譲与税（仮称）で順次計画的に皆伐を進め、天然林に戻すことを

求める陳情書を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を採択することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１７、陳情第１号、奥山等のスギ・ヒ

ノキ放置人工林を、森林環境譲与税（仮称）で順次計画的に皆伐を進め、天然林に

戻すことを求める陳情書は、原案のとおり採択することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１８ 議員派遣の件 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第１８、議員派遣の件を議題といたします。お手元

に配付しております議案のとおり、議員を派遣するものです。 

お諮りいたします。会議規則第１２６条の規定により、議案のとおり議員派遣を

したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。よって、議案のとおり議員を派遣するこ

とに決定しました。 

お諮りいたします。ただいま、議員派遣の件が決議されましたが、派遣場所、派

遣期間等に変更があった場合、その決定については議長に委任されたいと思います

が、これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。よって、そのように決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１９ 閉会中の継続調査申出書（議会運営委員長、総務文教常任委員長、産業

厚生常任委員長） 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第１９、閉会中の継続調査申出書を議題といたしま

す。 

議会運営委員長、総務文教常任委員長、産業厚生常任委員長から、会議規則第７

４条の規定により、お手元に配付いたしました申出書のとおり、閉会中の継続調査

をしたい旨の申し出がありました。 

よって、委員長の申し出のとおり継続調査をしたいと思いますが、ご異議ありま

せんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。よって、委員長申し出のとおり、それぞ

れ閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

ここでお諮りいたします。会議規則第４４条の規定により本会議で議決された事

件の条項、字句、数字、その他整理を議長に委任することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。したがって、本定例会において議決した

事件の条項、字句、数字、その他整理を議長に委任することに決定しました。 

１０番、松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 発言の機会を与えていただきありがとうございます。私、議

会運営委員と議会活性化調査特別委員会の委員を辞任したいと思いますので、山江

村委員会条例第１０条の規定により、議長におかれましては議会に諮っていただ

き、辞任を許可していただきますようお願いいたします。 

○議長（秋丸安弘君） これは本日時点の辞任ですか。 

○１０番（松本佳久君） そうです。 

○議長（秋丸安弘君） それでは、暫時休憩をしたいと思いますが、ご異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、暫時休憩をしたいと思いますので、しばらく

議会控室のほうにお入りいただきまして審議したいと思います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後０時０５分 

再開 午後０時２９分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） それでは、休憩前に引き続き再開いたします。 

先ほど、１０番、松本議員より議会運営委員、議会活性化調査特別委員会委員の

職を辞するとの申し出がありましたが、両委員会を開催し協議した結果、引き続き

任期まで議員の職を継続することになりましたので、ご報告申し上げます。 

迫田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（迫田教文君） それでは、訂正いたします。議案第１６号、平成３１

年度山江村特別会計国民健康保険事業予算につきまして、西議員のほうから質疑が

ありました特定健康診査委託料につきまして、年齢のほうを４０歳から６４歳と申

しておりましたが、正しくは４０歳から７４歳であります。お詫び申し上げ訂正い

たします。申し訳ありませんでした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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○議長（秋丸安弘君） これで、本定例会の会議に付されました事件はすべて終了いた

しました。 

お諮りいたします。これで本定例会を閉会したいと思いますが、ご異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、平成３１年第１回山江村議会定例会を閉会い

たします。ありがとうございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午後０時３１分 
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